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記事タイトル

　

11
月
6
日
、
国
分
寺
運
動
公

園
で
下
野
市
消
防
団
通
常
点
検

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
塚
洋
団
長
の
指
揮
の
も
と
、

服
装
点
検
・
機
械
器
具
点
検
・

ポ
ン
プ
操
法
点
検
が
行
わ
れ
、

火
災
等
に
対
す
る
備
え
が
万
全

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

点
検
終
了
後
に
は
団
員
が
分

列
行
進
を
行
い
、
愛
泉
幼
稚
園

の
鼓
笛
隊
・
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
・

石
橋
消
防
署
車
両
も
参
加
し
、

ひ
と
き
わ
盛
大
な
も
の
と
な
り

ま
し
た
。 ６

万
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
り
ま
す

消
防
団
通
常
点
検

今年秋の消防団の
水防活動について

　8月中旬から9月下旬までの
間に、度重なる台風の通過や
接近により、河川の増水や市
街地での局地的な集中豪雨が
発生しました。このため消防
団では水防活動や河川巡視の
出動が幾度も続きました。
　消防団では、昨年の豪雨災
害等で得た教訓をもとに水防
訓練を重ね、実際の活動に備
えていますので、地域の皆様
のご協力をお願いします。

　10月30日、下野市消防団の第11回
消防操法競技会が国分寺運動公園で
開催されました。
　競技会には市内8分団から全22部
（ポンプ車22台）が出場し、日頃から
の練習の成果を十分に発揮し、消火
作業の迅速正確さを競い合いました。
　成績は次のとおりです。

優勝　
　Aグループ
　第一分団第一部
　�（下原・西区・一丁目・二丁目・三丁目・祇
園〔祇園一丁目を除く〕・緑）

　Bグループ
　第六分団第二部
　（上古山・上原・若林）

受賞された方々は次のとおりです。
（敬称略）

■ 栃木県知事表彰
　 ◆ 模範消防団員		 菊地　正行
■ 栃木県消防協会長表彰
　 ◆ 功績章		  関口　利一
　 ◆ 勤続章（45年）	 大塚　　洋
　 ◆ 勤続章（25年）	 関口　利一　他1名
　 ◆ 勤続章（20年）	 青柳　昌幸　他1名
　 ◆ 勤続章（15年）	 大島　義和　他6名
　 ◆ 勤続章（10年）	 石田　敏仁　他20名
　 ◆ 親子消防団員		 倉井　茂樹
		  倉井　隆史
■ 栃木県消防協会下都賀支部長表彰
　 ◆ 功績章（8年）		 花田　　潤　他19名
　 ◆ 勤続章（5年）		 秋山　　剛　他35名
■ 石橋地区消防団連絡協議会長表彰
　 ◆ 優良部　第１分団第１部
　　　　　　  第６分団第２部
■ 下野市長表彰
　 ◆ 退職団員表彰状
　 　 小平　英樹　牧野　和正　手塚　　優
　 　 斎藤　智美　石島　秀信　矢野伸之右
　 　 池田　正道　新井　喜紀　小原　　智
■ 下野市消防団長表彰
　 ◆ 優良部　第１分団第１部
　　　　　　  第４分団第２部
　　　　　　  第６分団第２部

消防団員による分列行進

第一分団第一部

第六分団第二部

点検者による服装点検

第11回消防操法競技会

特集記事 1
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し
も
つ
け
ク
イ
ズ

下
野
市
で
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
い
え
ば
？　

①
烏
ヶ
森　

②
グ
リ
ム
の
森　

③
明
日
香
川

問
１

記事タイトル

年
末
年
始
の
火
災
予
防
に
つ
い
て

　

こ
の
時
季
に
な
る
と
空
気
が

乾
燥
し
、
暖
房
器
具
や
火
気
を

使
用
す
る
機
会
が
増
え
る
こ
と

か
ら
、
火
災
の
発
生
が
増
加
す

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
年
末
年
始
は
休
日
が

多
く
、
外
出
な
ど
で
家
を
空
け

た
り
、
事
業
所
も
無
人
に
な
り

が
ち
で
す
。
か
け
が
え
の
な
い

生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
に
も
、

お
出
か
け
前
や
お
休
み
前
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
火
の
元
に
は

十
分
注
意
し
、
火
災
の
な
い
年

末
年
始
を
す
ご
し
ま
し
ょ
う
。

こ
ん
な
こ
と
に
も
注
意
し
ま

し
ょ
う
！

●�

家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も

の
を
置
か
な
い
。

●�

タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
を
し
な

い
。

●�

電
気
コ
ン
セ
ン
ト
の
ほ
こ
り

を
時
々
掃
除
す
る
。

●�

暖
房
器
具
は
点
検
を
し
て
か

ら
使
用
す
る
。

●�

ス
ト
ー
ブ
を
つ
け
た
ま
ま
寝

な
い
。

●�

ス
ト
ー
ブ
の
上
に
洗
濯
物
を

干
さ
な
い
。

●�

石
油
ス
ト
ー
ブ
は
火
を
消
し

て
か
ら
給
油
す
る
。

●�

野
焼
き
な
ど
は
避
け
ま
し
ょ

う
。

守
り
ま
す
！
地
域
の
安
全
と
あ
な
た
の
笑
顔
！

下
野
市
消
防
団
員
募
集　

団員の
主な活動募集

女性団員の
主な活動 待遇は？

■ 災害時における消火、救助活動
■ 警戒時における巡回活動
■ 消防団点検行事への参加
■ 防災訓練や各種訓練への参加
■ ポンプ操法競技会への参加
■ 消防団研修への参加
■ 防火啓発活動　　など

　消防団に入団すると、特別職の地
方公務員となり、年額の報酬と火災
現場や各種訓練に出動した際の出動
手当が支給されます。
　また、活動中のケガなどに対する
補償もあり、安心して活動できます。

　下野市消防団では、新たに消防団
員を募集します。
　また、下野市消防団では女性部を
組織しており、同時に女性消防団員
も募集しています。
　18歳以上の健康な方でボランテ
ィア精神溢れる方、市内に居住また
は勤務する方ならどなたでも入団で
きます。

■ 応急手当の知識の習得と指導
■ 防災訓練・各種訓練式典への参加
■ 防火啓発活動
■ 防火防災に関する研修の受講
■� 警戒時における広報活動・
　 後方支援
■ 火災現場での後方支援
■ 消防団のPR活動
■ 消火器や消火栓の
　 取り扱い訓練の実施　　など

■ 問い合わせ先
安全安心課
☎（32）8894

このまちが好き！

特集記事 1
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年末年始のお知らせ

年末年始の
市役所業務等のご案内

■主な施設等のお休みについて
道の駅しもつけ 1月1日㈰～1月3日㈫

きらら館（トレーニング） 12月28日㈬～1月4日㈬

ゆうゆう館（温浴施設） 12月28日㈬～1月4日㈬

ふれあい館（温浴施設） 12月28日㈬～1月4日㈬

児童館 12月29日㈭～1月3日㈫

公民館 12月29日㈭～1月3日㈫

南河内図書館 12月29日㈭～1月4日㈬

石橋図書館 12月30日㈮～1月3日㈫

国分寺図書館 12月30日㈮～1月3日㈫

生涯学習情報センター 12月29日㈭～1月3日㈫

スポーツ施設 12月29日㈭～1月3日㈫

グリムの館（※） 12月27日㈫～1月4日㈬

下野薬師寺歴史館 12月28日㈬～1月4日㈬

しもつけ風土記の丘資料館 12月28日㈬～1月4日㈬

オアシスポッポ館 12月28日㈬～1月4日㈬

駐輪場 1月1日㈰

農村環境改善センター 12月29日㈭～1月3日㈫

消費生活センター 12月29日㈭～1月3日㈫

シルバー人材センター 12月29日㈭～1月3日㈫

社会福祉協議会 12月29日㈭～1月3日㈫

デマンドバス「おでかけ号」 12月30日㈮～1月3日㈫

※イルミネーション期間中は午後4時30分〜午後9時開館

　年末年始の市役所等の業務は、以下のとおり閉庁
（お休み）となりますのでご不便をおかけしますが、
よろしくお願いいたします。

■市役所� �
　12月29日㈭～１月3日㈫
■戸籍届出について
　上記期間内でも、死亡届、出生届、婚姻届などの
戸籍届書は、以下の施設で受付します（届書の内容
によっては、平日再度、ご来庁いただく場合がござ
いますが、ご了承願います。）
　・午前8時30分～午後5時　市役所
　・その他の時間帯　石橋消防署（死亡届は除く）

※�自動交付機は廃止となりました。今後はコンビニ
交付をご利用ください。（なお、コンビニ交付は
12月29日㈭～ 1月3日㈫の期間はシステムメンテ
ナンスのためご利用いただけません）

年末年始の
ごみ収集について

　ごみステーションの収集は、ごみ量が増えるため遅くなることがあります。
　また、直接搬入は下記のとおり可能ですが、特に年末は混雑状況により、
１～２時間程度お待ちいただくことがありますので、行政カレンダーをご確認
のうえ、早めにごみステーションにお出しください。

直
接
搬
入

国分寺・南河内地区・石橋地区ごみ 石橋地区ごみ
中央清掃センター 南部清掃センター（容プラ・小枝） クリーンパーク茂原

☎(24)3194
年末は12月30日㈮まで
年始は1月4日㈬から
午前8時30分～ 11時30分
午後1時～ 4時30分

☎0280(33)3310
年末は12月30日㈮まで
年始は1月4日㈬から
午前8時30分～ 11時30分
午後1時～ 4時30分

☎028(654)0018
年末は12月30日㈮まで
年始は1月4日㈬から
午前8時30分～正午
午後1時～ 4時30分

年末年始のお知らせ
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年末年始のお知らせ

■子供と高齢者の交通事故防止
　交通事故で亡くなられる方は、年々減少傾向にありますが、亡くなられた方のうち高齢者が6割を占めるな
ど深刻な状況です。65歳以上の高齢者の皆さまは、道路を横断する際は左右の安全を十分確認し、近づく車
両が見えたら無理に渡らず、通り過ぎてから横断するようにしましょう。
　運転者は、子供や高齢者を見かけたら、急な飛び出しに注意し、危険を予測した安全運転をしましょう。「目
配り」「気配り」「思いやり」の心が悲惨な交通事故を防ぎます。

■全ての座席でシートベルトとチャイルドシート着用
　シートベルト非着用の状態で事故が発生した場合、「同乗者に被害を与える」「車外に放出される」等の危険
があります。シートベルト・チャイルドシートは、自分の命を守るだけではなく、同乗者を守ることにもつな
がりますので、高速道路はもちろん、一般道路でも、車に乗ったら全員が必ずシートベルトを着用しましょう。
子供の命を守るため、体格に合ったチャイルドシートを正しく着用しましょう。

■飲酒運転を「しない！」「させない！」「許さない！」
　年末年始は忘年会や新年会などでお酒を飲む機会が多くなる時期です。飲酒運転は重大事故に直結する悪質・
危険な犯罪です。一人一人が飲酒運転を絶対に「しない！」「させない！」「許さない！」という強い意志をも
って、飲酒運転を根絶しましょう。

年末年始の
水道当番について

年末の交通安全
県民総ぐるみ運動

日 曜日 当　　番　　店
29日 木 舘野興業㈱� ☎（48）1802 ㈲小金井電気商会�☎（44）0157
30日 金 ㈱小林工業� ☎（53）0633 保坂工務店㈱� ☎（48）2224
31日 土 コウエイ工業㈱� ☎（53）1883 岡本建設㈱� ☎（44）0231
1日 日 ㈲大垣� ☎（53）0871 ㈲佐藤電気� ☎（44）1250
2日 月 ㈱スガマタ� ☎（53）2580 ㈱須藤工業� ☎（48）1376
3日 火 ㈱柳田商会� ☎（56）2162 ㈲藤沼建設� ☎（48）1398

　年末年始の漏水等水道に関
する修理の問い合わせは、右
記の日程により各当番店へご
連絡ください。

■救急告示医療機関当番
　�42ページの一次救急医療機関情
報でご確認ください。
■インターネットで検索できます
　�夜間・休日の当番医を県内各地域
ごとに検索できる栃木県のサー
ビスです。
▼休日・夜間当番医案内
　（とちぎ医療情報ネット）
http://www.qq.pref.tochigi.lg.jp/

ap/qq/sho/pwtobansr01.aspx 年末年始の休患について
※受付は診療終了15分前までとなります。
■夜間休日急患診療所・休日急患歯科診療所
　小山市神鳥谷2251-7（小山市健康医療介護総合支援センター内）
　☎（39）8880

　年末年始に病気やけが等で困ったときは、夜間休日急患診療所を
ご利用ください。※保険証をご持参ください。

診療時間
夜間休日急患診療所 休日急患歯科診療所

12月23日㈮ 午後7時～ 10時 午前10時～正午
午後1時～ 4時

12月24日㈯ 午後7時～ 10時 休業

12月25日㈰
午前10時～正午
午後1時～ 5時
午後6時～ 9時

午前10時～正午
午後1時～ 4時

12月26日㈪～
12月30日㈮ 午後7時～ 10時 休業

12月31日㈯〜
1月3日㈫

午前10時～正午
午後1時～ 5時
午後6時～ 9時

午前10時～正午
午後1時～ 4時

年末年始の
急患について

期間　12月11日㈰〜 31日㈯まで21日間

「マナーアップ！あなたが主役です」
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し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
】
②　

詳
し
く
は
、
10
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

児童一人ひとりの良さを見いだして表彰する児童
表彰式が、10月と11月にかけて市内全小学校で行わ
れました。
保護者や地域の方に見守られる中、表彰式に臨ん
だ６年生たちへ、広瀬市長からメダルが、池澤教育
長から賞状が授与されました。
各学校の様子や児童代表挨拶はホームページに掲
載していますので、ぜひご覧ください。

10月25日に、リオデジャネイロオリンピック柔道男子60kg級
において銅メダルを獲得した、髙藤直寿選手の市民報告会が開
催されました。
午前11時45分に市庁舎に到着した髙藤選手は、庁舎玄関前に
おいて多くの方々に迎えられ、職員からの花束を受けられました。
その後は母校である国分寺小学校を訪問し、たくさんの児童
から温かく迎えられ、一緒にお祝いのくす玉を割りました。質

疑応答では、柔道のことから
プライベートのことまで様々
な質問が飛び出し、終始笑顔
あふれる母校訪問となりまし
た。
午後６時からは、グリムの

館にて行われた市民報告会に
出席しました。広瀬市長や秋
山後援会長より感謝と激励の
言葉がかけられると、髙藤選手自身も「結果には満足していない。４年後
の東京オリンピックでは必ず金メダルを獲る」と、決意を新たにしていま
した。また、歓談の場では抽選会や髙藤選手からのサインのプレゼントが
行われ、会場に集まった約150名の方々と楽しいひと時を過ごしました。

第19回全国農業担い手サミットが11月10日、岐阜
メモリアルセンターにて行われ、認定農業者の小松
大起さん（国分寺地区）が、農業経営の改善や地域
農業の振興・活性化に顕著な功績のあった個人経営
体として、農林水産省経営局長賞（全国で５経営体）
を受賞しました。
小松さんは、昨年の栃木県担い手育成総合支援協

議会会長賞に続く連続受賞となり、その経営能力の
高さと地域農業への貢献が全国で評価されました。

全国優良経営体表彰
農林水産省経営局長賞受賞

児童表彰
受賞おめでとうございます

髙藤直寿選手報告会
リオオリンピックで銅メダル　おめでとう！

S h i m o t s u k e -C i t y  T o p i c s 　 　 ま ち の 話 題
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10月23日に下野市産業祭会場において職業能力開
発促進法に基づく技能検定で特級・１級に合格され
た方々の表彰式を行いました。
今回は平成27年度後期合格者を対象としており、
受賞者は次のとおりです。受賞者の皆様、おめでと
うございました。
特級　機械加工
　森　聖哉
特級　建設機械整備
　瀬戸川　高鋭
１級　機械検査
　山崎　良行
（敬称略　順不同）

10月５日、上三川町日産グランドにおいて、第40
回消火競技大会が開催されました。この大会におい
て、国分寺Ａチームが準優勝しました。おめでとう
ございます。
この大会は、防火意識の高揚と初期消火技術の向

上を目指して、石橋地区消防組合管内の１市２町（下
野市、壬生町、上
三川町）の危険物
保安協会員・女性
防火クラブ員が参
加し、備え付けの
消火器による消火
競技が行われまし
た。大会には多く
の参加者があり、
下野市女性防火ク
ラブからも６チー
ムが出場し、技術
の正確さと迅速さ
を競いました。

⻆田カネヨさん（大正５年10月生）が百歳を迎え
られ、市長より祝詞とお祝いの品を贈呈しました。
いつまでもお元気でお過ごしください。

川邊キクさん（大正５年10月生）が百歳を迎えら
れ、市長より祝詞とお祝いの品を贈呈しました。
いつまでもお元気でお過ごしください。

本市では、地域の事情に熟知した金融機関との連
携を図り、双方の知的・人的資源を有効に活用する
とともに、協働による活動を推進し、産業振興によ
る地域経済の活性化を目的として、10月26日に、株
式会社栃木銀行と「下野市と株式会社栃木銀行との
産業振興に関する連携協定」を締結しました。
本協定により、人口減少などによる社会経済情勢

の変革が予想される中、市民が幸福感を感じ、人や
企業に選ばれる活力あるまちを目指し、本市の地方
創生を強力に推進します。

技能検定合格者表彰
日頃の成果が認められました

百歳おめでとうございます
10月で百歳を迎えました

栃木銀行と連携協定を締結

消火競技大会で準優勝
おめでとうございます

準優勝　国分寺Aチーム
指揮者:大浜裕美さん
消火者:吉田みこまさん

S h i m o t s u k e -C i t y  T o p i c s 　 　 ま ち の 話 題



平成28年度上半期の財政状況
　市では、皆さんに納めていただいた市税などの収入の状況や、それがどのように使われているか、
また、市の財産や借入金の状況がどのようになっているかを、年２回に分けて公表しています。
　今回は、平成28年度上半期（４月１日から９月30日まで）の財政状況についてお知らせします。

【歳　入】　予算総額271億4，230万円　収入済額124億7,750万円（収入率46.0％）

【歳　出】　予算総額271億4,230万円　支出済額100億2,252万円（執行率36.9％）

市  税 市民の皆さんや市内に事務所などを持
つ法人などに納めていただく税金です。

議  会  費 議員報酬や市議会運営のための
経費です。

総  務  費 庁舎や財産の維持管理、戸籍管理、税
金の徴収などの経費です。

民  生  費

衛  生  費 感染症予防、健康増進、環境保
全、清掃費などの経費です。

農林水産業費 農林水産業の振興を図るための支援
や、生産基盤整備などの経費です。

商  工  費 商工業や観光の振興などの経費
です。

土  木  費 道路、河川、公園などの整備や
維持管理のための経費です。

消  防  費 消防や火災予防などの災害対策
のための経費です。

教  育  費 学校教育・生涯学習の充実、文化・
スポーツ振興などの経費です。

公  債  費 市債の元金・利子を支払うため
の経費です。

そ  の  他 雇用対策経費や予備費などです。

譲与税・交付金
地方譲与税、地方消費税交付金、
自動車取得税交付金などです。

地 方 交 付 税 国税の一定割合を財源として、国が一
定基準により市に交付するものです。

国 庫 支 出 金 国からの負担金や補助金などで
す。

県 支 出 金 県からの負担金や補助金などで
す。

繰  入  金 基金の取り崩しなどです。

繰  越  金 前年度で生じた決算剰余金を翌年
度の歳入に繰り越したものです。

市  債 政府・金融機構・銀行などから
調達する長期的な借入金です。

そ  の  他 分担金及び負担金、使用料及び
手数料などです。

57億8,971万円57億8,971万円
92億 万円92億6,500万円

（62.5%）

13億2,140万円
7億　373万円 （53.3%）

33億6,279万円
23億3,831万円 （69.5%）

32億8,033万円
9億1,908万円 （28.0%）

18億6,507万円
1億9,557万円 （10.5%）

8億5,836万円
1億8,419万円 （21.5%）

20億4,657万円
20億4,657万円 （100.0%）

40億4,280万円
0円 （0.0%）

10億9,998万円
3億　　34万円 （27.3%）

2億　314万円
1億　492万円 （51.6%）

31億2,227万円
10億3,368万円 （33.1%）

86億2,727万円
33億4,971万円 （38.8%）

19億2,967万円
6億2,484万円 （32.4%）

14億2,946万円
4億6,011万円 （32.2%）

7億8,299万円
5億9,238万円 （75.7%）

33億5,655万円
11億1,973万円 （33.4%）

10億5,858万円
4億6,679万円 （44.1%）

33億5,127万円
11億1,555万円 （33.3%）

32億4,767万円
11億5,473万円 （35.6%）

3,343万円
6万円 （0.2%）

予 算 現 額
収 入 済 額

※（　）内は収入率

予 算 現 額
支 出 済 額

●一般会計予算執行状況●

●特別会計・水道事業会計予算執行状況●

●市税の状況●　住民基本台帳人口 60,073人　　世帯数 23,206世帯

●地方債の残高● （H27年度末）

（H28.9.30現在）

（H27年度末）●市有財産の現在高●

歳 入 歳 出

国 民 健 康 保 険

予 算 現 額
支 出 済 額

予 算 現 額
収 入 済 額

※（　）内は収入率

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険
（保険事業勘定）

介 護 保 険
（介護サービス事業勘定）

公共下水道事業

農業集落排水事業

石橋駅周辺土地
区 画 整 理 事 業

仁良川地区土地
区 画 整 理 事 業

水 道 事 業
( 収益 )

水 道 事 業
( 資本 )

66億6,038万円66億6,038万円
28億1,199万円28億1,199万円 （42.2%）

5億5,142万円
2億　773万円 （37.7%）

38億6,225万円
15億　487万円 （39.0%）

746万円
187万円 （25.0%）

20億2,006万円
6億3,690万円 （31.5%）

4億3,215万円
1億9,299万円 （44.7%）

1,733万円
93万円 （5.4%）

8億6,607万円
2億3,492万円 （27.1%）

8億8,852万円
1億6,996万円 （19.1%）

7億5,480万円
1億3,077万円

66億6,083万円66億6,083万円
31億7,362万円31億7,362万円

5億5,142万円
2億2,719万円

38億6,225万円
19億3,440万円

746万円
371万円

20億2,006万円
7億　904万円

4億3,215万円
2億4,237万円

1,733万円
1,505万円

8億6,607万円
5億2,831万円

10億2,891万円
4億3,236万円

2億2,190万円
0万円 （17.3%）

（47.6%）（47.6%）

（41.2%）

（50.1%）

（49.8%）

（35.1%）

（56.1%）

（86.8%）

（61.0%）

（42.0%）

（0.0%）

科　　目 収入状況 市民の負担状況
1人あたり 1世帯あたり

9万1,901円
12万7,760円

4,934円
9,055円

1万5,842円
24万9,492円

3万5,501円
4万9,353円

1,906円
3,498円
6,120円

9万6,378円

21億3,266万円
29億6,480万円

1億1,449万円
2億1,013万円
3億6,763万円

57億8,971万円

20万7,822㎡

177万7,666㎡
18万　542㎡

195万8,208㎡

区　　　　　分 内　　　訳

土　地
行 政 財 産
普 通 財 産

計
建　物 行 政 財 産

問い合わせ先 財政課　財政グループ　☎（32）8889

地域づくり事業推進基金
4億4,995万円
地域づくり事業推進基金
4億4,995万円公共施設整備基金

9億4,784万円
公共施設整備基金

9億4,784万円

国民健康保険国民健康保険
財政調整基金財政調整基金

土地開発基金

高額療養費資金貸付基金

財政調整基金財政調整基金
18億8,052万円18億8,052万円

庁舎等整備基金庁舎等整備基金
14億9,162万円14億9,162万円

地域福祉基金
4億3,982万円

保健福祉施設整備基金
4億4,871万円

グリーン保存育成基金
595万円

3億7,185万円3億7,185万円

1,000万円

減債基金減債基金
34億5,163万円34億5,163万円

地域振興基金地域振興基金
15億7,744万円15億7,744万円

6億7,979万円

石橋駅周辺土地区画整理事業
129万円

仁良川地区土地区画整理事業
463万円

農業集落排水事業
24億5,374万円
農業集落排水事業
24億5,374万円

道の駅しもつけ基金
6,841万円

介護給付費準備基金

一般旅券印紙等購買基金
3億4,228万円

300万円

市 民 税
固 定 資 産 税
軽 自 動 車 税
市 た ば こ 税
都 市 計 画 税
合 計

360億7,229万円
公共下水道事業
70億1,703万円
公共下水道事業
70億1,703万円 一般会計

241億441万円
一般会計
241億441万円

24億9,119万円24億9,119万円
水道事業水道事業

地方債残高 基金残高
121億6,881万円

子育て支援や障がいのある方、高齢者の
方に対する福祉の充実などの経費です。

Shimotsuke
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平成28年度上半期の財政状況
　市では、皆さんに納めていただいた市税などの収入の状況や、それがどのように使われているか、
また、市の財産や借入金の状況がどのようになっているかを、年２回に分けて公表しています。
　今回は、平成28年度上半期（４月１日から９月30日まで）の財政状況についてお知らせします。

【歳　入】　予算総額271億4，230万円　収入済額124億7,750万円（収入率46.0％）

【歳　出】　予算総額271億4,230万円　支出済額100億2,252万円（執行率36.9％）

市  税 市民の皆さんや市内に事務所などを持
つ法人などに納めていただく税金です。

議  会  費 議員報酬や市議会運営のための
経費です。

総  務  費 庁舎や財産の維持管理、戸籍管理、税
金の徴収などの経費です。

民  生  費

衛  生  費 感染症予防、健康増進、環境保
全、清掃費などの経費です。

農林水産業費 農林水産業の振興を図るための支援
や、生産基盤整備などの経費です。

商  工  費 商工業や観光の振興などの経費
です。

土  木  費 道路、河川、公園などの整備や
維持管理のための経費です。

消  防  費 消防や火災予防などの災害対策
のための経費です。

教  育  費 学校教育・生涯学習の充実、文化・
スポーツ振興などの経費です。

公  債  費 市債の元金・利子を支払うため
の経費です。

そ  の  他 雇用対策経費や予備費などです。

譲与税・交付金
地方譲与税、地方消費税交付金、
自動車取得税交付金などです。

地 方 交 付 税 国税の一定割合を財源として、国が一
定基準により市に交付するものです。

国 庫 支 出 金 国からの負担金や補助金などで
す。

県 支 出 金 県からの負担金や補助金などで
す。

繰  入  金 基金の取り崩しなどです。

繰  越  金 前年度で生じた決算剰余金を翌年
度の歳入に繰り越したものです。

市  債 政府・金融機構・銀行などから
調達する長期的な借入金です。

そ  の  他 分担金及び負担金、使用料及び
手数料などです。

57億8,971万円57億8,971万円
92億 万円92億6,500万円

（62.5%）

13億2,140万円
7億　373万円 （53.3%）

33億6,279万円
23億3,831万円 （69.5%）

32億8,033万円
9億1,908万円 （28.0%）

18億6,507万円
1億9,557万円 （10.5%）

8億5,836万円
1億8,419万円 （21.5%）

20億4,657万円
20億4,657万円 （100.0%）

40億4,280万円
0円 （0.0%）

10億9,998万円
3億　　34万円 （27.3%）

2億　314万円
1億　492万円 （51.6%）

31億2,227万円
10億3,368万円 （33.1%）

86億2,727万円
33億4,971万円 （38.8%）

19億2,967万円
6億2,484万円 （32.4%）

14億2,946万円
4億6,011万円 （32.2%）

7億8,299万円
5億9,238万円 （75.7%）

33億5,655万円
11億1,973万円 （33.4%）

10億5,858万円
4億6,679万円 （44.1%）

33億5,127万円
11億1,555万円 （33.3%）

32億4,767万円
11億5,473万円 （35.6%）

3,343万円
6万円 （0.2%）

予 算 現 額
収 入 済 額

※（　）内は収入率

予 算 現 額
支 出 済 額

●一般会計予算執行状況●

●特別会計・水道事業会計予算執行状況●

●市税の状況●　住民基本台帳人口 60,073人　　世帯数 23,206世帯

●地方債の残高● （H27年度末）

（H28.9.30現在）

（H27年度末）●市有財産の現在高●

歳 入 歳 出

国 民 健 康 保 険

予 算 現 額
支 出 済 額

予 算 現 額
収 入 済 額

※（　）内は収入率

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険
（保険事業勘定）

介 護 保 険
（介護サービス事業勘定）

公共下水道事業

農業集落排水事業

石橋駅周辺土地
区 画 整 理 事 業

仁良川地区土地
区 画 整 理 事 業

水 道 事 業
( 収益 )

水 道 事 業
( 資本 )

66億6,038万円66億6,038万円
28億1,199万円28億1,199万円 （42.2%）

5億5,142万円
2億　773万円 （37.7%）

38億6,225万円
15億　487万円 （39.0%）

746万円
187万円 （25.0%）

20億2,006万円
6億3,690万円 （31.5%）

4億3,215万円
1億9,299万円 （44.7%）

1,733万円
93万円 （5.4%）

8億6,607万円
2億3,492万円 （27.1%）

8億8,852万円
1億6,996万円 （19.1%）

7億5,480万円
1億3,077万円

66億6,083万円66億6,083万円
31億7,362万円31億7,362万円

5億5,142万円
2億2,719万円

38億6,225万円
19億3,440万円

746万円
371万円

20億2,006万円
7億　904万円

4億3,215万円
2億4,237万円

1,733万円
1,505万円

8億6,607万円
5億2,831万円

10億2,891万円
4億3,236万円

2億2,190万円
0万円 （17.3%）

（47.6%）（47.6%）

（41.2%）

（50.1%）

（49.8%）

（35.1%）

（56.1%）

（86.8%）

（61.0%）

（42.0%）

（0.0%）

科　　目 収入状況 市民の負担状況
1人あたり 1世帯あたり

9万1,901円
12万7,760円

4,934円
9,055円

1万5,842円
24万9,492円

3万5,501円
4万9,353円

1,906円
3,498円
6,120円

9万6,378円

21億3,266万円
29億6,480万円

1億1,449万円
2億1,013万円
3億6,763万円

57億8,971万円

20万7,822㎡

177万7,666㎡
18万　542㎡

195万8,208㎡

区　　　　　分 内　　　訳

土　地
行 政 財 産
普 通 財 産

計
建　物 行 政 財 産

問い合わせ先 財政課　財政グループ　☎（32）8889

地域づくり事業推進基金
4億4,995万円
地域づくり事業推進基金
4億4,995万円公共施設整備基金

9億4,784万円
公共施設整備基金

9億4,784万円

国民健康保険国民健康保険
財政調整基金財政調整基金

土地開発基金

高額療養費資金貸付基金

財政調整基金財政調整基金
18億8,052万円18億8,052万円

庁舎等整備基金庁舎等整備基金
14億9,162万円14億9,162万円

地域福祉基金
4億3,982万円

保健福祉施設整備基金
4億4,871万円

グリーン保存育成基金
595万円

3億7,185万円3億7,185万円

1,000万円

減債基金減債基金
34億5,163万円34億5,163万円

地域振興基金地域振興基金
15億7,744万円15億7,744万円

6億7,979万円

石橋駅周辺土地区画整理事業
129万円

仁良川地区土地区画整理事業
463万円

農業集落排水事業
24億5,374万円
農業集落排水事業
24億5,374万円

道の駅しもつけ基金
6,841万円

介護給付費準備基金

一般旅券印紙等購買基金
3億4,228万円

300万円

市 民 税
固 定 資 産 税
軽 自 動 車 税
市 た ば こ 税
都 市 計 画 税
合 計

360億7,229万円
公共下水道事業
70億1,703万円
公共下水道事業
70億1,703万円 一般会計

241億441万円
一般会計
241億441万円

24億9,119万円24億9,119万円
水道事業水道事業

地方債残高 基金残高
121億6,881万円

子育て支援や障がいのある方、高齢者の
方に対する福祉の充実などの経費です。
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広報しもつけ　2016.12
9



Shimotsuke

広報しもつけ　2016.12
10

　グリムの森は、下野市と姉妹都市であるディーツ・ヘルツ
タール市（ドイツ）をモチーフにした施設です。おとぎ話の
ような美しい建物と自然があり、12 月から１月上旬にかけて
は、グリム童話をイメージした
イルミネーションが行われ、多
くの来場者で賑わっています。
　今年で８回目を迎え、開催期
間は 11/27 から１/ ３（火）まで、
点灯時間は午後５時から午後９

時までとなります。入園・駐車場料は無料です。
■ 問い合わせ先
　 下野市ウインター活性化推進協議会　☎０２８５(53) １８２９

　冬の男体おろしという寒い西風や土壌条件が適していることか
ら、旧国分寺地区の生産者が中心となり作付けを始めました。露地
で寒さにさらす「寒じめ」により、葉や茎の水分を抑え成分を凝縮
させ、一般のほうれんそうよりもうまみや甘味を高くしています。
■ 問い合わせ先
　 小山農業協同組合ほうれんそう部会
　 ☎０２８５(40) ０２００

　下野国分尼寺から発掘されたあぶみ瓦を形取った焼き菓子で
す。生地の中に下野市特産の「かんぴょうの粉」を混ぜ、さら
に白餡にも「かんぴょう」が練りこまれています。40 年以上
愛され続けている伝統菓子です。
■ 問い合わせ先
　 御菓子司　松屋　☎０２８５(44) ８１８１

あぶみ瓦

ちぢみほうれんそう

グリムの森イルミネーション

下野ブランド
～下野市の魅力ある特産品やイベントなど、下野ブランドを紹介します～

下野ブランド力強化事業費補助金のご案内
　下野市では、下野ブランドとして認定された特産品、文化財等地域資源のブランド力強化を図る取り
組みに対し、費用の一部を補助します。
●補助対象者　下野ブランドに認定された特産品を申請した者、または文化財等地域資源を推薦した者
●補助対象 
　１．研究開発費　２．販路開拓費　３．特許等取得費
●補助額　補助対象経費の１／２以内とし、１ブランドにつき 30 万円を限度とする。
■ 問い合わせ先　商工観光課　☎ (32) ８９０７
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し
も
つ
け
ク
イ
ズ

「
お
れ
お
れ
」
と
い
え
ば
？　

①
オ
レ
オ
レ
証
明
書　

②
オ
レ
オ
レ
詐
欺　

③
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス

問
３

10
月
17
日
、
庁
舎
に
お
い
て
、

第
11
回
下
野
市
理
科
研
究
展
覧
会

の
審
査
会
が
、
各
校
の
理
科
担
当

の
先
生
方
を
審
査
員
と
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
各
校
の
校
内
審
査

で
選
ば
れ
た
１
３
９
作
品
が
出
品

さ
れ
ま
し
た
。
厳
正
な
審
査
の
結

果
、
60
作
品
が
優
秀
賞
に
選
ば

れ
ま
し
た
。
優
秀
賞
の
作
品
は

10
月
22
日
・
23
日
に
開
催
さ
れ

た
「
し
も
つ
け
市
民
芸
術
文
化
祭

２
０
１
６
」
に
て
展
示
さ
れ
ま
し

た
。小

学
校
低
学
年
か
ら
中
学
年
で

力
作
が
多
く
、
毎
日
観
察
を
し
て
、

そ
の
記
録
を
き
れ
い
に
ま
と
め
て

い
る
作
品
が
多
数
見
ら
れ
ま
し
た
。

武
藤　

里
英	

（
石
橋
北
小
）
※

伊
澤　

知
花	

（
国
分
寺
小
）

○
小
学
４
年
生

田
母
神 

菜
乃	

（
薬
師
寺
小
）

上
野 

麟
太
郎	

（
薬
師
寺
小
）

泉
田　

絢
音	

（
吉
田
東
小
）
※

谷
田
貝 

美
桜	

（
吉
田
西
小
）

荻
原 

雄
大
朗	

（
祇
園
小
）
※
※

出
口　

優
希	

（
緑　

小
）
※

和
田　

健
助	

（
古
山
小
）
※

○
小
学
５
年
生

加
島　

太
翔	

（
祇
園
小
）

山
本　

隆
惺
・
原　

歩
実

大
島　

一
隼
・
林　

和
毅

	

（
祇
園
小
）
※

岡
田　
　

昂	

（
緑　

小
）
※
※

大
塚　

勝
平	

（
石
橋
小
）

石
井　
　

遥	

（
古
山
小
）
※

鈴
木　

知
隼	

（
古
山
小
）
※

髙
岩 

琥
太
郎	

（
細
谷
小
）

○
小
学
６
年
生

熊
田　

智
亮	

（
祇
園
小
）

伊
澤　

遼
平	

（
緑　

小
）

青
木　

世
成	
（
石
橋
小
）
※

梅
村　

里
紗	
（
古
山
小
）
※
※

長
谷
川　

空	
（
古
山
小
）
※

一
場　

咲
那	

（
石
橋
北
小
）

土
田　

優
莉
・
土
田　

陽
太

	

（
国
分
寺
小
）
※

○
中
学
１
年
生

山
本　
　

雅	

（
南
河
内
中
）
※
※

各
務　
　

茜	

（
南
河
二
中
）
※

関
俣　

圭
悟	

（
南
河
二
中
）
※

し
も
つ
け
市
民
文
化
祭
２
０
１
６

に
は
多
く
の
市
民
の
方
々
が
展
示

を
見
に
来
場
し
て
く
だ
さ
り
、
作

品
に
じ
っ
く
り
と
目
を
通
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
、
家
族

総
出
で
見
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
方

た
ち
も
た
く
さ
ん
見
ら
れ
ま
し
た
。

優
秀
賞
受
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。
受
賞
さ
れ
た
皆
様
、
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○
小
学
１
年
生

舘
野　

結
愛	
（
祇
園
小
）
※

藤
井　

愛
葉	

（
緑　

小
）
※

千
野
根 

悠
介	

（
石
橋
小
）

柿
沼 

希
々
果	

（
国
分
寺
小
）
※

藤
原　

有
彩	

（
国
分
寺
小
）

上
條　

颯
汰	

（
古
山
小
）

○
小
学
２
年
生

谷
田
貝 

莉
子	

（
吉
田
西
小
）
※

中
村　

 

咲	

（
祇
園
小
）

森
下　

岳
飛	

（
祇
園
小
）
※

石
塚　

稀
尋	

（
古
山
小
）
※

渡
邉　

悠
生	

（
古
山
小
）

阿
部　

栞
奈	

（
国
分
寺
東
小
）

○
小
学
３
年
生

川
崎　

由
葵	

（
祇
園
小
）

藤
井　

 

怜	

（
緑　

小
）
※

森
戸　

悠
莉	

（
古
山
小
）
※

室
井　

ゆ
な	

（
古
山
小
）

上
野 

紗
也
加	

（
石
橋
中
）
※

清
水　

康
平	

（
石
橋
中
）

岸　
　

裕
季	

（
石
橋
中
）

田
村　

陽
己	

（
国
分
寺
中
）

○
中
学
２
年
生

稲
見　

優
希	

（
南
河
内
中
）

小
林　

珠
紀	

（
南
河
二
中
）
※

鈴
木　
　

宙	

（
南
河
二
中
）

鈴
木 

わ
か
ば
・
原
口 

果
子
・

青
木　

愛
佳	

（
石
橋
中
）

本
田　
　

愛	

（
石
橋
中
）
※
※

笹
沼　

彩
乃
・
坪
来 

英
利
香

	

（
石
橋
中
）
※

近
藤　

瑛
爽	

（
国
分
寺
中
）
※

○
中
学
３
年
生

髙
橋　

茉
央	

（
南
河
内
中
）

小
林　
　

幸	

（
南
河
内
中
）

野
口　

智
菜	

（
南
河
内
中
）
※

伊
澤　

颯
翔	

（
南
河
内
中
）
※

長　
　

彩
夏	

（
国
分
寺
中
）

遠
藤　

慧
太	

（
国
分
寺
中
）
※

山
本　

碧
威	

（
国
分
寺
中
）
※
※

※
…
地
区
推
薦
：
下
都
賀
地
区
理

科
研
究
展
覧
会
に
作
品
が
出
品
さ

れ
ま
す
。

※
※
…
発
表
推
薦
：
下
都
賀
地
区

理
科
研
究
発
表
会
に
て
研
究
発
表

を
行
い
ま
す
。

◎
下
都
賀
地
区
理
科
研
究
展
覧

会
・
発
表
会　

平
成
29
年
１
月

13
・
21
・
22
日
（
発
表
会
13
日
）

於
壬
生
町
生
涯
学
習
館

■
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課

　

☎
(32
)８
９
１
８

しもつけ市民文化祭 2016

たくさんの来場者の方にご覧いただきました。展覧会には 60作品が展示されました

理
科
研
究
展
覧
会
審
査
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
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し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
】
②　

市
内
で
も
多
発
し
て
い
ま
す
。
日
頃
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
犯
罪
を
予
防
し
ま
す
。

　市では、障がい者週間に合わせ、障がいに対する理解を深めるため、下記のとおり普及啓発活動を行います。皆様
のお越しをお待ちしております。

◆市内障がい者施設等による庁舎内販売会
市内障がい者施設で作られた、手作りのパンや手工芸品の販売を行います。
◇日時 12 月５日（月）～９日（金）午前 11 時 30 分～午後１時
◇場所　市役所 １階ロビー
◇当日、ご購入頂いた方へプレゼントを配布します。

（数に限りがありますので品切れの場合はご了承願います。）

◆おもいやり駐車スペース適正利用啓発キャンペーン
おもいやり駐車スペースとは多くの人が利用する施設において、

歩行に障がいがある人などが優先的に使用できる駐車スペースのことをいいます。

おもいやり駐車スペースのパンフレット配布や適正利用の啓発を行います。

◇日時、場所は、上記市内障がい者施設等による庁舎内販売会と同じです。

ご存知ですか？障害者差別解消法と障害者虐待防止法
◆�障害者差別解消法は、平成 28 年４月に施行され、障がいのある人への差別をなくすことで、障がいのある人もな

い人も共に生きる社会を目的としています。

　不当な差別的取扱とは障がいを理由として正当な理由なく、サービスの提供を拒否・制限・条件を付ける行為のこ

とをいいます。

　合理的な配慮をしないとは 障がい者から何らかの助けを求める意思表示があるにもかかわらず、合理的な配慮を行

わないことをいいます。

※障害者差別解消法について詳しい内容は内閣府ホームページをご覧ください。

◆障害者虐待防止法は、平成 24 年 10 月に施行され、障がい者虐待の防止、養護者に対する支援等に関する施策を

促進し、障がい者の権利利益の擁護に資することを目的としています。

｢障がい者虐待｣ とは、「養護者によるもの」「障がい者福祉施設従事者等によるもの」「使用者によるもの」があり、

虐待の類型は、「身体的虐待」「放棄・放置」「心理的虐待」「性的虐待」「経済的虐待」の５つがあります。

◆相談窓口および問い合わせ　・社会福祉課	 ☎ (32)8900

	 ・下野市障がい者相談支援センター	 ☎ (51)2771

市地域自立支援協議会を紹介します
　地域自立支援協議会は、障害者総合支援法に基づき、相談事業をはじめとする障がい福祉に関するシステムづくり

を協議するために設置されたもので、現在 19 名の委員と県オブザーバー１名の合計 20 名で年４回程度の協議を実

施しています。

　また、協議会内に３つの部会（普及啓発部会、就労部会、こども部会）を設置しており、障がい児・者の社会参加、

日常生活の向上について協議しています。

役　所 会社・お店など
不当な差別的取扱 してはいけない してはいけない
合理的配慮 しなければならない するように努力する

12月３日〜９日 は 障がい者週間
■問い合わせ先　社会福祉課　☎ (32)8900 

ふれあうこころ  かよいあうこころ  たすけあうこころ

～ 障がいのある人もない人も  ともに生きる  共生のまち  しもつけ ～
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し
も
つ
け
ク
イ
ズ

下
野
市
に
い
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
さ
ん
は
何
人
？　

①
１
０
８
人　

②
２
０
８
人　

③
３
０
８
人

問
４

　

就
労
部
会
で
は
、
障
が
い
者
に
対
す
る
市
民
の
理
解
を
深
め
、
企
業
に
お
け
る
障
が
い
者
雇
用
を
促
進

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
市
内
企
業
組
合
を
通
じ
、
障
が
い
者
雇
用
に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業
を
訪
問
・
取

材
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
こ
で
働
く
障
が
い
の
あ
る
方
４
名
の
雇
用
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◇
障
が
い
者
雇
用
の
取
り
組
み　

～
事
例
①
～

　

曙
フ
ー
ズ
㈱
栃
木
工
場
は
、
従
業
員
数
１
０
０
名
の
う
ち
、
障
が
い
の
あ
る
方

は
２
名
。
障
が
い
種
別
は
両
名
と
も
知
的
障
が
い
で
す
。

・
特
別
支
援
学
校
か
ら
の
職
場
実
習
受
け
入
れ

　

２
週
間
程
度
の
短
期
実
習
を
年
間
３
回
受
け
入
れ
、
そ
こ
で
の
適
応
状
況
や
課

題
の
洗
い
出
し
を
行
い
、
評
価
・
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
採
用
時
の
条
件
は
一
般
と
同
じ

　
「
挨
拶
・
返
事
」「
人
の
目
を
見
て
話
す
」「
手
洗
い
な
ど
の
衛
生
管
理
」
が
出

来
る
こ
と
で
、
そ
れ
は
一
般
職
員
の
採
用
条
件
と
同
じ
だ
そ
う
で
す
。

・（
本
人
が
働
く
）
現
場
の
理
解

　

業
務
定
着
を
図
る
に
は
、
会
社
の
方
針
と
現
場
従
業
員
の
思
い
を
一
致
さ
せ
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
た
め
、
適
性
、
相
性
、
理
解
度
を
常
に
現
場
担
当
者
と
話
し

合
い
な
が
ら
丁
寧
に
進
め
て
い
ま
す
。

◎
本
人
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

製
品
の
ラ
ベ
ル
貼
り
や
箱
詰
め
等
出
荷
前
の
作
業

に
従
事
し
て
い
る
Ｙ
さ
ん
。
周
囲
か
ら
は
温
厚
で
素

直
、
仕
事
が
丁
寧
で
真
面
目
な
姿
勢
が
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
手
先
が
器
用
な
た
め
、
そ
の
強
み

を
活
か
し
た
業
務
配
置
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｙ
さ
ん
は
、「
箱
入
れ
が
早
く
で
き
る
と
楽
し
い
」

と
作
業
技
術
が
向
上
す
る
こ
と
が
や
り
が
い
に
な
っ

て
い
る
様
子
が
伺
え
ま
し
た
。

　

ド
ー
ナ
ツ
部
門
に
従
事
し
て
い
る
Ｅ
さ
ん
。
入
社

３
年
目
の
今
で
は
仕
込
み
か
ら
製
造
、
又
そ
こ
で
使

用
す
る
機
械
の
洗
浄
・
組
立
て
な
ど
一
連
の
流
れ
を

把
握
し
職
場
の
戦
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
清
掃

に
対
す
る
意
識
が
高
く
工
場
内
の
衛
生
面
の
向
上
に

も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

Ｅ
さ
ん
の
今
後
の
目
標
を
聞
い
て
み
た
と
こ
ろ
、

「
後
輩
が
出
来
た
時
に
ど
う
指
導
す
る
か
」
と
意
欲
的

な
言
葉
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◇
障
が
い
者
雇
用
の
取
り
組
み　

～
事
例
②
～

　

㈱
Ｃ
Ｋ
Ｐ
栃
木
工
場
は
、従
業
員
数
１
７
２
名
の
う
ち
、障
が
い
の
あ
る
方
は
、
４
名
。
障
が
い
種
別
は
、

身
体
障
が
い
２
名
、
知
的
障
が
い
２
名
で
す
。

・
職
場
体
験
実
習
の
受
け
入
れ

　

依
頼
が
あ
れ
ば
い
つ
で
も
実
習
生
を
受
け
る
方
針
で
「
準
備
は
大
変
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に
ひ
た
む
き

に
仕
事
に
取
り
組
む
姿
勢
は
、
従
業
員
の
学
ぶ
べ
き
こ
と
が
多
く
、
職
場
環
境
に
も
良
い
影
響
を
与
え
て

い
る
」
と
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・
特
別
支
援
学
校
の
生
徒
の
印
象

　

仕
事
に
ま
じ
め
に
取
り
組
み
、
挨
拶
が
し
っ
か
り
で
き
て
、
礼
儀
正
し
い
。
三
年
前
に
実
習
か
ら
雇
用

に
つ
な
が
っ
た
生
徒
は
、「
初
め
に
教
え
た
基
礎
を
守
り
、
慣
れ
て
き
て
も
決
し
て
怠
る
こ
と
な
く
、
継

続
で
き
て
い
る
」
と
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・
職
場
定
着
に
向
け
て

　

モ
ノ
づ
く
り
と
人
づ
く
り
は
同
じ
と
考

え
、
障
が
い
者
で
あ
っ
て
も
自
己
肯
定
感
を

育
み
、
仕
事
を
笑
顔
で
楽
し
い
も
の
に
す
る

た
め
、
長
く
同
じ
業
務
に
携
わ
る
こ
と
で
自

信
を
つ
け
て
も
ら
う
な
ど
の
配
慮
を
し
て
い

ま
す
。

◎
本
人
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

製
品
へ
の
シ
ー
ル
貼
り
を
担
当
し
て
い
る

Ｓ
さ
ん
は
、
何
種
類
も
の
シ
ー
ル
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
貼
り
方
も
違
っ
て
い
る
た
め
、
初
め

は
間
違
い
が
あ
り
、
時
間
が
か
か
っ
て
い
ま

し
た
が
、
今
で
は
一
人
前
に
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
Ｓ
さ
ん
の
今
後
の
目
標
を
聞

い
て
み
た
と
こ
ろ
、「
所
属
し
て
い
る
部
署

の
仕
事
を
全
て
覚
え
て
い
き
た
い
。」
と
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
部
材
を
塗
装
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
に
製
品
を
並
べ
た
り
、
付
着
し

た
塵
を
落
と
す
塗
装
前
工
程
を
担
当
し
て
い
る
Ｕ
さ
ん
に
、
仕
事
を

し
て
い
て
嬉
し
い
こ
と
を
尋
ね
る
と
「
目
標
の
時
間
内
に
塗
装
前
工

程
が
で
き
た
こ
と
で
す
。」
と
仕
事
へ
の
熱
意
を
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

◎
取
材
を
終
え
て

　

障
が
い
が
あ
っ
て
も
環

境
が
整
え
ば
企
業
の
人
た

ち
か
ら
期
待
さ
れ
る
存
在

に
な
れ
る
と
確
信
で
き
ま

し
た
。
今
後
も
障
が
い
者

支
援
に
携
わ
る
者
と
し

て
、
よ
り
多
く
の
人
が
経

済
的
自
立
を
図
り
地
域
で

生
活
で
き
る
よ
う
お
手
伝

い
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

地
域
自
立
支
援
協
議
会

就
労
部
会

鱒
渕
泰
子

梁
島
和
由

齋
藤
琢
磨

勤続 15年目を迎えるYさん
賞味期限シール貼り

勤続３年目を迎えるSさん
製品へのシール貼り

勤続３年目を迎えるEさん
翌日の餡準備の一場面

勤続３年目を迎えるUさん（左）
監督者の方々と

地
域
で
自
立
し
た
生
活
を
送
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て

～ 

下
野
市
地
域
自
立
支
援
協
議
会
就
労
部
会 

～



Shimotsuke

広報しもつけ　2016.12
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し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
】
①　

詳
し
く
は
、
こ
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

氏　名 電話番号 担当区域
中林　佳子 (53)2924 上町の一部
篠原　文子 (53)7878 上町の一部
高倉まり子 (53)7481 上町の一部
増山　美幸 (53)0166 寿町
軽部　益子 (53)4586 石町
板倉　光子 (53)0791 旭町

津野田清子 (53)2922 本町 1～ 3･7 ～ 9･11･
14A･20･24･29･32･34

遠藤　孝夫 (53)3322

本町 4～ 6･6B･10･14B･
18･25･27･33、
花の木一丁目の一部、
花の木三丁目の一部

布袋田惠美子 (53)1091

本町 12･13･16･17･19･21
～ 23･26･28･30･
31･35 ～ 37、
花の木一丁目の一部、
花の木二丁目、
花の木三丁目の一部

髙田きみ子 (53)5485 栄町１丁目、栄町２丁目

草川奈津子 (52)2677 栄町３丁目の一部、
栄町４丁目の一部

稲葉みどり (53)1888 栄町４丁目の一部

熊谷百合子 (53)2226 大光寺一丁目、
大光寺二丁目の一部

小島　良江 (53)7338 栄町４丁目の一部

野中千代子 (53)0482
栄町３丁目の一部、
栄町４丁目の一部、
大松山一丁目

伊沢　重成 (53)4422 上大領、栄町４丁目の一部、
大光寺二丁目の一部

氏　名 電話番号 担当区域
長谷川京子 (53)3542 中大領
伊澤　公惠 (53)2088 富士見町、第一雇用団地
石川　砂夫 (53)0805 東前原、下大領、入の谷
柴山　　昇 (53)4086 下石橋一区（1～ 10班）

原口由紀子 (52)2320 下石橋二区（11～ 20班）、
グンゼ

渡辺　秀一 (53)3308 上古山 1区、上古山 2区

髙山三津枝 (53)1085 上古山 3区、
上原 10～ 13・16班

武藤　チイ (53)2407 上原 1～
9・14・15・17・18班

今泉　洋子 (53)5236 若林北部
曽村　正志 (53)5076 若林南部

髙𣘺　義久 (53)1955 通古山の一部、
第二雇用団地

藤原　美枝 (52)2286 通古山の一部
鈴木　恒明 (53)1967 通古山の一部

小林　　靖 (53)1706 下古山 2区の一部、
下古山 3区

倉井　金男 (53)4039 下古山 1区の一部、
下古山 2区の一部

落合　鶴江 (53)1362
下古山 1区の一部、
下古山 2区の一部、
下古山 3区の一部

梅山　文男 (51)1588 下長田
小平　玲子 (53)6891 上台
手塚　民子 (53)2075 細谷
所　きみ子 (53)5289 橋本
大垣　美穂 (53)0871 石橋地区全域（主任児童委員）
坂田　幸子 (53)7503 石橋地区全域（主任児童委員）

氏　名 電話番号 担当区域
稲葉　幸代 (44)0328 駅前

石島　具子 (44)0240 下町南（高橋米穀店の南、須
藤モータース南）

菅井　房子 (44)0340 下町中
（小中学校の南、地下道の南）

■ 民生委員・児童委員をご存知ですか？
　民生委員・児童委員は民生委員法に基づき厚生労働大臣から 3年間の任期で委嘱されます。市では石橋地区 38名、国
分寺地区 32名、南河内地区 38名の合計 108名の方がそれぞれの地域で福祉活動を行っています。
■ 民生委員・児童委員とは
　民生委員・児童委員は、誰もが安心して生活できる地域社会を目指して活動しています。日常生活や子育て、高齢者の
介護に関することなどで困ったことがありましたらお気軽にご相談ください。

わたしたちの地域で活動している民生委員･児童委員さんを紹介します
任期：平成 28 年 12 月～平成 31 年 11 月 ■ 問い合わせ先  社会福祉課　☎(32)8899

● 石橋地区

● 国分寺地区
氏　名 電話番号 担当区域

髙橋のり子 (44)6000 下町北
（小中学校の北、地下道の北）

石川　　誠 (44)0015 仲町国道東、若草町
古口　和子 (44)5434 仲町国道西
野口　悦男 (44)0874 上町



Shimotsuke

広報しもつけ　2016.12
15

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

平
成
28
年
度
の
下
野
市
予
算
総
額
は
？　

①
約
２
７
１
億
円　

②
約
１,

７
１
３
億
円　

③
1
兆
円

問
５

氏　名 電話番号 担当区域
佐藤　善行 (44)6121 下原、西区
永山美津江 (48)0037 西田中、一丁目

伊澤　正代 (48)0552 二丁目、三丁目、四丁目
（旧県道南）

野沢　久子 (48)5180 四丁目（一部を除く）、
五丁目

永井　清美 090-9101-
0501 六丁目（一部を除く）

猪瀬　清美 (44)1907 日生団地、祇園町
（鉄道西側）、六丁目の一部

園部美智子 (48)0638 成田、町田上、町田下

渡邊　　徳 (48)0743 谷地賀上、谷地賀下、
下文狹、東田中

坂本　栄一 (48)0285 地久目喜、仁良川上の上
（1～ 4班）

黒川　一巳 (48)0914 仁良川上の下（5～ 11班）
坂本　信子 (48)0936 仁良川下

大門　利雄 (44)3085 祇園町（鉄道西側除く）、
祇園一丁目北

今村　陽子 (44)8409 祇園一丁目
図子美由紀 (44)6625 祇園二丁目

平戸　朝子 (44)9233 祇園ダイアパレス
（1～ 3番館）

菊池　　優 (37)7864 祇園ダイアパレス
（4～ 6番館）

神田　五郎 (40)7546 アーバンコンフォート、
祇園自治医大、ミラパセオ

上野　惠子 (44)0748 祇園三丁目南、
県営自治医大前住宅（1～ 4）

氏　名 電話番号 担当区域

石田　輝子 (44)9045 県営自治医大前住宅（5～
7）、祇園四丁目

浅和　勝明 (44)8078 ＧＴ祇園五丁目
（えごの木通り東側）

齊藤さゆり (44)5179 ＧＴ祇園五丁目
（えごの木通り西側）

新村　喜平 (44)0380 緑一丁目
張山　　實 (44)6352 緑二丁目
渡邊　欣宥 (40)7537 緑三丁目北、緑三丁目南
小椋巳代子 (44)7498 ＧＴ緑四丁目北、緑四丁目南
田中　志郎 (44)2802 緑五丁目の一部
小杉満理子 (44)0757 緑五丁目の一部、緑五丁目南
川中子好子 (44)8805 緑六丁目
熊谷　正臣 (44)4581 ＧＴ緑六丁目

小室　佳子 (48)1147 本吉田北（別当河原、第 1
班除く）、本吉田南

伊澤　　香 (49)3371 絹板、絹板台
野沢ひろ子 (48)1332 台坪山、西坪山
藤沼　洋子 (48)1398 的場、上坪山、東根

宇田　三雄 (48)2227 塚越、磯部、
本吉田北（別当河原）

大垣　孝子 (48)1553 川島、三王山、
本吉田北（第 1班）

後藤　誠一 (48)2248 上吉田、鯉沼

佐藤美佐子 (44)2154 南河内地域全域
（主任児童委員）

中田　敦子 (48)1627 南河内地域全域
（主任児童委員）

● 南河内地区

● 国分寺地区 ( 続き )
氏　名 電話番号 担当区域
江田　春江 (44)3848 関根井
渡邉　延子 (44)1837 笹原
村岡　惠子 (44)3038 箕輪
太田　文子 (44)0129 川東の国道 4号線東
佐藤とよ子 (44)0624 川東の国道 4号線西
牧野　節子 (44)0348 泉町
山田トヨ子 (44)1214 川南、紫
大橋　カツ (44)3808 鈴刈町、川北の 9～ 13班
篠原ヤイ子 (44)3500 川北（9～ 13班除く）
塩沢　壽子 (44)7708 川西・南国分
近藤　洋子 (44)3662 国分 1・2・3

山田紀美江 (44)1373 旭ヶ丘、川中子番地で鉄道
東、駅東一丁目（4・5・6）

浅野　晴代 (44)4502 柴南 1・5、日の出町
安達　幸子 (44)3659 柴南 2・3・4・6、あづま町

氏　名 電話番号 担当区域
出口きく江 (44)2454 柴北 1・2、丸野町
横溝トシ子 (40)6578 烏ヶ森一丁目、烏ヶ森二丁目

鈴木　侑子 (44)7152 駅東一丁目（4・5・6を除く）・
駅東二丁目

小貫シゲ子 (40)0887 駅東五丁目、
柴番地で東小学校前

中村　　滋 (44)6038 駅東六丁目、駅東七丁目
高橋　享司 (44)5288 駅東三丁目、仁良川線の北
齋藤　幸子 (44)7719 駅東四丁目
阿久津要子 (44)4479 医大前一丁目、医大前二丁目
吉住　　齊 (44)6804 医大前三丁目、医大前四丁目

近藤　令兒 (44)2700 国分寺地区全域
（主任児童委員）

大垣　玉枝 (44)5870 国分寺地区全域
（主任児童委員）
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Shimotsuke

広報しもつけ　2016.12
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健康増進課　☎（32）８９０５問い合わせ先

■問い合わせ先　健康増進課　☎（32）8905

お
知
ら
せ

歯
の
健
康
相
談
事
業
を

行
い
ま
し
た

　

10
月
16
日
、
ゆ
う
ゆ
う
館
に
お

い
て
、
フ
ッ
素
塗
布
事
業
と
二
歳

児
歯
科
検
診
を
行
い
ま
し
た
。

　

フ
ッ
素
塗
布
事
業
に
お
い
て
、

６
１
４
人
が
フ
ッ
素
塗
布
の
ほ
か
、

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
や
歯
科
相
談

に
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
歳
児
歯
科
検
診
に
お

い
て
は
、
１
６
３
人
が
歯
科
検
診

や
歯
科
相
談
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

次
回
の
フ
ッ
素
塗
布
事
業
お
よ

び
２
歳
児
歯
科
検
診
は
、
平
成
29

年
２
月
19
日
㈰
で
す
。

　

フ
ッ
素
塗
布
に
お
け
る
対
象
は

年
中
児
〜
小
学
２
年
生
ま
で
で
す
。

　

二
歳
児
歯
科
検
診
に
お
け
る
対

象
は
平
成
26
年
７
月
〜
12
月
生
ま

れ
で
す
。
ど
ち
ら
も
無
料
で
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と
ち
ぎ
救
急
医
療
電
話
相
談

（
大
人
の
救
急
電
話
相
談
）

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

県
で
は
、
救
急
医
療
体
制
を
充

実
す
る
た
め
、
概
ね
15
歳
以
上
の

方
を
対
象
に
、
急
な
病
気
や
け
が
、

事
故
な
ど
に
対
す
る
救
急
電
話
相

談
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

救
急
車
の
要
請
や
医
療
機
関
受

診
の
要
否
、
家
庭
で
の
対
処
方
法

等
に
つ
い
て
看
護
師
が
ア
ド
バ
イ

ス
し
ま
す
の
で
、
心
配
な
時
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
時
間

　

午
後
６
時
〜
10
時
ま
で

■
電
話
番
号

　

♯
７
１
１
１　

携
帯
電
話
や

プ
ッ
シ
ュ
回
線
以
外
は
０
２
８

（
６
２
３
）
３
３
４
４

※
緊
急
、
重
症
の
場
合
は
迷
わ
ず

１
１
９
番
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
お
子
さ
ん
（
概
ね
15
歳
未
満
）

の
急
な
病
気
や
け
が
に
関
す
る
相

談
は
42
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

相　
　

談

育
児
相
談

　

子
育
て
に
関
す
る
様
々
な
悩
み

や
心
配
ご
と
の
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。

■
日
程

　

12
月
21
日
㈬
、
平
成
29
年
１
月

30
日
㈪
、
２
月
16
日
㈭
、
３
月
16

日
㈭

※
月
１
回
実
施
予
定
。

■
受
付
時
間

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時

■
会
場　

ゆ
う
ゆ
う
館
大
ホ
ー
ル

■
相
談
員　

保
健
師
・
助
産
師
・

管
理
栄
養
士
・
心
理
士

■
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

※
受
付
順
に
ご
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。
相
談
ま
で
に
お
待
ち
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

「
眠
れ
な
い
、
食
欲
が
落
ち
た
、

体
や
頭
が
重
い
」
な
ど
、
誰
に
も

相
談
で
き
ず
に
つ
ら
い
思
い
を
し

て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
？

　

市
で
は
、
精
神
科
医
が
対
応
す

る
「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」
を
実

施
し
ま
す
。
相
談
す
る
こ
と
で
、

今
の
つ
ら
さ
が
少
し
で
も
軽
く
な

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

■
日
程　

　

平
成
29
年
１
月
17
日
㈫

　

午
後
２
時
〜
４
時

■
場
所　

市
役
所

■
相
談
員　

精
神
科
医

■
料
金　

無
料

※
予
約
制
で
す
の
で
、
相
談
日
の

一
週
間
前
ま
で
に
ご
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
相
談
日
以
外
で
も
随
時
保
健
師

が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

子
育
て
巡
回
相
談

　

子
育
て
に
関
す
る
悩
み
や
心
配

ご
と
の
相
談
を
、
市
内
の
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
り
か
ご

■
日
程　

12
月
12
日
㈪

※
偶
数
月
に
実
施
予
定
。

■
時
間　

午
前
９
時
〜
11
時

■
相
談
員

　

心
理
士
・
看
護
師
・
保
育
士

■
会
場

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
り
か

ご
（
あ
お
ば
保
育
園
内
）

※
注
意
事
項
：
「
ゆ
り
か
ご
」
を

初
め
て
利
用
さ
れ
る
場
合
に
は
、

防
犯
対
策
の
た
め
に
入
館
者
登
録

（
名
札
代
）
３
１
０
円
が
か
か
り

ま
す
。

※
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

子
育
て
巡
回
相
談
日
以
外
で
も
随

時
保
育
士
が
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。予 

防 

接 

種

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
定
期
予
防
接
種
を
実

施
し
て
い
ま
す

　

次
の
接
種
医
療
機
関
が
追
加
さ

れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

薬
師
寺
運
動
器
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

☎（
44
）６
１
０
０

※
詳
細
に
つ
い
て
は
広
報
紙
10
月

号
の
21
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
】
①　

詳
し
く
は
、
8
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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２
回
目
：
１
月
25
日
㈬

　

３
回
目
：
２
月
１
日
㈬

　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

※
３
回
１
コ
ー
ス
に
な
り
ま
す
。

■
対
象
者

　

74
歳
以
下
の
市
民
で
基
本
的
な

検
診
を
受
診
し
て
い
る
方
。

　

な
お
、
疾
病
を
有
し
て
お
り
市

長
が
主
治
医
の
指
示
を
必
要
と
認

め
た
方
に
つ
い
て
は
、
医
師
か
ら

の
運
動
指
導
情
報
提
供
書
を
提
出

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
場
所

　

ふ
れ
あ
い
館
プ
ー
ル

■
持
ち
物

　

水
着
、
ス
イ
ミ
ン
グ
キ
ャ
ッ
プ
、

バ
ス
タ
オ
ル

■
参
加
費

　

無
料
（
プ
ー
ル
の
使
用
料
も
含

む
）

■
定
員　

20
名

■
申
込
締
切

　

平
成
29
年
１
月
11
日
㈬

■
申
し
込
み
先

　

ふ
れ
あ
い
館

　

☎（
47
）１
１
２
２

　
　
　
　
　

２
月
17
日
㈮

　
　
　
　
　

３
月
３
日
㈮

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
申
込
締
切

　

平
成
29
年
１
月
12
日
㈭

■
持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
み
物

（
水
か
お
茶
）、
運
動
可
能
な
服
装
、

室
内
用
運
動
靴

■
費
用　

無
料

■
定
員　

30
名
程
度

（
申
込
者
が
多
数
の
場
合
は
、
初

め
て
参
加
さ
れ
る
方
を
優
先
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
）

ア
ク
ア
サ
イ
ズ 

〜
プ
ー
ル

で
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
〜

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
事
業
）

　

プ
ー
ル
を
利
用
し
た
運
動
は
、

関
節
に
負
担
を
か
け
ず
に
筋
肉
や

血
管
に
、
日
常
以
上
の
負
荷
を
か

け
る
こ
と
が
簡
単
に
で
き
る
た
め
、

健
康
づ
く
り
や
生
活
習
慣
病
予
防

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
筋
力
が
付
き
、
代
謝
が

上
が
り
血
流
が
良
く
な
る
こ
と
で
、

ダ
イ
エ
ッ
ト
や
冷
え
性
・
ア
ン
チ

エ
イ
ジ
ン
グ
に
も
効
果
が
期
待
で

き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
プ
ー
ル
で
運
動
を

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時

　

１
回
目
：
平
成
29
年
１
月
18
日
㈬

　

午
前
10
時
〜
11
時
40
分

は
つ
ら
つ
サ
ロ
ン

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
事
業
）

　

県
民
健
康
・
栄
養
調
査
結
果
に

よ
る
、
栃
木
県
民
で
運
動
習
慣
の

あ
る
人
（
週
２
日
以
上
、
１
回
30

分
、１
年
以
上
継
続
し
て
い
る
人
）

の
割
合
は
、
男
女
と
も
20
％
程
度

で
、
全
国
平
均
を
大
き
く
下
回
っ

て
い
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
予
防
の
効
果
は
、

身
体
を
動
か
す
運
動
の
強
さ
と
時

間
と
と
も
に
上
昇
す
る
と
い
わ
れ
、

適
度
な
運
動
は
食
生
活
と
並
ん
で

健
康
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
も
の

で
す
。

　
「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
」

を
目
標
に
、
積
極
的
に
運
動
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
対
象
者　

74
歳
以
下
の
市
民
で
、

次
の
ど
ち
ら
か
に
当
て
は
ま
る
方

①
各
種
教
室
参
加
者

②
血
液
検
査
で
要
指
導
の
項
目
が

あ
り
運
動
が
必
要
な
方

■
内
容　

自
宅
で
も
続
け
ら
れ
る

運
動
の
紹
介
と
実
践
（
ス
ト
レ
ッ

チ
や
有
酸
素
運
動
等
）

〜
ゆ
う
ゆ
う
館
コ
ー
ス
〜

■
場
所　

ゆ
う
ゆ
う
館　

大
ホ
ー

ル■
日
程
（
全
４
回
）

　

平
成
29
年
１
月
19
日
㈭

　
　
　
　
　

２
月
３
日
㈮

ヘ
ル
シ
ー
ス
タ
ー
ト
教
室

　

食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
を
使
っ

て
簡
単
に
食
事
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

る
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、

お
子
さ
ん
の
離
乳
食
に
つ
い
て
も

ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
お
子
さ
ん

と
一
緒
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

平
成
29
年
１
月
27
日
㈮

　

午
前
10
時
〜
11
時
45
分

　

受
付
：
午
前
９
時
45
分
〜

■
場
所　

ゆ
う
ゆ
う
館
大
ホ
ー
ル

■
対
象
者　

平
成
28
年
６
・
７
月

生
ま
れ
の
生
後
６
〜
７
か
月
児
を

持
つ
保
護
者

■
持
ち
物　

母
子
手
帳

■
定
員　

約
20
名

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

■
内
容

・
自
分
や
家
族
の
食
事
に
つ
い
て

振
り
返
っ
て
み
よ
う

・
大
人
の
食
事
か
ら
離
乳
食
へ
の

取
り
分
け
の
工
夫

・
血
圧
測
定

■
申
込
締
切

　

平
成
29
年
１
月
20
日
㈮

■
申
込
方
法

　

電
話
ま
た
は
左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

教　
　

室

み
そ
汁
塩
分
測
定
会 

お
家

の
み
そ
汁
測
っ
て
み
そ
！

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
事
業
）

　

み
そ
汁
や
漬
物
を
多
く
と
っ
て

い
る
と
、
塩
分
の
と
り
過
ぎ
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　

ま
ず
１
ｇ
の
減
塩
を
目
指
し
て
、

ご
家
庭
の
み
そ
汁
に
ど
の
位
塩
分

が
含
ま
れ
て
い
る
の
か
測
定
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時
・
場
所

　

平
成
29
年
１
月
11
日
㈬

　

南
河
内
公
民
館

　

平
成
29
年
２
月
８
日
㈬

　

ゆ
う
ゆ
う
館

■
実
施
時
間

　

午
前
９
時
30
分
〜
10
時

　

午
前
10
時
〜
10
時
30
分

■
定
員

　

各
時
間
帯
15
名
（
先
着
順
）

※
前
日
ま
で
に
ご
予
約
下
さ
い
。

■
持
ち
物　

み
そ
汁
ま
た
は
ス
ー

プ
（
１
０
０
㏄
以
上
を
タ
ッ
パ
ー

や
袋
に
入
れ
て
お
持
ち
下
さ
い
。）

※
ご
参
加
の
方
に
、
小
さ
じ
フ
ァ

ミ
リ
ー
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
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○
３
月
22
日
㈬

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

・
尿
検
査
②
の
結
果
に
つ
い
て

・
ま
と
め
〜
自
分
の
１
日
の
塩
分

摂
取
量
は
ど
う
変
わ
っ
た
？

■
申
込
締
切

　

平
成
29
年
１
月
18
日
㈬

※
参
加
さ
れ
る
方
に
は
、
事
前
に

尿
検
査
の
容
器
と
ご
案
内
を
お
送

り
し
ま
す
。

■
参
加
者
の
声

　
「
自
分
で
は
薄
味
の
つ
も
り
で

し
た
が
、
塩
分
量
の
結
果
に
驚
き

ま
し
た
」

「
塩
分
を
控
え
て
血
圧
が
下
が
っ

て
き
て
い
ま
す
」

し
も
つ
け
減
塩
部

（
高
血
圧
予
防
教
室
）

〜
き
ら
ら
館
コ
ー
ス
〜

　

高
血
圧
予
防
の
た
め
に
尿
検
査

か
ら
自
分
の
１
日
の
食
塩
摂
取
量

を
知
り
、
減
塩
の
ポ
イ
ン
ト
を
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■
対
象
者

　

74
歳
以
下
の
市
民
で
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
血
圧
が
要
指
導
・
要
医
療
の
方

で
内
服
治
療
し
て
い
な
い
方

②
ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
が
要
指
導
の
方

■
会
場　

き
ら
ら
館　

研
修
室

■
定
員　

20
名

■
日
程
・
内
容

○
平
成
29
年
１
月
25
日
㈬

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

・
高
血
圧
予
防
の
た
め
に
（
保
健

師
）

・
減
塩
生
活
は
じ
め
ま
せ
ん
か

（
管
理
栄
養
士
）

※
尿
検
査
回
収
①

○
２
月
15
日
㈬

　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

・
尿
検
査
①
の
結
果
に
つ
い
て

・
健
康
ク
イ
ズ

・
調
理
実
習
（
お
い
し
く
減
塩
）

○
３
月
１
日
㈬

　

午
前
８
時
45
分
〜
９
時
45
分

　

※
尿
検
査
回
収
②

　

皆
さ
ん
、「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ

イ
ド
」
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

最
近
で
は
、
ス
ー
パ
ー
や
コ

ン
ビ
ニ
で
も
見
か
け
る
機
会
が

増
え
て
き
ま
し
た
が
、
実
際
に

活
用
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考

え
て
い
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

今
回
は
、
ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ

て
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

①
「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」

と
は
１
日
に
「
何
を
」「
ど
れ
だ

け
」
食
べ
た
ら
よ
い
か
の
目
安

を
分
か
り
や
す
く
イ
ラ
ス
ト
で

示
し
た
も
の
で
、
厚
生
労
働
省

と
農
林
水
産
省
の
共
同
に
よ
り

平
成
17
年
６
月
に
策
定
さ
れ
ま

し
た
。

②
コ
マ
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
作
ら

れ
て
お
り
、
コ
マ
の
持
つ
所
で

軸
に
な
っ
て
い
る
部
分
は
甘
く

な
い
飲
み
物
（
水
や
お
茶
、
無

糖
の
コ
ー
ヒ
ー
・
紅
茶
等
）
で
、

コ
マ
の
回
転
は
運
動
を
表
し
て

い
ま
す
。

③
コ
マ
は
５
つ
の
料
理
グ
ル
ー

プ
（
主
食
・
副
菜
・
主
菜
・
牛

乳
と
乳
製
品
・
果
物
）
か
ら
で

き
て
い
ま
す
。

④
☆
１
番
上
は
主
食
（
ご
は
ん
、

パ
ン
、
麺
な
ど
）
を
表
し
ま
す
。

主
食
は
毎
日
の
生
活
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
な
る
の
で
、
し
っ
か
り

食
べ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
主

食
を
減
ら
す
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
不

足
で
、
自
分
の
筋
肉
を
分
解
し

て
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
て
し
ま

う
の
で
、
筋
肉
が
減
り
基
礎
代

謝
が
落
ち
る
原
因
に
な
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

☆
２
番
目
に
面
積
の
広
い
部
分

は
副
菜
（
漬
物
以
外
の
野
菜
料

理
）
を
表
し
て
い
ま
す
。「
第
２

次
健
康
し
も
つ
け
 21
プ
ラ
ン
」

の
重
点
施
策
で
は
、
野
菜
の
摂

取
目
標
量
を
成
人
１
日
あ
た
り

３
５
０
ｇ
 以
上
（
１
日
５
皿
の

野
菜
料
理
）
と
し
て
い
ま
す
。

毎
日
、
目
標
量
の
野
菜
を
摂
取

す
る
こ
と
は
大
変
で
す
が
、
少

し
の
工
夫
で
目
標
量
に
近
づ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

☆
た
ん
ぱ
く
質
（
肉
・
魚
・
卵
・

大
豆
製
品
な
ど
）、
牛
乳
と
乳
製

品
・
果
物
、
こ
の
３
つ
は
摂
り

す
ぎ
る
と
体
重
が
増
え
る
原
因

に
な
る
の
で
適
量
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。 

　

コ
マ
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
く
コ

マ
が
倒
れ
て
し
ま
っ
た
時
は
、

カ
ラ
ダ
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て

い
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

食
事
食
事

バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド

バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド

例

バランスの悪い例
（主食と副菜が欠けて、主菜が多すぎる例）

バランスの良い例
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認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

４
，0
0
0
人
達
成
記
念

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た

　

10
月
16
日
、
南
河
内
公
民
館
に

お
い
て
、「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
４
，

０
０
０
人
達
成
〜
認
知
症
の
人
と

と
も
に
輝
く
下
野
市
を
め
ざ
し
て

〜
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
で
は
、
認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受
講
し
た
小

中
学
生
の
作
文
表
彰
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

・
最
優
秀
賞

　

祇
園
小
学
校
六
年

　
　

星　

優
莉
香
さ
ん

・
優
秀
賞

　

祇
園
小
学
校
六
年

　
　

杉
山　

陸
碧
さ
ん

　
　

有
野　

遥
紀
さ
ん

　

南
河
内
第
二
中
学
校

　
　

星　

愛
優
香
さ
ん

　

記
念
講
演
で
は
、
詩
人
・
児
童

文
学
作
家
で
も
あ
り
、
認
知
症
の

母
親
を
介
護
し
た
経
験
の
あ
る
藤

川
幸
之
助
先
生
に
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。
講
演
の
中
で
は
介
護

を
通
し
て
作
成
し
た
詩
の
朗
読
も

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者

の
み
な
さ
ん
の
身
近
な
相
談
窓
口
で
す
！

■
問
い
合
わ
せ
先

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

み
な
み
か
わ
ち
☎（
44
）３
０
０
２

こ
く
ぶ
ん
じ
☎（
43
）１
２
２
９

い
し
ば
し
☎（
51
）０
６
３
３

行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、

「
分
か
り
や
す
く
、
心
に
響
く
内

容
だ
っ
た
」「
心
が
洗
わ
れ
る
素

晴
ら
し
い
話
だ
っ
た
」
な
ど
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、「
地
域

の
人
へ
伝
え
た
い
こ
と
」
を
テ
ー

マ
に
家
族
介
護
者
、
認
知
症
サ
ポ

ー
ト
医
な
ど
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
の
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
継
続
的
に
認
知
症
の
普

及
啓
発
や
理
解
を
深
め
る
活
動
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

認
知
症
の
方
を
介
護
し
て
い
る

家
族
者
交
流
会
の
お
知
ら
せ

　

認
知
症
の
方
を
介
護
し
て
い
る

家
族
の
交
流
会
と
情
報
交
換
の
場

と
し
て
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

　

12
月
16
日
㈮

　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
２
時

■
会
場

　

薬
師
寺
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー　

会
議
室
・
調
理
室

■
対
象
者

　

現
在
、
在
宅
や
施
設
で
認
知
症

の
方
を
介
護
し
て
い
る
方
ま
た
は
、

認
知
症
の
介
護
経
験
者

■
内
容

　

調
理
実
習

　

情
報
交
換
他

■
参
加
費

　

昼
食
代　

５
０
０
円

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

基
幹
型
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎（
44
）１
１
１
８

「
お
い
し
く
食
べ
て
脳
い
き
い
き
」

健
康
教
室
の
お
知
ら
せ

　

脳
を
活
性
化
し
て
認
知
症
を
予

防
す
る
生
活
習
慣
と
食
事
に
つ
い

て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
！

■
日
時

　

平
成
29
年
１
月
20
日
㈮

　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

■
会
場

　

薬
師
寺
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー　

会
議
室
・
調
理
室

■
内
容

　

認
知
症
予
防
の
講
話
と
調
理
実

習■
対
象
者

　

65
歳
以
上
の
市
内
在
住
者

■
定
員

　

20
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
）

■
参
加
費　

５
０
０
円

■
持
ち
物

　

三
角
巾
・
エ
プ
ロ
ン
・
タ
オ
ル

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
み
な

み
か
わ
ち

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

の
ご
案
内

　
（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
事
業
）

　

認
知
症
に
つ
い
て
学
び
た
い
方
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
講
座
終

了
後
に
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

の
証「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」を
贈
呈

し
ま
す
。

■
日
時

　

平
成
29
年
１
月
24
日
㈫

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
会
場

　

ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室

■
内
容

・
認
知
症
に
つ
い
て

・
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
つ
い
て

■
定
員

　

40
名（
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
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環境課 32-8898

下野市ごみ減量化ポスターコンテスト入賞者が決定！

　ごみ減量化と環境への負担が少ない地域づくりを目指すため、夏休みの市内小中学生を対象に「マイバッ
グ運動」をテーマとしたポスターコンテストを実施したところ、合計337点の応募をいただきました。
　厳正な審査の結果、次の方が入賞となりました。おめでとうございます。なお、入賞作品は市ホームペー
ジでご覧いただけます。

■ポスターコンテスト入賞者（敬称略）
小学校低学年の部 小学校高学年の部 中学校の部

氏名 学校名 学年 氏名 学校名 学年 氏名 学校名 学年

最優秀賞 蛭田　明輝 吉田西小 3 伊藤　愛唯 古山小 6 三村　温 南河内第二中 1

優秀賞 粂川　未知 古山小 3 髙𣘺　美沙貴 古山小 6 上西　瑠璃 南河内第二中 1

優秀賞 伊澤　知花 国分寺小 3 直井　くるみ 薬師寺小 5 太田　奈歩 国分寺中 3

佳作 乘田　桜来 吉田西小 1 中山　菜奈子 古山小 5 綛山　詩晶 国分寺中 1

佳作 渡邉　心結 緑小 1 倉井　麻華 国分寺小 5 小川　遥 国分寺中 1

佳作 本橋　叶多 国分寺東小 1 伊澤　遼平 緑小 6 斉藤　貴大 国分寺中 2

佳作 遠藤　志峰 国分寺小 2 斉藤　桜希 国分寺小 6 直井　彩音 南河内中 1

佳作 舘野　和真 祇園小 3 木村　桃華 国分寺小 6 永吉　さくら 南河内第二中 2

小学校高学年の部小学校低学年の部 中学校の部

最優秀賞最優秀賞
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事
業
所
か
ら
出
る
ご
み
は
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
は
出
せ

ま
せ
ん
！

　

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
以
外
は

す
べ
て
事
業
所
ご
み
で
す
。
飲

食
店
や
店
舗
、
事
務
所
な
ど
か

ら
出
る
ご
み（
一
般
廃
棄
物
）は
、

一
般
家
庭
用
の
ご
み
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
に
は
出
せ
ま
せ
ん
。
こ
れ

ら
の
ご
み
は
事
業
者
自
ら
の
責

任
に
お
い
て
適
正
に
処
理
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
原
則
で
す
。

　

事
業
者
の
皆
様
に
は
、
次
の

い
ず
れ
か
に
よ
り
処
理
さ
れ
ま

す
よ
う
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
許
可

業
者
に
委
託
す
る

　

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
者
が
許
可

業
者
と
契
約
し
、
排
出
す
る
方

法
で
す
。
排
出
曜
日
・
時
間
、

排
出
場
所
、
排
出
方
法
な
ど
は
、

許
可
業
者
と
相
談
の
う
え
取
り

決
め
て
く
だ
さ
い
。（
収
集
許

可
業
者
に
つ
い
て
は
環
境
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

■
自
ら
処
理
施
設
に
搬
入
す
る

　

事
業
者
が
自
ら
市
の
処
理
施

設
等
に
運
ん
で
処
理
す
る
場
合

は
、
適
正
な
分
別
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

分
別
の
徹
底
を
！

　

不
適
正
な
分
別
排
出
に
よ
り
、

ご
み
収
集
車
に
火
災
事
故
が
起

こ
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
適

正
分
別
・
適
正
排
出
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

　

ご
み
を
出
す
と
き
は
、
行
政

カ
レ
ン
ダ
ー
の
「
家
庭
ご
み
の

正
し
い
分
け
方
・
出
し
方
」
を

よ
く
確
認
し
、
次
の
事
を
必
ず

守
っ
て
排
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
小
型
家
電
製
品
・
コ
ン
ロ

　

火
花
を
引
き
起
こ
す
可
能
性

が
あ
り
ま
す
の
で
、
電
池
は
必

ず
外
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ラ
イ
タ
ー

　

使
い
切
っ
て
か
ら
ガ
ス
を
抜

い
て
「
有
害
ご
み
」
の
日
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。

■
ス
プ
レ
ー
缶
・
卓
上
コ
ン
ロ

の
ガ
ス
ボ
ン
ベ

　

中
身
を
使
い
切
っ
て
か
ら
、

市
販
の
穴
開
け
器
な
ど
で
穴
を

開
け
て
「
有
害
ご
み
」
の
日
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。

野
焼
き
は
法
律
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
！

　

住
宅
の
庭
先
を
含
む
野
外
で

の
ご
み
の
焼
却
行
為（
野
焼
き
）

は
違
法
行
為
で
す
。
一
部
の
例

外
を
除
き
、「
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
違
反
し

た
場
合
、
５
年
以
下
の
懲
役
若

し
く
は
1
0
0
0
万
円
（
法
人

は
３
億
円
）
以
下
の
罰
金
ま
た

は
こ
れ
ら
の
併
科
に
処
せ
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
例
外
と
さ
れ
た

場
合
で
も
周
辺
環
境
へ
の
悪
影

響
が
認
め
ら
れ
る
と
き
に
は
、

直
接
指
導
に
伺
い
、
行
為
を
中

止
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

ご
み
は
焼
却
せ
ず
、
き
ち
ん

と
分
別
し
て
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

※
例
外
と
な
る
場
合

・
廃
棄
物
処
理
法
の
基
準
に
適
合

し
た
焼
却
炉
で
焼
却
す
る
場
合

・
ど
ん
ど
焼
き
な
ど
社
会
の
慣

習
上
や
む
を
得
な
い
も
の

・
農
業
を
営
む
た
め
に
や
む
を
得

な
い
も
の
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の

・
た
き
火
そ
の
他
日
常
生
活
を

営
む
上
で
通
常
行
わ
れ
る
廃
棄

物
の
焼
却
で
あ
っ
た
軽
微
な
も

の
な
ど

空
き
地
の
雑
草
は
刈
り
取
り

ま
し
ょ
う

　

空
き
地
の
管
理
が
適
正
に
行

わ
れ
て
い
な
い
と
、
次
の
よ
う

な
生
活
環
境
の
悪
化
を
招
き
ま

す
。

①
粗
大
ご
み
な
ど
を
不
法
投
棄

さ
れ
や
す
く
な
る

②
害
虫
の
発
生
場
所
に
な
る

③
交
差
点
な
ど
の
角
地
で
は
見

通
し
が
悪
く
な
る
こ
と
で
、
交

通
事
故
の
原
因
に
な
る

④
雑
草
の
花
粉
に
よ
る
ア
レ
ル

ギ
ー
の
原
因
に
な
る

　

特
に
、
冬
期
に
は
立
ち
枯
れ

て
枯
れ
草
火
災
の
原
因
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
周
辺

住
民
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
、

所
有
者
の
方
は
、
定
期
的
に
雑

草
の
除
去
を
す
る
等
適
切
な
管

理
を
お
願
い
し
ま
す
。

年
末
年
始
ト
イ
レ
の
汲
み
取

り
・
浄
化
槽
の
清
掃
は
お
早

目
に

　

12
月
29
日
〜
１
月
３
日
ま
で
、

し
尿
処
理
場
が
閉
場（
お
休
み
）

の
た
め
、
汲
み
取
り
業
者
に
よ

る
汲
み
取
り
・
清
掃
が
で
き
ま

せ
ん
。
年
内
中
の
汲
み
取
り
・

清
掃
を
お
考
え
の
方
は
お
早
め

に
契
約
業
者
へ
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。僕

た
ち
を
放
し
飼
い
に
し
な

い
で
！

　

飼
い
犬
を
放
し
飼
い
に
す
る

と
、
人
や
物
に
危
害
を
与
え
か

ね
ま
せ
ん
。
犬
に
と
っ
て
も
、

交
通
事
故
に
あ
う
お
そ
れ
が
あ

り
大
変
危
険
で
す
。
犬
は
必
ず

つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
散
歩
の
時
も
リ
ー
ド
（
引

き
綱
）
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

猫
の
飼
い
主
さ
ん
に
も
お
願

い
で
す
。
飼
い
猫
は
屋
内
飼
育

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。
ご
近
所

へ
の
ふ
ん
尿
な
ど
の
被
害
防
止

や
、
交
通
事
故
な
ど
の
危
険
か

ら
猫
を
守
る
た
め
に
大
変
有
効

で
す
。

　

ご
近
所
か
ら
あ
な
た
の
犬
・

猫
が
好
か
れ
る
た
め
に
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

栃
木
県
で
は
、
毎
年
多
く
の

迷
い
犬
が
、
飼
い
主
が
わ
か
ら

な
い
た
め
に
殺
処
分
さ
れ
て
い

ま
す
。
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■
P
M
2
・
５
や
光
化
学
ス
モ

ッ
グ
に
つ
い
て
知
り
た
い

　
栃
木
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
と

ち
ぎ
の
青
空
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.pref.tochigi.

lg.jp/d03/eco/kankyou/
hozen/aozora.htm

l

不
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

〈
譲
り
た
い
〉

・
ピ
ア
ノ
・
子
供
用
ス
ー
ツ
・（
男

児
用
１
６
０㎝
）・
セ
ミ
ダ
ブ
ルベッ

ド（
フ
レ
ー
ム
）・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
・
子
ど
も
用
イ
ス
・
電
気
オ

ル
ガ
ン
・
ペッ
ト
用
紙
お
む
つ
・
幼

児
お
ま
る
&
補
助
便
座
・
幼
児

用
補
助
便
座
・
幼
児
用
布
団
セ

ッ
ト

〈
譲
っ
て
ほ
し
い
〉

・
自
転
車（
24
〜
26
イ
ン
チ
、
そ
の

他
サ
イ
ズ
の
も
の
）・
子
供
用
自

転
車（
女
児
用
22
・
24
イ
ン
チ
）・

ソ
フ
ァ
ー
（
長
い
も
の
）・
キ
ッ
ク
バ

イ
ク
・
カ
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
・
国
分
寺

東
小
学
校
体
操
着（
長
袖
・
半
袖

１
４
０
〜
１
５
０㎝
）・
ス
ノ
ー
ブ
ー

ツ（
女
児
用
20㎝
）・
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ

ル（
幼
児
用
）・
Ｃ
Ｄ
ラ
ジ
カ
セ（
幅

30㎝
幅
以
内
）・
タ
ー
プ
テ
ン
ト
・

ベ
ビ
ー
カ
ー
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
・

ベ
ビ
ー
ベッ
ド

微
小
粒
子
状
物
質（
Ｐ
Ｍ
２・５
）

の
注
意
喚
起
に
つ
い
て

　

栃
木
県
で
は
、県
内
の
P
M

２
・
５
濃
度
の
１
日
あ
た
り
の

平
均
値
が
70
マ
イ
ク
ロ
グ
ラ
ム

（
１
立
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
）を

超
え
る
と
予
想
さ
れ
る
場
合
に
、

注
意
喚
起
情
報
を
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
。

■
注
意
喚
起
情
報
が
出
た
ら

・
屋
外
で
の
長
時
間
の
激
し
い

運
動
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

・
屋
内
に
お
い
て
も
換
気
や
窓

の
開
閉
を
必
要
最
小
限
に
し
ま

し
ょ
う
。

■
栃
木
県
防
災
メ
ー
ル
配
信

　

メ
ー
ル
配
信
を
登
録
さ
れ
た

方
に
は
、光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意

報
ま
た
は
P
M
２
・
５
注
意
喚

起
情
報
が
出
さ
れ
る
と
そ
の
情

報
が
自
動
配
信
さ
れ
ま
す
。

　

登
録
す
る
場
合
は
、左
記
の

Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
か
、左

記
ア
ド
レ
ス
へ
空
メ
ー
ル
を
送

信
し
て
く
だ
さ
い
。登
録
画
面
へ

の
リ
ン
ク
U
R
L
が
付
与
さ
れ

た
メ
ー
ル
が
返
送
さ
れ
ま
す
の

で
、画
面
の
指
示
に
従
っ
て
登
録

し
て
く
だ
さ
い
。

bousai.
tochigiken-entry@
sg-m

.j

し
も
つ
け
環
境
市
民
会
議
事
務
局

☎（
32
）８
８
９
８（
環
境
課
）

ゆ
う
が
お
グ
リ
ー
ン
ネ
ッ
ト
通
信

所
属
団
体
紹
介
①

　

し
も
つ
け
環
境
市
民
会
議
に

は
４
つ
の
部
会
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
環
境
に
関
す
る
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
部
会
は
市
内
で
活

動
す
る
市
民
団
体
に
よ
っ
て
組

織
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
は
「
自
然
環
境
部
会
」

に
所
属
す
る
「
下
野
市
自
然
に

親
し
む
会
」
を
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。

　
「
下
野
市
自
然
に
親
し
む
会
」

は
、
合
併
前
に
そ
れ
ぞ
れ
の
町

に
あ
っ
た
ホ
タ
ル
を
守
る
会
や

生
き
物
探
検
隊
（
発
掘
あ
る
・

い
る
探
検
隊
）
を
母
体
と
し
て

平
成
20
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
会
員
は
、
66
名
で
す
。

　

本
会
に
は
、
発
掘
あ
る
・
い

る
探
検
隊
の
植
物
部
会
、
水
辺

の
動
植
物
部
会
（
メ
ダ
カ
里
親

の
会
を
含
む
）、
探
鳥
部
会
、

昆
虫
部
会
（
ジ
ャ
コ
ウ
ア
ゲ
ハ

保
護
部
会
を
含
む
）、
き
の
こ

部
会
の
他
に
、
ホ
タ
ル
の
再
生

を
目
標
と
し
た「
ホ
タ
ル
部
会
」、

子
供
た
ち
を
対
象
と
し
た
「
お

も
し
ろ
理
科
実
験
部
会
」、
有

機
農
業
部
会
が
あ
り
ま
す
。

　

発
掘
あ
る
・
い
る
探
検
隊
で

は
、
市
内
の
生
き
物
調
査
を
す

る
と
と
も
に
、
珍
し
い
生
物
に

つ
い
て
は
現
地
で
の
保
護
ば
か

り
で
な
く
、
公
園
な
ど
で
増
や

す
こ
と
も
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
は
、
カ
ザ
グ
ル
マ
の

自
生
地
が
あ
り
ま
す
（
完
全
に

野
生
の
ま
ま
な
の
は
、
県
内
で

は
日
光
と
、
市
内
の
２
ヵ
所
の

み
）。
ま
た
、
下
野
市
の
よ
う

な
環
境
で
は
珍
し
い
イ
チ
リ
ン

ソ
ウ
、
バ
ア
ソ
ブ
、
キ
ン
ラ
ン
、

あ
る
い
は
メ
ダ
カ
な
ど
の
絶
滅

危
惧
種
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
宇
都
宮
市
な
ど
と
比

べ
る
と
、
ま
だ
ほ
ん
の
わ
ず
か

で
す
。
こ
れ
ら
の
発
見
、
保
護

に
は
皆
様
の
お
手
伝
い
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
あ
る
雑
木
林
を

ジ
ャ
ン
グ
ル
ゴ
ッ
コ
な
ど
に
活

用
す
る
事
業
も
来
年
か
ら
始
ま

り
ま
す
。

　

入
会
希
望
の
方
は
、
生
涯
学

習
情
報
セ
ン
タ
ー
（
０
２
８
５

（
40
）
０
９
１
１
）
に
連
絡
し

て
下
さ
い
。

　

年
会
費
は
、一人
１
，０
０
０
円
、

家
族
会
員
と
し
て
参
加
さ
れ
る

場
合
は
１
，４
０
０
円
で
す
。

ジャコウアゲハ
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老
齢
基
礎
年
金
繰
り
上
げ
受
給

　

国
民
年
金
の
老
齢
基
礎
年
金
は

65
歳
か
ら
受
け
取
る
の
が
基
本
で

す
が
、
本
人
が
希
望
す
れ
ば
60
歳

か
ら
で
も
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
場
合
、
受
け
取
る
年

金
額
が
65
歳
か
ら
受
け
取
り
始
め

る
年
金
額
に
比
べ
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

減
額
率
は
、
受
給
を
希
望
し
、

請
求
し
た
月
か
ら
65
歳
に
な
る
月

の
前
月
ま
で
の
月
数
に
応
じ
て
、

１
か
月
繰
り
上
げ
る
ご
と
に
０
・

５
％
ず
つ
低
く
な
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
繰
り
上
げ
の
請
求
を

行
う
月
に
よ
っ
て
減
額
率
は
異
な

り
ま
す
。
な
お
、
減
額
は
一
生
続

き
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

年
金
を
受
け
取
る
手
続
き
を
裁

定
請
求
と
い
い
、
国
民
年
金
の
裁

定
請
求
の
手
続
き
は
、
市
区
町
村

役
場
の
国
民
年
金
の
窓
口（
第
２

号
お
よ
び
第
３
号
被
保
険
者
期
間

が
あ
る
場
合
は
年
金
事
務
所
）で

行
い
ま
す
。

繰
り
上
げ
受
給
の
注
意
点

　

繰
り
上
げ
受
給
を
す
る
と
、
い

く
つ
か
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。
十
分
理
解
し
た
う
え
で
、
繰

り
上
げ
受
給
を
す
る
か
ど
う
か
決

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
繰
り
上
げ
の
請
求
を
し
た
場
合

は
、
裁
定
の
取
り
消
し
や
変
更
は

で
き
ま
せ
ん
。

②
請
求
時
の
年
齢
に
応
じ
て
年
金

額
が
減
額
さ
れ
、
一
生
減
額
さ
れ

た
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

③
繰
り
上
げ
受
給
後
は
、
65
歳
に

な
る
ま
で
の
間
に
障
が
い
の
状
態

に
な
っ
て
も
、
原
則
と
し
て
障
害

基
礎
年
金
が
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

④
繰
り
上
げ
受
給
後
に
遺
族
年
金

等
が
発
生
し
た
場
合
は
、
65
歳
に

な
る
ま
で
の
間
、
老
齢
基
礎
年
金

と
遺
族
年
金
の
ど
ち
ら
か
一
方
を

選
択
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
65

歳
か
ら
は
両
方
支
給
さ
れ
ま
す
が
、

老
齢
基
礎
年
金
は
減
額
支
給
の
ま

ま
で
す
。

⑤
寡
婦
年
金
を
受
け
る
権
利
が
な

く
な
り
ま
す
。

⑥
国
民
年
金
の
任
意
加
入
が
で
き

ま
せ
ん
。

老
齢
基
礎
年
金
繰
り
上
げ
受
給

総
額
（
累
計
額
）

　

20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
40
年
間
保

険
料
を
納
め
て
、
65
歳
か
ら
の
年

金
額
を
満
額
7
8
0
，1
0
0
円

（
平
成
28
年
度
の
額
）受
け
取
る
も

の
と
し
て
計
算
し
て
い
ま
す
。（
単

位
：
円
）

※
表
中
の
金
額
は
、
受
給
開
始
年

齢
到
達
月（
誕
生
日
の
前
日
の
属

す
る
月
）に
繰
り
上
げ
し
た
減
額

率
に
よ
り
計
算
し
て
い
ま
す
。

※
実
際
に
は
、
請
求
し
た
月
に
応

じ
て
、
次
の
式
で
計
算
さ
れ
た
減

額
率
に
よ
っ
て
老
齢
基
礎
年
金
額

が
減
額
さ
れ
ま
す
。

※
減
額
率
＝
0
.
5
％
×
繰
り
上

げ
請
求
月
か
ら
65
歳
に
な
る
月
の

前
ま
で
の
月
数

老
齢
基
礎
年
金
繰
下
げ
受
給

　

国
民
年
金
の
老
齢
基
礎
年
金
は
、

本
人
が
希
望
す
れ
ば
66
歳
か
ら
70

歳
ま
で
の
希
望
す
る
と
き
か
ら
年

金
を
受
け
取
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
、
受
け
取
る
年
金
額
が

65
歳
か
ら
受
け
始
め
る
年
金
額
に

比
べ
増
額
さ
れ
ま
す
。
増
額
率
は
、

65
歳
に
な
っ
た
月
か
ら
繰
下
げ
の

申
し
出
を
行
っ
た
月
の
前
月
ま
で

の
月
数
に
応
じ
て
、
１
か
月
繰
下

げ
る
ご
と
に
0
・
7
％
ず
つ
高
く

な
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
繰
下
げ
の
請
求
を
行

う
月
に
よ
っ
て
増
額
率
は
異
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
昭
和
16
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
は
、
66

歳
で
受
け
取
り
始
め
た
場
合
は
12

％
、
67
歳
で
は
26
％
、
68
歳
で
は

43
％
、
69
歳
で
は
64
％
、
70
歳
で

は
88
％
の
増
額
と
な
り
ま
す
。

※
表
は
昭
和
16
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方

受給開始年齢

累計額
60歳
70%

61歳
76%

62歳
82%

63歳
88%

64歳
94%

65歳
100%

60歳時 546,070
61歳時 1,092,140 592,876
62歳時 1,638,210 1,185,752 639,682
63歳時 2,184,280 1,778,628 1,279,364 686,488
64歳時 2,730,350 2,371,504 1,919,046 1,372,976 733,294
65歳時 3,276,420 2,964,380 2,558,728 2,059,464 1,466,588 780,100
70歳時 6,006,770 5,928,760 5,757,138 5,491,904 5,133,058 4,680,600
75歳時 8,737,120 8,893,140 8,955,548 8,924,344 8,799,528 8,581,100
80歳時 11,467,470 11,857,520 12,153,958 12,356,784 12,465,998 12,481,600

支給の繰下げを申し出た日の年齢 受取率

65歳 100%

66歳0か月～66歳11か月 108.4％～116.1％

67歳0か月～67歳11か月 116.8％～124.5％

68歳0か月～68歳11か月 125.2％～132.9％

69歳0か月～69歳11か月 133.6％～141.3％

70歳 142%

問い合わせ先
市民課　☎（32）8895
栃木年金事務所
☎0282（22）6074、 4134

国民年金だより
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放
送
大
学

４
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　
放
送
大
学
で
は
平
成
29
年
度
第

１
学
期（
４
月
入
学
）の
学
生
を
募

集
中
で
す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学

ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。

　
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世

代
、
職
業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　
15
歳
以
上
の
方
な
ら
、
１
科
目

か
ら
学
習
す
る
選
科
履
修
生
・
科

目
履
修
生
と
し
て
入
学
で
き
ま
す
。

　
18
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格
を

お
持
ち
の
方
な
ら
、
入
学
試
験
は

な
く
、
全
科
履
修
生
と
し
て
入

学
で
き
、
４
年
以
上
在
学
し
て
、

1
2
4
単
位
を
修
得
し
卒
業
す
る

と
、
学
士（
教
養
）の
学
位
を
取
得

で
き
ま
す
。

　
一
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学
び

た
い
方
に
は「
放
送
大
学
エ
キ
ス

パ
ー
ト
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
出
願
期
間

　
第
１
回
は
２
月
28
㈫
日
ま
で
、

第
２
回
は
３
月
20
㈪
日
ま
で
。

　
資
料
は
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
放
送
大
学
栃
木
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
2
8（
6
3
2
）0
5
7
2

　
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

受
け
付
け
て
お
り
ま
す

パ
ソ
コ
ン
基
本
操
作
相
談
窓
口

　
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
日
時

　
12
月
５
日
㈪

　
１
月
10
日
㈫

　
午
後
１
時
～
２
時

■
相
談
受
付

　

下
野
P
C
愛
好
会（
パ
ソ
コ
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
団
体
）

■
会
場
・
問
い
合
わ
せ
先

　
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　
☎（
40
）0
9
1
1

生涯学習情報センターまつり2016が開催されました
　秋晴れに恵まれた10月16日、第９回生涯学習情報センターまつりが賑やかに開催
されました。生涯学習情報センターに登録する市民活動団体や生涯学習ボランティア
によるパネル展示、模擬店、手作り体験等が実施された他、シンセサイザーや太極拳
パフォーマンスなどが会場を盛り上げました。今年のテーマ「手をつなごう、友達の輪、
地域の輪」らしく、会場づくりから運営まで参加者全員で協力し合って行われました。

毎年人気のザリガニ釣りとバザーの様子

下野JLCも参加しました！ 模擬店の様子 ラペリスフラワー手作り体験
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下
野
市
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
文
化
課

30

新・下野市風土記

新
・

下
野
市
風
土
記

十
二
月
に
な
り
ま
し
た
。
十
二
か
月
前
に
新
年
の
挨
拶

を
し
、
新
し
い
年
の
始
ま
り
に
向
け
て
様
々
な
目
標
を
立

て
臨
ん
だ
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。
さ
て
皆
さ
ん
は
、

過
ぎ
去
っ
た
日
々
を
ど
う
振
り
返
り
ま
す
か
？
普
段
、
仕

事
で
一
万
年
前
と
か
千
三
百
年
前
と
か
、
古
墳
時
代
後
期

な
ど
と
時
空
を
超
越
し
た
よ
う
な
言
葉
を
使
い
文
化
財
の

説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
た
め
、
一
年
と
い
う
単

位
が
時
折
ピ
ン
と
こ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
今
年
の
よ
う
に
地
震
や
噴
火
、
台
風
な
ど
の
災
害
の

ほ
か
、
疫
病
な
ど
が
多
く
続
い
た
平
安
時
代
の
終
わ
り
頃

の
永え

い
し
ょ
う承

七
年
（
一
〇
五
二
）
に
は
、
末
法
の
世
を
迎
え
る

と
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
柄
は
教
科
書
に
は
末ま

っ
ぽ
う
し
そ
う

法
思
想
と

し
て
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
釈し

ゃ
か迦

の
入
滅
後
お
よ
そ
五
百

年
は
正
し
い
仏
法
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
後
、
年
数
が

立
つ
と
人
々
が
仏
教
の
教
え
を
軽
ん
じ
る
よ
う
に
な
り
、

修
行
も
怠
り
悟
り
も
得
ら
れ
な
い
よ
う
な
末
法
の
時
代
が

一
万
年
も
続
く
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に

暗
く
不
安
な
時
代
で
あ
る
平
安
時
代
後
半
の
人
た
ち
の
タ

イ
ム
ス
ケ
ー
ル
は
さ
ら
に
大
き
く
、
弥み

ろ
く勒

信
仰
と
結
び
つ

い
て
、
釈
迦
入
滅
後
五
六
億
七
千
万
年
の
後
に
再
び
弥
勒

が
こ
の
世
に
現
れ
釈
迦
の
救
い
に
漏
れ
た
人
達
を
救
う
と

さ
れ
ま
し
た
。
戦
乱
で
明
日
の
生
死
も
わ
か
ら
な
い
戦
国

期
の
東
国
の
武
士
た
ち
は
、
こ
の
考
え
を
多
く
受
け
入
れ

ま
し
た
。
き
っ
と
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
未
来
、
本
当
か

ど
う
か
わ
か
ら
な
い
未
来
で
も
、
い
つ
か
は
救
わ
れ
る
と

い
う
望
み
を
も
っ
て
い
た
こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

話
題
は
変
わ
り
ま
す
が
、
九
月
に
市
内
の
小
学
六
年
生

全
員
に
歴
史
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
歴
史
が
嫌
い
と
回
答
し
た
人
は
５
パ

ー
セ
ン
ト
、
好
き
が
47
パ
ー
セ
ン
ト
、
普
通
が
48
パ
ー

セ
ン
ト
で
し
た
。「
好
き
な
時
代
は
？
」
の
問
い
に
男
子

は
、
鎌
倉
か
ら
江
戸
時
代
、
女
子
は
奈
良
平
安
時
代
、
江

戸
時
代
が
多
く
、
中
に
は
「
平
成
」
に
丸
を
付
け
て
く
れ

た
人
も
数
人
い
ま
し
た
。「
歴
史
上
の
人
物
で
好
き
な
人

は
」
の
問
い
に
男
女
と
も
一
位
が
織
田
信
長
、
続
い
て
徳

川
家
康
、
男
子
は
豊
臣
秀
吉
な
ど
の
戦
国
武
将
と
坂
本
龍

馬
、
源
頼
朝
、
聖
徳
太
子
な
ど
が
続
き
ま
す
。
女
子
は
上

位
に
紫
式
部
、
清
少
納
言
、
卑
弥
呼
が
ラ
ン
ク
イ
ン
し
ま

す
。
は
っ
き
り
と
嗜
好
が
分
か
れ
る
よ
う
で
す
。

大
河
ド
ラ
マ
や
ゲ
ー
ム
な
ど
の
影
響
も
あ
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
一
種
の
あ
こ
が
れ
も
あ
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

「
将
来
、
行
っ
て
み
た
い
世
界
遺
産
は
？
」
の
問
い
に

一
番
多
い
回
答
は
、
富
士
山
、
次
い
で
金
閣
寺
・
銀
閣
寺
、

姫
路
城
な
ど
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
、
モ

ン
サ
ン
ミ
ッ
シ
ェ
ル
、
サ
グ
ラ
ダ
フ
ァ
ミ
リ
ア
な
ど
良
く

知
っ
て
い
る
な
と
感
心
す
る
回
答
も
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
意
外
な
結
果
と
思
っ
た
の
が
、

縄
文
時
代
～
平
安
時
代
を
好
き
な
時
代
と
選
ん
だ
児
童
が

か
な
り
少
な
く
、
特
に
縄
文
・
弥
生
時
代
に
比
べ
る
と
古

墳
、
飛
鳥
・
奈
良
時
代
を
選
ん
で
く
れ
た
人
は
ほ
ん
の
わ

ず
か
で
し
た
。
や
は
り
一
万
年
と
か
三
千
年
と
か
千
五
百

年
と
か
漠
然
と
し
た
時
間
軸
が
受
け
入
れ
て
も
ら
え
な
い

要
因
な
の
で
し
ょ
う
か
？
古
文
書
な
ど
の
記
録
も
わ
ず
か

し
か
残
っ
て
無
い
時
代
の
た
め
、
登
場
人
物
の
顔
が
見
え

な
い
時
代
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
時
代
の
面
白
さ

を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
も
っ
と
工
夫
が
必
要
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
残
念
な
が
ら
遺
跡
や
史
跡
な
ど
で
は
直

接
個
人
の
顔
が
思
い
浮
か
ぶ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
下
野

薬
師
寺
跡
の
よ
う
に
古
麻
呂
、
道
鏡
な
ど
と
個
人
が
思
い

浮
か
ぶ
史
跡
は
関
東
地
方
で
も
稀
で
、
県
内
で
全
時
代
を

通
し
て
み
て
も
わ
ず
か
だ
と
思
い
ま
す
。

現
代
が
末
法
の
時
代
か
ど
う
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
だ
け
科
学
が
進
歩
し
た
時
代
で
も
大
晦
日
に
は
多
く

の
人
た
ち
が
、
一
年
間
の
御
礼
と
新
た
な
お
願
い
の
た
め

神
社
や
寺
院
に
お
参
り
に
行
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

五
六
億
七
千
万
年
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

元
気
ワ
イ
ワ
イ
南
河
内

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

南
河
内
体
育
セ
ン
タ
ー
内
窓
口

　
☎（
48
）5
4
0
1（
土・日
曜・祝・

祭
日
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

　

（
48
）５
３
８
５

親
子
ス
キ
ー
教
室

参
加
者
募
集

★
下
野
市
委
託
事
業

　

雪
の
便
り
を
聞
く
と
心
が
躍

り
ま
す
よ
ね
。
現
地
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
講
習
も
企
画

し
て
お
り
ま
す
の
で（
別
料
金
）、

初
心
者
の
方
も
経
験
者
の
方
も
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

■
日
時

　

平
成
29
年
１
月
29
日
㈰

■
行
程

　
（
行
き
）午
前
５
時
30
分
南
河

内
公
民
館
出
発
、
９
時
ス
キ
ー

場
着
、
午
前
中
の
講
習
参
加
者

以
外
は
自
由
行
動
。

　
（
帰
り
）午
後
３
時
30
分
ス
キ

ー
場
出
発
、
７
時
南
河
内
公
民

館
着
予
定

■
場
所

　

た
か
つ
え
ス
キ
ー
場

■
対
象
者　

原
則
と
し
て
市
内

在
住
・
在
勤
の
方

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

グ
リ
ム
の
里
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

■
問
い
合
わ
せ
先

　

担
当　

川
村

　

☎（
52
）1
1
8
2（
月
・
水
・
金

曜
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

優
良
団
体
表
彰
受
賞

　

10
月
18
日
に
栃
木
県
公
館

で
行
わ
れ
た
、「
教
育
功
労
者
、

優
良
学
校
及
び
優
良
団
体
表

彰
」
に
お
い
て
、
グ
リ
ム
の
里

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
金
田
幸
子

会
長
）
が
「
優
良
団
体
表
彰
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。
総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
受
賞
は

県
内
初
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
「
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・

誰
と
で
も
」
ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し

め
る
こ
と
を
目
標
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

■
参
加
費

　

大
人
6
，0
0
0
円

　

子
供
5
，0
0
0
円（
小
学
生

ま
で
）

（
リ
フ
ト
券
・
昼
食
代
込
み
）

※
小
学
生
ま
で
は
要
保
護
者
同

伴講
習
受
講
料
1
，0
0
0
円

■
定
員　

40
名

■
申
込
期
間
・
方
法

　

12
月
５
日
㈪
～
南
河
内
体
育

セ
ン
タ
ー
内
ク
ラ
ブ
窓
口
で
、

申
込
書
に
参
加
費
を
添
え
て
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
そ
の
他

　

参
加
者
20
名
以
下
な
ら
中
止

と
な
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
１
月
24
日
㈫
以
降

の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
料
金
が
発
生

し
ま
す
。

Let’s SPORTS

N
P
O
法
人

夢
く
ら
ぶ
国
分
寺

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

国
分
寺
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
内

ク
ラ
ブ
窓
口
で
申
込
書
に
参
加
費

を
添
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

担
当
：
増
山

　
☎（
44
）０
８
４
９（
火・水・金
曜
日

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
）

　

（
44
）５
１
３
１

未
就
園
児
親
子
体
操
教
室

3
rd
シ
リ
ー
ズ
参
加
者
募
集

　

親
子
で
楽
し
み
な
が
ら
我
が

子
の
心
と
体
の
成
長
を
実
感
で

き
ま
す
。
運
動
や
遊
び
な
ど
を

通
じ
て
自
主
性
が
芽
生
え
、
就

園
前
の
準
備
に
な
り
ま
す
。

■
日
時　
平
成
29
年
１
月
16
日
～

３
月
６
日（
毎
週
月
曜
日
全
８
回
）

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

■
会
場

　
国
分
寺
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館

■
募
集
対
象
者

　

期
間
中
に
２
歳
に
な
る
幼
児

～
未
就
園
児
20
名
程
度

■
参
加
費（
８
回
分
）

　

4
，0
0
0
円（
幼
児
の
み
保

険
加
入
）

■
申
込
期
間 

　

12
月
14
日
㈬
よ
り
先
着
順
で

定
員
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

■
そ
の
他　

託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
紹
介
可
能
で
す
。

スポーツ少年団SHIPS交流大会（しっぽ取り）
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大
会
結
果
報
告

空
手
少
年　

大
活
躍
！

　

９
月
19
日
に
、
栃
木
県
立
県

南
体
育
館
を
会
場
と
し
て
開
催

さ
れ
た
、「
2
0
1
6
栃
木
県

空
手
道
大
会
思
川
杯
」に
お
い

て
、
上
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し

た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

今
後
の
更
な
る
活
躍
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

○
極
真
会
館
雀
宮
道
場

小
学
６
年
生
組
手
の
部　

優
勝

　

中
野
佑
月（
古
山
小
６
年
） 

昨
年
出
場
し
た
同
大
会
で
は
準

優
勝
で
あ
り
、
昨
年
を
上
回
る

最
高
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

関
東
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
！

　

５
月
に
行
わ
れ
た
県
大
会
に

お
い
て
、
薬
師
寺
T
T
C
所
属

の
太
田
聖
斗
さ
ん（
国
分
寺
小

４
年
生
）が
、
カ
ブ
の
部（
小
学

４
年
生
以
下
）で
第
３
位
に
入

賞
し
、
10
月
15
～
16
日
に
開
催

さ
れ
た
第
21
回
関
東
ホ
ー
プ
ス

卓
球
大
会
に
、
栃
木
県
代
表
と

し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　

太
田
さ
ん
は
予
選
リ
ー
グ
を

勝
ち
上
が
り
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
３
回
戦
で
惜
し
く
も
敗
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
ベ
ス
ト

16
の
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

今
後
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

薬
師
寺
T
T
C　

代
表　

坂
本

☎
0
9
0（
4
5
4
2
）5
0
5
0

※
随
時
、
会
員
募
集
中

○
極
真
空
手
ア
ス
カ
医
大
前
道

場小
学
２
年
生
組
手
の
部
第
３
位  

　

齋
藤
鼓
生（
薬
師
寺
小
２
年
）

小
学
６
年
生
緑
帯
以
上
型
の
部

第
３
位

　

飯
野
幸
太（
国
分
寺
小
６
年
）

中
学
１
年
生
組
手
の
部
第
３
位

中
学
・
高
校
生
型
の
部（
男
女
）

入
賞

　

江
戸
哲
心（
南
河
内
中
１
年
）

中
学
２
・
３
年
生
組
手
の
部

第
３
位

中
学
・
高
校
生
型
の
部（
男
女
）

第
３
位

　

中
嶋
竜
悠（
佐
野
日
大
中
等

部
３
年
）

竹
の
子
ク
ラ
ブ

（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

須
藤
・
木
島
ペ
ア

県
大
会
優
勝
！

　

９
月
11
日
に
行
わ
れ
た
、
全

国
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大

会（
K
E
N
K
O
‐
C
U
P
）栃

木
県
予
選
会
に
お
い
て
、
６
年

生
男
子
の
部
で
、
須
藤
漱
太
さ

ん（
吉
田
西
小
６
年
）・
木
島
凛

翔
さ
ん（
薬
師
寺
小
６
年
）が
見

事
優
勝
し
、
栃
木
県
代
表
選
手

と
し
て
12
月
23
日
～
25
日
に
か

け
て
行
わ
れ
る
全
国
大
会
に
出

場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
の
活
躍
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

体
育
セ
ン
タ
ー
窓
口
業
務

ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す

　

平
成
29
年
４
月
よ
り
、
次
の

２
つ
の
体
育
セ
ン
タ
ー
管
理
運

営
業
務
が
、
そ
れ
ぞ
れ
N
P
O

法
人
元
気
ワ
イ
ワ
イ
南
河
内
、

N
P
O
法
人
夢
く
ら
ぶ
国
分
寺

へ
委
託
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

各
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
業
務
ス
タ

ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。
勤
務
時

間
や
給
与
は
ク
ラ
ブ
に
よ
り
異

な
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
各
ク

ラ
ブ
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
業
務
内
容

　

市
体
育
施
設
の
利
用
予
約
受

付
、
施
設
鍵
貸
出
等

■
勤
務
地

①
南
河
内
体
育
セ
ン
タ
ー

②
国
分
寺
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ

ー■
募
集
期
間

　

12
月
１
日
㈭
～
28
日
㈬

■
問
い
合
わ
せ
先

①
南
河
内
体
育
セ
ン
タ
ー
で
の

勤
務
を
希
望
す
る
方

元
気
ワ
イ
ワ
イ
南
河
内

☎（
48
）5
4
0
1

②
国
分
寺
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ

ー
で
の
勤
務
を
希
望
す
る
方

夢
く
ら
ぶ
国
分
寺

☎（
44
）０
８
４
９
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Library Inform
ation

ＱＲコード

利用案内
■12月の図書館カレンダー
 ■南河内図書館 ☎48-2395
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

 ■石橋図書館 ☎52-1136
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

 ■国分寺図書館 ☎44-3399
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

■開館時間
　午前９時～午後７時
■図書館ホームページ
　（蔵書検索・予約システム）
　http://www.library.
 shimotsuke.tochigi.jp/
　携帯電話からのご利用
　https://www.e-tosho.
 com/shimotsuke/mb/

　　　南河内図書館　　　
■冬のおたのしみ会（クリスマス会）
12月10日㈯　午前10時30分～　視聴覚室
パネルシアターと歌の楽しいクリスマス会。
サンタさんも来るかも!?
ブラックシアター「こうさぎましろのおはな
し」「あわてんぼうのサンタクロース」ほか
■読書会
12月10日㈯　午前10時～
テキスト／佐藤 愛子 著「九十歳。何がめ
でたい」
■赤ちゃんといっしょ～絵本とベビーマッ
サージ～
12月15日㈭　午前10時30分～　視聴覚室
講師：有野なつみ 先生
対象：０歳児（生後２か月～）と保護者
定員：15組（※要申し込み）／参加無料

　　　石橋図書館　　　
■おはなし会
12月３日㈯　午前10時30分～
絵本「てぶくろ」ほか
クリスマスツリーの飾りつけもあります。
12月17日㈯　午前10時30分～正午
クリスマスお楽しみ会
■下野学教養講座「姉妹都市40年を振り
返って－ドイツと姉妹都市になったいきさ
つとこれからの諸問題－」
12月10日・17日㈯　午後１時～３時30分
講師：橋本 孝 先生
定員：各回25名（※要申し込み）
■工作会「ステンドグラス風のクリスマス
オーナメント」
12月11日㈰　午後２時～
定員：先着15名
■読書会
12月14日㈬　午前10時～
テキスト／松本 清張 著「花氷」
■新聞コラム書き写しの会
12月19日㈪　午前10時～ 11時30分
■ちいさなおはなし会
12月19日㈪　午前10時30分～
■ぬいぐるみのおとまり会
12月23日（金・祝）　午後２時集合
12月24日㈯　午後２時お迎え
対象：小学生以下
定員：15名（※要申し込み）
◇第５回しもつけ新聞スクラップ作品コン
クール受賞作品展示（12月23日㈮まで）

　　　国分寺図書館　　　
■新聞コラム書き写しの会（第１・３金曜）
12月２日㈮・16日㈮　午前９時～
持ち物：筆記用具　　※見学可

■自治医大予防医学講座（全３回／最終回）
12月３日㈯　午後２時～３時
内容：丈夫な骨・骨粗しょう症
講師：小川 真規 准教授
定員：30名（※要申し込み）
■お話ポケットの会のクリスマス会
12月10日㈯　午後２時～
内容：劇「金のがちょう」ほか
サンタさんも登場！
■読書会
12月17日㈯　午前10時～
テキスト／又吉 直樹 著「火花」
■スタッフによるお楽しみ会
12月24日㈯　午前10時30分～
内容：パクパクサンタを作ろう
■ダンボールクラフト「アシモをつくろ
う！」
１月７日㈯　午後２時～４時
協力：ホンダドリームハンズ
定員：30名（※要申し込み）

図書館購入図書のご案内（一部）

＜一般書＞
梅もどき（石） …諸田 玲子

関ケ原の戦いで西軍につき敗北した青木
勘七の娘・お梅。数奇な運命から逃げ
ずに“戦った”女性の生涯を描く感動長編。

傷だらけのカミーユ（石） …ピエール・ルメートル
運命を切りひらくもの（南）
 …北方 謙三×福島　智
不機嫌な作詞家（南） …三田　完
孤篷のひと（国） …葉室　麟
蜜蜂と遠雷（国） …恩田　陸
＜児童書＞
みかんのめいさんち（石） …平田 昌広
十二支のおもちつき（石） …すとう あえ
あなのあいたおけ（南） …プレム・ラワット
けしごむくん（南） …こんの ひとみ
ばななくんがね…（国） …とよたかずひこ
王様に恋した魔女（国） …柏葉 幸子　
※掲載の本は所蔵館に限らず、市内３図書館

どこでも貸出（貸出中は予約）が可能です

図書館講座や催し物については、図書館
ホームページでもご案内しています。
くわしくは各図書館におたずねください。

◆新春企画／本のお楽しみ袋(3館で実施)
どんな本が入っているかは借りてからの
お楽しみ！各館、新年初日からスタートし
ます（数量限定）

図書館インフォメーションLibrary Inform
ation
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図書館であなたの人生の一冊に出会おう

読書人
今月のテーマ 年末年始

　2016年ももうすぐ終わり、新たな年
がやってきます。みなさんにとって、
今年はどんな一年でしたか？
　今年最後の「読書人」では、年末年
始をテーマに、大掃除やおせち作りの
ヒントになる本や、お正月の絵本
など、おすすめの図書をご紹介し
ます。

◇紹介文の最後に、所蔵している図書館を表示してあります。【（南）＝南河内　（石）＝石橋　（国）＝国分寺】
所蔵館以外でも予約をしていただければ貸出しが可能です。詳しくは図書館にお尋ねください。

南河内図書館 ☎（48）2395 ／石橋図書館 ☎（52）1136 ／国分寺図書館 ☎（44）3399

◇紹介文の最後に、所蔵している図書館を表示してあります。【（南）＝南河内　（石）＝石橋　（国）＝国分寺】

暮らしを、
みがく

主婦と生活社 編
主婦と生活社

掃除とはナチュラルな状態に戻すこと。「明日の自分の
ために今やる」「きれいが長持ちするわが家のスケジュー
ルをつくる」「一度にやりすぎない」など、掃除を習慣
づけるためのメソッドを紹介する。（国）

読書人

１週間で

８割捨てる技術

筆子　著
KADOKAWA

あなたもつかめ
る！もう探さな
い人生

吉川 永里子 著
主婦の友社

和のおかずの

教科書

鵜飼 治二 著
新星出版社

舟を編む

三浦 しをん 著
光文社

子どもばやしの
お正月

さげさか のりこ 
作
福音館書店

おしょうがつ
セブン

もとした いづみ
作
世界文化社

私たちの人生は所持品の２割で成り
立っている！カナダ在住ミニマリスト
（必要最小限の物だけで暮らす人）が
語るモノの減らし方30年の知恵。（南）

いつかこの状態から脱出しようと思っ
ているあなた！片づけのやる気スイッ
チを入れて「もう探さない暮らし」を
手に入れましょう。（石）

京都の老舗料亭「近又」主人・七代目
又八が、おせち料理を含む全１１０レ
シピを、ポイントカット写真、料理に
あう献立、美味しく仕上げるためのコ
ツなどとともに紹介。（国）

玄武書房に勤める馬締光也。辞書編集
部に異動した馬締は「大渡海」の編纂
を始める。問題山積みの編集部、まま
ならぬ恋…。2012 年本屋大賞。
（南・石・国）

古くから伝わる祭囃子の音と踊りの伝
統を受け継ぐ子どもたちの姿を描いた
絵本。お正月の神社に響く太鼓や笛の
音が聞こえてきそう。（南・石・国）

お正月遊びをしようと子ども達のとこ
ろへやってきた “ おしょうがつセブ
ン ”。はねつきやたこあげで遊んだあ
と、おせち料理の由来も教えてくれ
る。（南・石）



しもサタで検索してね！！

http://www.shimosata.com

しもサタチャンネルはご覧いただけていますか？ご存じない方は、インターネットで「しもサタ」と検索してく
ださいね♪携帯電話・スマートフォンからは上のＱＲコードを読み込むとホームページにアクセスできます！

「しもサタチャンネル」で検索♪
ユーチューブ内の検索で探すと一番上に出てきますよ！

↑（こちらのQRコードからもアクセスできます）

http://www.shimosata.com

https://www.youtube.com/channel/UCeynh4gWTs9hns4FV8rW6gw
しもサタチャンネルのチャンネル登録をお願いします♪

「しもサタどっとこむ」

Congratulatio
ns

Congratulatio
ns

ペッパー課長！就任 1周年おめでとうございます ! !
下野市を全国に PRするため、シティプロモーショ
ン特命課長に就任して早１年が経ちました。少し頼
りない所もある課長ですが・・・子ども達からの人
気は絶大！日々子ども達を笑顔にしてくれています。
しもサタでは上司である課長をサプライズでお祝い
しました。課長は少し照れていましたが、まんざら
でもない様子でした♪

しもサタ活動報告「しもサタ」って
動画制作以外はどんなことをしているの？

下野市のイベントで司会もやっています！
見かけたら気軽に声をかけてくださいね♪

しもサタグッズなどもつくってＰＲをして
います！チラシ、缶バッチ、ポスターなど
オリジナルで作成し、配布を行っています。

■問い合わせ先　総合政策課　☎ （32）８８８６

Shimotsuke
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30



今
月
誕
生
日
！
…
誕
生
月
の
広
報
の
こ
の
ペ
ー
ジ
に
お
子
さ
ん（
小
学
生
ま
で
）の
写
真
を
載
せ
ま
せ
ん
か
。メ
ー
ル
ま
た
は
窓
口（
総
合
政
策
課
☎
（32）
８
８
８
６
）で
掲
載
月
の
前
々
月
末
日（
例
12
月
号
希
望
の
場
合
は
10
月
31
日
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
申
し
込
み
の
場
合
は
、①
申
込
者（
保
護
者
）の
氏
名・住
所・電
話
番
号
②
誕
生
月
③
写
真
の
児
童
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム（
記
載
が
な
い
場
合
は
無
記
名
で
掲
載
し
ま
す
）お
よ
び
写
真
デ
ー
タ（
４
０
０
キ
ロ
バ
イ
ト
以
上
が
望
ま
し
い
）をinfo@

city.shim
otsuke.lg.jp

ま
で
送
信
く
だ

さ
い
。申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。提
出
い
た
だ
い
た
写
真
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。掲
載
可
否
の
お
問
い
合
わ
せ
に
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。版
権
は
市
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。広
報
し
も
つ
け
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
ま
す
。

月 火 水 木 金 土 日
12/1 2 3 4

ミックスダブルテニス
大会（11.17）
ワンワンふれあいフェ
スティバル（11.18）

5 6 7 8 9 10 11
パソコン相談
窓口（12.24）

みそ汁塩分測
定会（11.21）

食のオープン
スクール
（11.35）
ママパパ
Englishサロ
ン（11.44）

男女共同参画都市記念
式典（11.6）
医療と介護の講演会
（11.23）
天平の丘史跡巡りウォ
ーキング（11.29）
ドナルド・マクドナルド・ハウス
オープンハウス（12.37）

ファミリーコンサート
（11.29）
クリスマスコンサート
（11.10）
駅伝大会（10.11）

12 13 14 15 16 17 18
子育て相談
（12.16）

刃物研ぎ
（12.42）

司法書士無
料相談会
（12.39）

スマートチャ
レンジ教室
（11.21）
認知症介護
者交流会
（12.19）

あんぎん編み体験講座
（11.34）

定期歴史講座（11.34）

19 20 21 22 23 24 25
刃物研ぎ
（12.42）

育児相談
（12.16）

行政書士無
料相談会
（12.39）

26 27 28 29 30 31 1/1

2 3 4 5 6 7 8
成人式（10.16）

9 10 11 12 13 14 15
天平マラソン
大会（10.10）

パソコン相談
窓口（12.24）

みそ汁塩分測
定会（12.17）

求職者セミナ
ー（12.40）

理科研究発表
会（12.11）
食のオープ
ンスクール
（12.37）

Shimotsuke

広報しもつけ　2016.12
31

一目でわかる
見逃せないイベントカレンダー
カッコの数字は広報掲載された月とページです。
詳しくは記事をご覧ください。

と
く
に
お
す
す
め
！

誕生日のみんな！
おめでとう

今月誕生日の児童を掲載しています。掲載されている日付けと写真児童の誕生日は関係ありません。

市県民税（確定）申告会場が変わります！…P32

マイナンバーカードの申請は郵送で！…P34

12月は県内一斉地方税滞納整理強化月間…P35

業者登録受付のご案内…P36

ドナルド・マクドナルド・ハウスとちぎオープンハウス…P37

新太くん そうごくん

ともちゃん

市役所業務お休み
●�

� ●



イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募
　
　
集

相
　
　
談

就
　
　
職

イ
ベ
ン
ト

ま
ち
な
か
元
気
講
演
会

開
催

1/25■
日
時

　

平
成
29
年
１
月
25
日
㈬

　

午
後
２
時
～
４
時
30
分

■
場
所

　

栃
木
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
第

１
会
議
室

■
講
師

　

木
村　

乃　

明
治
大
学
特
任
准

教
授

■
演
題

　

地
域
の
、地
域
に
よ
る
、地
域
の

た
め
の
活
性
化
～
神
奈
川
県
横
須

賀
市
・
東
京
都
町
田
市
を
例
に
～

■
定
員　

1
3
0
名
程
度（
先
着

順
）

■
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

■
申
込
期
限

　

平
成
29
年
１
月
11
日
㈬

■
主
催

　

栃
木
県
ま
ち
な
か
元
気
会
議

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
都
市
計
画
課

　

☎
0
2
8（
6
2
3
）2
4
6
4

　

0
2
8（
6
2
3
）2
5
9
5

時
事
講
演
会
の
開
催

1/17
　

下
野
市
商
工
会
で
は
、
報
道
番

組
等
で
お
馴
染
み
の
須
田
慎
一
郎

氏
を
講
師
に
迎
え
、
時
事
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

今
後
の
経
済
動
向
に
つ
い
て
わ

か
り
や
す
く
お
話
を
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
聴

講
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

１
月
17
日
㈫

　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

■
場
所　

ゆ
う
ゆ
う
館

■
演
題　
「
ど
う
な
る
日
本
！
日

本
経
済
の
明
日
を
読
む
」

■
講
師　

経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

　
　

須
田　

慎
一
郎　

氏

■
定
員　

1
0
0
名（
先
着
順
）

■
聴
講
料　

無
料

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
商
工
会　

本
所

　

☎（
44
）0
2
0
2

　

南
河
内
支
所

　

☎（
48
）0
0
5
9

お
知
ら
せ

　

平
成
28
年
ま
で
の
申
告
会
場
は
、

国
分
寺
公
民
館
、
南
河
内
公
民
館
、

旧
石
橋
庁
舎
と
３
ヶ
所
で
実
施
し

て
い
ま
し
た
が
、
庁
舎
移
転
に
伴

い
、
平
成
29
年
か
ら
は
、
市
役
所

１
階
ロ
ビ
ー
の
１
ヶ
所
に
な
り
ま

す
。

　

駐
車
場
の
混
雑
や
周
辺
道
路
の

渋
滞
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、徒
歩
・

自
転
車
・
公
共
交
通
機
関
の
ご
利

用
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
申
告
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
と

身
元
確
認
書
類（
申
告
書
に
記
載

し
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
持
ち
主
で

あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
書
類
）

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課

　

☎（
32
）8
8
9
1

浄
化
槽
を
お
使
い
の

皆
様
へ

　

浄
化
槽
は「
保
守
点
検
」「
清
掃
」

「
法
定
検
査
」を
実
施
す
る
こ
と
が

「
浄
化
槽
法
」に
よ
り
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
浄
化
槽
が
正
し
く

機
能
す
る
た
め
に
、
適
正
な
維
持

管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
保
守
点
検

　

浄
化
槽
の
機
能
を
維
持
す
る
た

め
に
機
器
類
の
調
整
・
消
毒
薬
の

補
充
等
の
保
守
点
検
を
年
に
３
～

４
回
以
上
実
施
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
保
守
点
検
は
、
県
の
登

録
業
者
に
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

（
種
類
や
大
き
さ
に
よ
っ
て
回
数

は
異
な
り
ま
す
）

■
清
掃

　

浄
化
槽
内
に
汚
泥
が
溜
ま
る
と

臭
い
や
水
質
悪
化
の
原
因
に
な
り

ま
す
の
で
、
汚
泥
の
引
き
抜
き
等

を
年
に
１
回
以
上
行
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
浄
化
槽
の
清
掃
は
、

市
で
許
可
さ
れ
て
い
る
業
者
に
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。

■
法
定
検
査

　

保
守
点
検
・
清
掃
と
は
別
に
、

指
定
検
査
機
関
に
よ
る
次
の
２
つ

の
検
査
を
必
ず
受
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
指
定
検
査
機
関
以
外

に
保
守
点
検
業
者
に
も
委
託
で
き

ま
す
。

①
使
用
開
始
後
３
～
８
か
月
以
内

に
受
け
る
水
質
検
査

②
年
に
１
回
の
定
期
検
査（
保
守

点
検
や
清
掃
が
適
正
に
行
わ
れ
て

い
る
か
を
確
認
し
ま
す
。）

■
問
い
合
わ
せ
先
　

　

下
水
道
課　

☎（
32
）8
9
1
2

　

栃
木
県
浄
化
槽
協
会

　

☎
0
2
8（
6
3
3
）1
6
5
0

第
十
回
戦
没
者
等
の
遺

族
に
対
す
る
特
別
弔
慰

金
の
説
明
会

　

平
成
27
年
４
月
か
ら
始
ま
り
ま

し
た「
第
十
回
戦
没
者
等
の
遺
族

に
対
す
る
特
別
弔
慰
金
」の
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。
ま
だ
、
手
続

き
を
さ
れ
て
い
な
い
方
で
、
前
回

の
弔
慰
金
を
も
ら
っ
て
い
た
方
や

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
是
非

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

12
月
14
日
㈬

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

■
場
所

　

市
役
所
2
0
3
会
議
室

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
方

■
定
員　

40
名

■
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
福
祉
課

　

☎（
32
）8
9
0
4

市
県
民
税（
確
定
）

申
告
会
場
が
変
わ

り
ま
す
！
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イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募
　
　
集

相
　
　
談

就
　
　
職

確
定
申
告
用「
障
害
者

控
除
対
象
者
認
定
書
」

「
お
む
つ
に
係
る
費
用
の

医
療
費
控
除
証
明
書
」

■
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書

　

介
護
保
険
法
に
規
定
す
る
要
介

護
認
定
者
の
う
ち
65
歳
以
上
の
方

で
、
申
請
に
よ
り
障
害
者
に
準
ず

る
者
と
し
て
認
定
を
さ
れ
た
方
に

は「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」

が
交
付
さ
れ
、
確
定
申
告
時
に
障

害
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

方
は
、
次
の
全
て
の
項
目
に
該
当

す
る
方
で
す
。

・
要
介
護
認
定
者
で
65
歳
以
上
の

方
・
認
知
症
ま
た
は
身
体
の
障
害
に

よ
り
日
常
生
活
に
支
障
を
来
た

す
よ
う
な
症
状
・
行
動
や
意
思

疎
通
の
困
難
さ
が
見
ら
れ
、
介

護
を
必
要
と
す
る
方

・
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
・

戦
傷
病
者
手
帳
・
原
爆
症
認
定

書
を
所
持
し
て
い
な
い
方

■
お
む
つ
に
係
る
費
用
の
医
療
費

控
除
証
明
書

　

確
定
申
告
時
に
、
お
む
つ
代
の

医
療
費
控
除
を
受
け
る
の
が
２
年

目
以
降
で
要
介
護（
要
支
援
）の
認

定
を
受
け
て
い
る
方
は
、
医
師
が

発
行
す
る「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」

に
代
わ
る「
お
む
つ
に
係
る
費
用

の
医
療
費
控
除
証
明
書
」の
交
付

を
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
証
明
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
方
は
、
次
の
全
て
の
項
目
に
該

当
す
る
方
で
す
。

・
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受

け
る
の
が
２
年
目
以
降
で
あ
る

こ
と
。

・
市
の
介
護
保
険
被
保
険
者
で
要

介
護（
要
支
援
）の
認
定
を
受
け

て
い
る
こ
と
。

・
寝
た
き
り
状
態
等
に
あ
る
こ
と
。

・
治
療
上
お
む
つ
の
使
用
が
必
要

で
あ
る
こ
と
。

　

交
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
高

齢
福
祉
課
介
護
保
険
グ
ル
ー
プ
へ

お
電
話
く
だ
さ
い
。
該
当
す
る
か

を
確
認
し
ま
す
。

　

な
お
、
交
付
に
は
数
日
間
か
か

り
ま
す
の
で
、
手
続
き
は
お
早
め

に
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
福
祉
課

　

☎（
32
）8
9
0
4

国
民
健
康
保
険
か
ら
の

お
知
ら
せ

■
柔
道
整
復
師
の
施
術
を
受
け
ら

れ
る
方
へ

　

国
民
健
康
保
険
の
対
象
と
な
る

施
術
は
整
骨
院
や
接
骨
院
で
柔
道

整
復
師
が
行
う
施
術
の
内
、
日
常

生
活
の
中
で
の
打
撲
、
ね
ん
ざ
、

挫
傷（
肉
ば
な
れ
等
）、
骨
折
・
脱

臼
の
応
急
手
当（
応
急
手
当
後
の

施
術
は
医
師
の
同
意
が
必
要
）な

ど
、
原
因
が
は
っ
き
り
と
し
て
い

る
外
傷
性
の
ケ
ガ
に
対
す
る
施
術

に
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
国
民
健

康
保
険
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
単
な
る
肩
こ
り
や
肉
体
疲
労
の

回
復

・
脳
疾
患
後
遺
症
等
の
慢
性
病

・
神
経
痛
、
リ
ウ
マ
チ
、
関
節
炎

な
ど
に
よ
る
凝
り
や
痛
み

・
交
通
事
故
が
原
因
の
場
合

・
業
務
上
の
負
傷（
労
災
に
該
当

す
る
場
合
）

■
柔
道
整
復
師
の
施
術
を
受
け
る

と
き
の
注
意
点

・
負
傷
原
因
を
正
し
く
伝
え
ま
し

ょ
う
。

・
病
院
と
の
重
複
受
診
を
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う（
定
期
的

な
医
師
の
検
査
や
継
続
し
て
施

術
が
必
要
か
ど
う
か
の
確
認
の

た
め
の
受
診
を
除
く
。）

・
領
収
書
を
必
ず
受
け
取
り
ま
し

ょ
う
。

・「
療
養
費
支
給
申
請
書
」の
内
容

を
よ
く
確
認
し
、
署
名
し
ま
し

ょ
う
。

■
医
療
費
の
適
正
化
に
ご
協
力
く

だ
さ
い

　

医
療
費
は
み
な
さ
ま
の
保
険
税

や
自
己
負
担
で
ま
か
な
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
国
民
健
康
保
険

の
使
え
る
範
囲
を
正
し
く
理
解
し
、

適
切
に
受
診
す
る
こ
と
が
、
医
療

費
の
適
正
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

納
め
て
い
た
だ
い
た
保
険
税
を
適

正
に
使
用
す
る
た
め
に
、
施
術
内

容
等
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課　

☎（
32
）8
8
9
5

農
業
経
営
意
向
調
査
に

つ
い
て

　

農
業
委
員
会
で
は
今
年
度
か
ら

農
業
委
員
協
力
員
を
通
し
て
、
10

㌃
（
1
，0
0
0
㎡
）以
上
の
農
地

を
耕
作
し
て
い
る
農
業
者
を
対
象

に「
農
業
経
営
意
向
調
査
」を
実
施

し
ま
す
。
配
布
は
12
月
中
旬
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
市
内
農
業
者
の

経
営
状
況
の
現
状
把
握
の
た
め
、

ま
た
農
地
利
用
集
積
・
集
約
化
に

資
す
る
基
礎
資
料
作
成
の
た
め
に

農
業
者
の
年
間
農
業
従
事
日
数
等

を
調
査
し
ま
す
。

　

本
調
査
は
農
地
の
権
利
移
動
等

の
農
業
者
要
件
の
算
出
の
基
礎
資

料
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
調

査
対
象
と
な
っ
て
い
る
市
内
農
業

者
の
方
は
お
手
数
で
す
が
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
提
出
期
限

　

平
成
29
年
１
月
13
日
㈮（
必
着
）

※
ご
不
明
な
点
は
農
業
委
員
会
事

務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　

☎（
32
）8
9
1
5
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イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募
　
　
集

相
　
　
談

就
　
　
職

復
曲
能「
宍
戸
」公
演
実

行
委
員
会
が
開
催

　

１
月
に
実
行
委
員
会
を
発
足
し

事
業
が
開
始
さ
れ
、
４
月
23
日
に

は「
宍
戸
」公
演
出
演
者
に
よ
る
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
事
前
学
習
会
を
行

い
、
能
楽
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し

た
。

　

５
月
７
日
に
は
、
前
日
に
開
庁

し
た
市
役
所
新
庁
舎
ロ
ビ
ー
を
会

場
に
本
公
演
を
実
施
し
、
大
盛
況

の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

10
月
18
日
に
実
施
し
た
第
２
回

の
実
行
委
員
会
で
、
復
曲
能「
宍

戸
」に
関
す
る
全
事
業
が
終
了
し

た
た
め
、
委
員
会
も
解
散
し
ま
し

た
。

　

今
回
の
事
業
は
、
下
野
薬
師
寺

に
関
す
る
詞
章
の
み
が
伝
わ
っ
て

い
る
だ
け
で
、
上
演
が
途
絶
え
て

い
た
能「
宍
戸
」を
、
金
春
流
能
楽

師
山
中
一
馬
師
の
ご
尽
力
に
よ
り

復
曲
し
、
下
野
薬
師
寺
歴
史
館
開

館
15 

周
年
事
業
と
し
て
上
演
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ

の
助
成
事
業
を
受
け
て
実
施
し
ま

し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
文
化
課

　

☎（
32
）８
９
１
９

定
期
歴
史
講
座
開
催

　

栃
木
県
の
弥
生
か
ら
古
墳
時
代

な
ど
の
歴
史
に
つ
い
て
学
ぶ
講
座

を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

１
月
22
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
場
所

　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

■
内
容

　

栃
木
県
の
弥
生
～
古
墳
時
代

■
講
師

　

栃
木
県
立
博
物
館
嘱
託
員

　

川
又　

隆
一
郎　

学
芸
員

■
募
集
人
数

　

60
名（
定
員
制
）

■
受
講
料

　

1
0
0
円

■
受
付
開
始

　

１
月
６
日
㈮
随
時
受
付

■
応
募
方
法

　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

窓
口
ま
た
は
電
話（
先
着
順
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

　

☎（
44
）5
0
4
9

【
申
請
は
任
意
で
す
】

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
ご
利

用
い
た
だ
け
る
内
容
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

・ 

顔
写
真
付
公
的
身
分
証
明
書

と
し
て
の
利
用

・
コ
ン
ビ
ニ
交
付（
別
途
登
録
が

必
要
）

・ 

公
的
個
人
認
証（
パ
ソ
コ
ン
で

の
確
定
申
告
e

−

T
a
x
等
）

　

発
行
を
希
望
の
方
は
、
次
の
流

れ
で
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
お
よ
び
カ

ー
ド
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

　

☎
0
1
2
0（
95
）0
1
7
8

　
（
無
料
）

　

☎
0
5
0（
3
8
1
8
）1
2
5
0

　
（
有
料
）

　

市
民
課　

☎（
32
）8
8
9
6

下
水
道
に
接
続
し
ま

し
ょ
う

　

下
水
道（
農
業
集
落
排
水
を
含

む
）が
使
用
で
き
る
区
域
で
、
ま

だ
下
水
道
に
接
続
さ
れ
て
い
な
い

ご
家
庭
は
、
速
や
か
に
接
続
し
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
ら
、
く

み
取
り
ト
イ
レ
は
３
年
以
内
に
、

浄
化
槽
は
で
き
る
だ
け
早
め
に
下

水
道
に
接
続
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。（
下
水
道
法

第
10
条
）

・
下
水
道
へ
の
接
続
工
事
は
市
に

登
録
さ
れ
て
い
る「
指
定
工
事
店
」

で
な
け
れ
ば
工
事
が
で
き
ま
せ
ん
。

（
工
事
店
一
覧
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
確
認
、
ま
た
は
下
水
道
課

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

・
下
水
道
接
続
後
は
、
下
水
道
使

用
料
が
か
か
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

下
水
道
課　

☎（
32
）8
9
1
2

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
申
請
は
郵
送
で
！

Shimotsuke
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①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド

に
同
封
の
申
請
書
を
、
地
方
公

共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構

（
J

−

L
I
S
）に
郵
送
す
る

↓

②
申
請
後
１
～
２
ヶ
月
で
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
市
役
所

に
届
く

↓

③
カ
ー
ド
受
け
取
り
の
案
内
が

市
役
所
か
ら
送
付
さ
れ
る

↓

④
新
庁
舎
市
民
課
で
受
け
取
り

※
申
請
用
紙
に
印
字
さ
れ
た
氏

名
・
住
所
に
変
更
が
あ
る
場
合
、

変
更
前
の
申
請
書
は
利
用
で
き

ま
せ
ん
。
市
民
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
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ベ
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せ
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集

相
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就
　
　
職

　

納
税
の
公
平
と
税
収
の
確
保
を

図
る
た
め
、
11
月
～
12
月
を「
県

内
一
斉
地
方
税
滞
納
整
理
強
化
月

間
」と
し
て
、
栃
木
県
と
協
働
し

て
県
内
一
斉
に
徴
収
の
強
化
に
取

り
組
み
ま
す
。

下
野
市
の
個
人
市
民
税
徴
収
率

　

前
月
号
で
、
栃
木
県
の
市
県
民

税
徴
収
率
を
掲
載
し
ま
し
た
。
今

月
号
で
は
下
野
市
の
徴
収
率
等
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

下
野
市
の
個
人
市
民
税
徴
収

率（
平
成
27
年
度
実
績　

現
年

度
・
滞
納
繰
越
計
）は
96
・
5
％

で
、
全
国
平
均
94
・
7
％
、
栃
木

県
平
均
92
・
8
％
を
上
回
り
ま
し

た
。
な
お
栃
木
県
内
に
お
け
る
順

位
は
第
３
位
で
す
。

下
野
市
の
市
税
等
徴
収
率

　
（
平
成
27
年
度
実
績　

現
年
度
・

滞
納
繰
越
計
）

個
人
市
民
税�

96
・
5
％

法
人
市
民
税�

98
・
9
％

固
定
資
産
税�

94
・
1
％

軽
自
動
車
税�

92
・
8
％

都
市
計
画
税�

94
・
6
％

国
民
健
康
保
険
税�

76
・
3
％

介
護
保
険
料�

98
・
2
％

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

98
・
8
％

全
体
計�

93
・
0
％

　

市
の
徴
収
率
は
、
県
内
で
も
上

位
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
現
年
度

分
は
92
・
4
％
か
ら
99
・
7
％
の

徴
収
率
で
す
が
一
部
の
滞
納
が
全

体
の
徴
収
率
を
引
き
下
げ
る
結
果

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
納
税
の
公
平
を
図
る
と

と
も
に
保
険
制
度
の
適
正
な
運
営

に
資
す
る
た
め
、
納
付
催
告
お
よ

び
滞
納
処
分
に
よ
り
徴
収
率
の
向

上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

滞
納
処
分
の
実
績

　
（
平
成
27
年
度
実
績
）

・
納
付
催
告�

9
，7
6
3
件

・
財
産
調
査�

3
5
，5
6
3
件

・
差
押�

2
2
6
件

　
（
内
訳
）給
料�

45
件

預
貯
金�

1
0
0
件

生
命
保
険�

46
件

還
付
金�

29
件

不
動
産�

２
件

自
動
車�

１
件

そ
の
他�

３
件

・
換
価
、
取
立
、
配
当

4
5
9
件　

3
3
，5
3
1
千
円

社
会
の
一
員
と
し
て

　

私
た
ち
の
生
活
は
、
個
人
や
企

業
な
ど
の
民
間
か
ら
提
供
さ
れ
る

サ
ー
ビ
ス
と
、
学
校
、
道
路
、
上

下
水
道
等
公
共
施
設
の
整
備
や
管

理
、
生
命
や
財
産
を
災
害
や
犯
罪

か
ら
守
る
防
災
・
防
犯
、
生
活
に

困
っ
て
い
る
人
を
保
護
す
る
等
の

福
祉
施
策
、
国
民
皆
保
険
制
度
に

基
づ
く
保
険
な
ど
、
民
間
で
は
賄

え
な
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
成

り
立
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
経

費
に
充
て
ら
れ
る
の
が
税
金
で
あ

り
、
保
険
制
度
の
運
営
に
は
保
険

料
収
入
が
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
税
金
や
保
険
料

は「
私
た
ち
が
社
会
の
一
員
と
し

て
生
活
し
、
ま
た
は
被
保
険
者
の

一
人
と
し
て
保
険
制
度
を
支
え
る

た
め
に
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
費
用
」で
す
。

　

こ
れ
ら
を
滞
納
す
る
こ
と
で
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
や
保
険
制
度
の
財

源
が
不
足
し
て
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
で
き
な
く
な
り
、
ま
た
は

保
険
料
が
上
が
る
な
ど
、
適
正
な

納
付
を
し
て
い
る
方
に
も
不
利
益

が
及
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

納
期
内
納
付
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

全
て
の
納
税
者
の
方
が
、
納
期

内
納
付
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

滞
納
整
理
に
か
か
る
経
費
が
不
要

に
な
り
ま
す
。
そ
の
分
の
財
源
や

人
員
を
他
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
充

て
ら
れ
れ
ば
、
下
野
市
は
他
に
誇

れ
る「
住
み
よ
い
街
」に
な
る
は
ず

で
す
。

　

市
役
所
や
銀
行
窓
口
の
ほ
か
、

口
座
振
替
、
コ
ン
ビ
ニ
納
付
な
ど
、

生
活
態
様
の
変
化
に
合
わ
せ
た

様
々
な
納
付
方
法
が
あ
り
ま
す
の

で
、
納
期
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

口
座
振
替
が
便
利
で
す
！

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
く

と
、
皆
さ
ん
が
指
定
し
た
預
貯
金

の
口
座
か
ら
、
市
税
、
保
険
料
を

自
動
的
に
振
り
替
え
て
納
付
で
き

る
た
め
、
納
め
忘
れ
が
な
く
納
付

に
行
く
手
間
も
省
け
る
の
で
大
変

便
利
で
す
。

※
口
座
振
替
に
は
金
融
機
関
へ
の

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

口
座
振
替
取
扱
金
融
機
関

　

足
利
銀
行
、
栃
木
銀
行
、
み
ず

ほ
銀
行
、
足
利
小
山
信
用
金
庫
、

宇
都
宮
農
協
、
小
山
農
協
、
ゆ
う

ち
ょ
銀
行

　

三
井
住
友
銀
行（
介
護
・
後
期

不
可
）

※
市
内
の
金
融
機
関
に
は
申
込
用

紙
が
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

※
市
外
の
金
融
機
関
で
申
し
込
ま

れ
る
場
合
は
税
務
課
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　

☎（
32
）8
8
9
3
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ス
ト
ッ
プ
！

滞
納

12
月
は
県
内
一
斉
　
地
方
税
滞
納
整
理
強
化
月
間
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入
札
等
に
参
加
す
る
に
は
登
録
が

必
要
で
す

　

平
成
29
・
30
年
度
に
市
が
行
う

競
争
入
札
に
参
加
す
る
方
は
、
次

の
事
項
を
確
認
の
う
え
、
必
要
書

類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

登
録
申
請
後
、
名
簿
に
登
載
さ

れ
た
事
業
者
を
業
者
選
定
の
対
象

と
し
ま
す
が
、
指
名
や
契
約
を
約

束
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

入
札
参
加
資
格
申
請
に
つ
い
て

■
受
付
業
種

①
建
設
工
事（
建
設
業
法
第
２
条

第
１
項
に
該
当
す
る
工
事　

29
業

種
）

②
業
務
委
託（
測
量
・
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
）

③
業
務
委
託（
役
務
）

※
測
量
お
よ
び
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
等
以
外
の
委
託
業
務
の
入
札

等
に
参
加
を
希
望
す
る
方
は
、「
役

務
」で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

（
例
）環
境
調
査
業
務
・
基
本
計
画

等
策
定
業
務
・
草
刈
等
業
務

④
物
品

■
申
請
方
法

　

郵
送（
市
内
業
者
は
持
参
可
）

■
申
請
期
間（
土
曜
・
日
曜
を
除

く
）

・
建
設
工
事
、
業
務
委
託（
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
）

　

平
成
29
年
１
月
11
日
㈬
〜
１
月

25
日
㈬

・
業
務
委
託（
役
務
）、
物
品

　

平
成
29
年
１
月
30
日
㈪
〜
２
月

10
日
㈮

■
資
格
要
件

　

資
格
要
件
・
提
出
書
類
に
つ
い

て
は
、「
入
札
参
加
資
格
審
査
申

請
書　

記
載
要
領
」の
と
お
り

■
提
出
書
類

　

申
請
書
様
式
は
、
市
独
自
様
式

　
（
指
定
様
式
以
外
不
可
）

※
記
載
要
領
お
よ
び
様
式
に
つ
い

て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

■
提
出
先

　

契
約
検
査
課

■
持
参
の
場
合
の
受
付
時
間（
市

内
業
者
）　

午
前
９
時
か
ら
午
後

４
時
ま
で（
正
午
か
ら
午
後
１
時

ま
で
を
除
く
）

■
有
効
期
限

　

平
成
29
年
４
月
１
日
～
平
成
31

年
３
月
31
日
ま
で（
２
年
間
）

入
札
参
加
資
格
と
は

　

市
が
実
施
す
る
競
争
入
札
に
参

加
す
る
際
に
必
要
と
な
る
資
格
で
、

あ
ら
か
じ
め
入
札
参
加
資
格
審
査

を
う
け
、
入
札
参
加
資
格
者
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
随
意
契
約
に
よ
る
場
合

も
競
争
入
札
の
例
に
準
じ
て
取
扱

う
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
場
合
、
入

札
参
加
資
格
者
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
条
件
と
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

契
約
検
査
課 

　

☎（
32
）8
8
9
0

雇
用
奨
励
金

交
付
制
度
の
ご
案
内

　

雇
用
機
会
の
増
大
と
雇
用
の
安

定
化
を
図
る
た
め
、
市
内
に
あ
る

事
業
所
が
対
象
労
働
者
を
常
用
雇

用
し
た
場
合
、
事
業
主
に
奨
励
金

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

■
受
給
対
象
者

　

次
の
①
～
⑤
す
べ
て
に
該
当
す

る
事
業
主

①
雇
用
保
険
適
用
の
事
業
主

②
１
週
間
当
た
り
の
所
定
労
働
時

間
が
、
既
に
雇
用
し
て
い
る
被
雇

用
者
の
１
週
間
当
た
り
の
所
定
労

働
時
間
と
同
程
度
で
あ
る
対
象
労

働
者
を
、
常
用
雇
用
者（
パ
ー
ト

タ
イ
マ
ー
を
除
く
）と
し
て
期
間

を
定
め
ず
、
６
か
月
以
上
常
用
雇

用
し
て
い
る
事
業
主

③
対
象
労
働
者
に
対
す
る
雇
用
保

険
、
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
に
加

入
し
て
い
る
事
業
主

④
対
象
労
働
者
の
雇
用
を
開
始
し

た
日
の
前
日
か
ら
起
算
し
て
６
か

月
前
の
日
か
ら
１
年
を
経
過
す
る

日
ま
で
の
間
に
解
雇
し
た
労
働
者

が
い
な
い
事
業
主

⑤
市
税
等
に
滞
納
が
な
い
事
業
主

■
対
象
労
働
者

　

市
に
住
所
を
有
し
、
60
歳
以
下

で
、
か
つ
、
公
共
職
業
安
定
所
の

紹
介
を
受
け
た
離
職
者
や
、
身
体

障
が
い
者
手
帳
１
・
２
級
に
該
当

す
る
方
な
ど（
た
だ
し
、
事
業
主

の
２
親
等
以
内
の
者
を
除
く
）

■
交
付
対
象
期
間

　

対
象
労
働
者
の
雇
用
を
開
始
し

た
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
を
経

過
す
る
日
か
ら
６
か
月
以
内

■
交
付
額

　

１
人
に
つ
き　

20
万
円

　
（
同
一
年
度
内
で
同
一
事
業
者

に
交
付
で
き
る
額
は
、
1
0
0
万

円
ま
で
）

※
提
出
書
類
に
つ
い
て

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る

か
、
商
工
観
光
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
課

　

☎ （
32
）8
9
0
7

高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
ス
テ
ッ
カ
ー

　

市
は
市
内
の
様
々
な
事
業
所
と

高
齢
者
を
日
々
の
業
務
の
中
で
さ

り
げ
な
く
見
守
る
事
を
目
的
と
す

る「
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
協
定
を
結
ん
だ
事

業
所
に
掲
示
し
て
も
ら
う
ス
テ
ッ

カ
ー
を
作
成
し
ま
し
た
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
福
祉
課

　

☎（
32
）8
9
0
4

業
者
登
録
受
付
の

ご
案
内
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イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募
　
　
集

相
　
　
談

就
　
　
職

各
種
教
室

好
評
開
催
中
！

【
全
て
の
教
室
で
使
え
る
共
通
回

数
券
発
売
中
！
】

①「
か
ん
た
ん
ス
テ
ッ
プ
50
」

　

ス
テ
ッ
プ
台
を
使
っ
た
エ
ク
サ

サ
イ
ズ
で
す
。
音
楽
に
乗
り
な
が

ら
、
ス
テ
ッ
プ
台
の
昇
降
運
動
で
、

膝
や
腰
に
負
担
を
か
け
ず
に
健

康
・
体
力
作
り
を
目
指
し
た
レ
ッ

ス
ン
で
す
。
ど
な
た
で
も
自
分
の

ペ
ー
ス
で
安
心
し
て
ご
参
加
頂
け

ま
す
。

②「
骨
盤
調
整
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ

ン
グ
」

　

骨
盤
の
歪
み
を
調
整
し
、
ふ
だ

ん
使
わ
れ
に
く
い
筋
肉
の
強
化
に

よ
り
、
腰
痛
・
肩
こ
り
・
冷
え
性
、

内
臓
の
機
能
改
善
等
を
目
指
し
た

レ
ッ
ス
ン
で
す
。

③「
や
さ
し
い
ヨ
ガ
」

　

呼
吸
を
意
識
し
な
が
ら
、
姿

勢
・
身
体
の
歪
み
を
修
正
し
、
瞑

想
に
よ
り
自
分
自
身
を
見
つ
め
直

す
、
心
と
体
の
健
康
を
目
指
し
た

レ
ッ
ス
ン
で
す
。

④「
ピ
ラ
テ
ィ
ス
」

　

ピ
ラ
テ
ィ
ス
と
は
、
ヨ
ガ
と
は

異
な
り
、
正
し
い
骨
格
を
意
識
し

な
が
ら
、
体
幹
の
筋
肉
を
整
え
ま

す
。
筋
肉
強
化
、
そ
し
て
バ
ラ
ン

ス
強
化
を
目
的
と
し
、
柔
軟
性
の

向
上
や
筋
持
久
力
の
向
上
が
期
待

で
き
ま
す
。

■
開
催
日
時

①
毎
週
木
曜
日
、
午
後
６
時
40
分

～
７
時
30
分　
（
50
分
間
）

②
毎
週
火
曜
日
、
午
前
10
時
30
分

～
11
時
40
分　
（
70
分
間
）

③
毎
週
金
曜
日
、
午
前
10
時
30
分

～
正
午　
（
90
分
間
）

④
毎
週
木
曜
日
、
午
後
２
時
～
３

時　
（
60
分
間
）

■
場
所　

ふ
れ
あ
い
館
１
階
研
修

室
も
し
く
は
２
階
大
広
間

■
受
講
費　

１
回
7
0
0
円

　
（
ワ
ン
レ
ッ
ス
ン
制
）

※
１
階
受
付
券
売
機
で
チ
ケ
ッ
ト

を
ご
購
入
く
だ
さ
い
。

※
プ
ラ
ス
1
0
0
円
で
ふ
れ
あ
い

の
湯
を
ご
利
用
頂
け
ま
す
。

■
対
象

　

高
校
生
以
上　
（
性
別
不
問
）

■
定
員　

①
②
④
15
名
③
20
名

■
持
ち
物　

室
内
用
運
動
シ
ュ
ー

ズ
・
補
給
水
・
タ
オ
ル

※
ヨ
ガ
を
受
講
の
お
客
様
へ

　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
を
お
持
ち
の
方
は

ご
持
参
下
さ
い
。
シ
ュ
ー
ズ
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。
動
き
や
す
い
服

装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ふ
れ
あ
い
館

　

☎（
47
）1
1
2
6

「
下
野
市
名
木
30
選
の
写

真
展
」開
催

　

平
成
25
年
に
市
内
に
生
育
す
る

名
木
を
調
査
し
て
、
選
定
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
歴
史
的
に
意
味
深

い
樹
木
や
珍
し
い
樹
木
も
あ
り
バ

ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
30
選
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
樹
木
の
素
晴
ら

し
さ
、
不
思
議
さ
を
ぜ
ひ
こ
の
機

会
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
会
場

　

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

■
会
期

　

１
月
17
日
㈫
～
27
日
㈮

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
１
月
21
日
㈯
、
22
日
㈰
休
館

　

初
日
は
午
後
１
時
開
場　

　

最
終
日
は
午
後
３
時
閉
場

■
主
催
・
協
力

　

下
野
市
ウ
イ
ン
タ
ー
活
性
化
推

進
協
議
会

　

グ
リ
ム
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ

■
問
い
合
わ
せ
先
　

　

下
野
市
ウ
イ
ン
タ
ー
活
性
化　

推
進
協
議
会

　

代
表　

有
野　

一
夫

　

☎
0
9
0

　
　
（
6
7
9
4
）4
2
6
3

道
の
駅
し
も
つ
け
食
の

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

実
施
中
！

　

道
の
駅
し
も
つ
け
で
は
、
料
理

教
室
を
毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

四
季
折
々
の
食
材
を
使
っ
た
家

庭
で
も
簡
単
に
作
れ
る
素
敵
な
メ

ニ
ュ
ー
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
日
時

　

平
成
29
年
１
月
13
日
㈮

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
１
時

■
テ
ー
マ（
メ
ニ
ュ
ー
）

「
カ
ラ
ダ
に
や
さ
し
い
あ
っ
た
か

メ
ニ
ュ
ー
」

・
米
粉
の
チ
キ
ン
ク
リ
ー
ム
シ
チ

ュ
ー

・
ラ
ス
ク
２
種

■
講
師　

臼
居
芳
美
先
生

■
参
加
費　

1
，5
0
0
円
程
度

■
定
員　

32
名

■
申
込
受
付
日　

12
月
19
日
㈪

■
受
付
方
法　

電
話（
午
前
９
時

30
分
～
午
後
６
時
）

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
メ
ー
ル
フ
ォ

ー
ム（
午
前
９
時
30
分
～
夜
12
時
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

食
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
運
営

事
務
局

　

☎
0
2
8（
6
3
5
）2
5
7
7

h
ttp

://w
w

w
.k

an
p

i-
shim

otsuke.co.jp/open-
school/index.htm

l

　

病
気
の
子
ど
も
と
家
族
の
た
め

の
第
二
の
我
が
家
っ
て
ど
ん
な

所
？
一
日
ハ
ウ
ス
を
開
放
し
た
見

学
会
や
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。
沢
山
の
方
の
ご
来
場
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時

　

12
月
10
日
㈯

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
場
所

　

ド
ナ
ル
ド
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
・

ハ
ウ
ス　

と
ち
ぎ

　

自
治
医
大
２
号
館
３
階

■
内
容

　

支
援
企
業
に
よ
る
チ
ャ
リ
テ
ィ

バ
ザ
ー（
高
級
婦
人
服
、パ
ン
、食
料

品
、お
ま
ん
じ
ゅ
う
、新
鮮
野
菜
）、

石
窯
焼
き
ピ
ザ
、
リ
レ
ー
コ
ン
サ

ー
ト
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
マ
ッ
サ
ー
ジ
、

ド
ナ
ル
ド
シ
ョ
ー
＆
ビ
ン
ゴ（
正

午
、
午
後
２
時
の
二
回
）な
ど

■
入
場
料　

無
料

■
主
催

　

ド
ナ
ル
ド
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
・

ハ
ウ
ス　

と
ち
ぎ
を
支
え
る
会

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ド
ナ
ル
ド
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
・

ハ
ウ
ス　

と
ち
ぎ

　

☎（
58
）7
5
5
1

ド
ナ
ル
ド
・
マ
ク
ド
ナ
ル

ド
・
ハ
ウ
ス　

と
ち
ぎ

オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
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イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募
　
　
集

相
　
　
談

就
　
　
職

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
活
動
報
告

　

下
野
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
で
は「
一
会
員
一
奉
仕
」を
掲
げ
、

地
域
に
密
着
し
た
セ
ン
タ
ー
づ
く

り
を
目
的
と
し
た
奉
仕
活
動（
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
）を
各
地
区
で
開
催

い
た
し
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
１
回
目
、
２
回

目
を
終
了
い
た
し
ま
し
た
の
で
ご

報
告
い
た
し
ま
す
。

　

９
月
28
日
、
大
松
山
運
動
公
園

内
の
落
葉
掃
き
を
実
施
し
ま
し
た
。

参
加
会
員
約
60
名
が
汗
を
流
し
ま

し
た
。

　

10
月
18
日
、
三
王
山
ふ
れ
あ
い

公
園
の
草
む
し
り
を
実
施
し
ま
し

た
。
参
加
会
員
約
40
名
で
草
む
し

り
を
し
ま
し
た
。

　

き
れ
い
に
な
っ
た
清
々
し
さ
と

お
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
会
員
同
士

の
交
流
も
兼
ね
て
心
地
よ
い
汗
を

流
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

☎（
47
）1
1
2
4

募
　
集

海
浜
冬
ま
つ
り

参
加
者
募
集

　

と
ち
ぎ
海
浜
自
然
の
家
主
催
の

「
海
浜
冬
ま
つ
り
」が
開
催
さ
れ
ま

す
。
冬
の
味
覚
を
味
わ
っ
た
り
、

自
然
の
家
の
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
施
し
た
り
す
る
こ
と
を
と
お
し

て
、
家
族
・
仲
間
と
の
ふ
れ
あ
い

を
深
め
、
自
然
の
す
ば
ら
し
さ
を

体
感
し
ま
し
ょ
う
。

■
期
日　

平
成
29
年
２
月
４
日
㈯

～
５
日
㈰（
１
泊
２
日
）

■
内
容

全
体
活
動　

あ
ん
こ
う
の
吊
し
切

り
実
演
・
あ
ん
こ
う
汁
試
食
、
ス

ノ
ー
ド
ー
ム
づ
く
り
・
シ
ャ
カ
シ

ャ
カ
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
・
貝
殻
キ
ー

ホ
ル
ダ
ー
づ
く
り
・
射
的
・
型
抜

き自
由
活
動　

海
浜
あ
ん
こ
う
ウ
ル

ト
ラ
ク
イ
ズ
・
オ
リ
ジ
ナ
ル
し
お

り
づ
く
り
・
星
空
観
察

選
択
活
動
Ⅱ　

塩
づ
く
り
＆
つ
ぼ

焼
き
い
も
・
つ
み
れ
汁
づ
く
り
・

サ
ン
ド
ブ
ラ
ス
ト
グ
ラ
ス
づ
く

り
・
貝
笛
づ
く
り
・
プ
ー
ル
＆
ス

ポ
ー
ツ
館
活
動

■
募
集
人
数

　

栃
木
県
民
一
般　

約
2
0
0
名

※
定
員
を
超
え
る
場
合
は
抽
選

■
参
加
費

大
人�

5
，0
0
0
円

高
校
生�

3
，6
0
0
円

中
学
生�

2
，8
0
0
円

小
学
生�

2
，6
0
0
円

３
歳
以
上
学
齢
前1

，8
0
0
円

３
歳
未
満�

3
0
0
円

■
申
込
方
法
　

　

は
が
き
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
電
話
・

メ
ー
ル
い
ず
れ
か
の
方
法
で
施
設

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
記
入
事
項

・
事
業
名「
海
浜
冬
ま
つ
り
」

・
代
表
者
氏
名（
漢
字
、
ふ
り
が

な
）・
郵
便
番
号
・
住
所
・
電
話

番
号
・
参
加
希
望
者
の
氏
名
、性
別
、

２
月
４
日
現
在
の
年
齢（
学
年
）

■
申
込
締
切
日

　

平
成
29
年
１
月
９
日
㈪

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

と
ち
ぎ
海
浜
自
然
の
家

　

〒
3
1
1

−

1
4
1
2

　

茨
城
県
鉾
田
市
玉
田
3
3
6

−

２
　

☎
0
2
9
1（
37
）4
0
0
4

　

0
2
9
1（
37
）4
0
0
8

紬
織
物
製
織
伝
習
生
・

紬
織
物
技
術
研
究
生
を

募
集
し
ま
す

　

栃
木
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
紬

織
物
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

県
内
の
伝
統
的
地
場
産
業
で
あ
る

結
城
紬
を
支
え
る
後
継
者
の
育
成

を
図
る
た
め
、
平
成
29
年
度
の
紬

織
物
製
織
伝
習
生
と
紬
織
物
技
術

研
究
生
を
募
集
し
ま
す
。　

■
研
修
内
容

　

結
城
紬
の
製
織
に
関
す
る
基
礎

的
な
知
識
・
技
術
等

■
募
集
人
員

　

製
織
伝
習
生
８
名

　

技
術
研
究
生
２
名

■
養
成
期
間

　

１
年
間（
平
成
29
年
４
月
～
平

成
30
年
３
月
）

■
受
講
費
用　

無
料

■
出
願
期
間

　

12
月
１
日
㈭
～
平
成
29
年
１
月

12
日
㈭（
必
着
）

■
応
募
資
格
お
よ
び
出
願
手
続
き

　

左
記
問
い
合
わ
せ
先
に
ご
確
認

の
う
え
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

■
選
考
方
法

　

書
類
審
査
お
よ
び
面
接

■
問
い
合
わ
せ
・
出
願
先

　

栃
木
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
紬

織
物
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎（
49
）0
0
0
9
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イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募
　
　
集

相
　
　
談

就
　
　
職

家
庭
生
活
支
援
員
養
成

研
修
受
講
者
募
集

　
（
公
財
）栃
木
県
ひ
と
り
親
家
庭

福
祉
連
合
会
で
は
、
ひ
と
り
親
家

庭
等
日
常
生
活
支
援
事
業
の
円
滑

な
推
進
を
図
る
た
め
、
家
庭
生
活

支
援
員
養
成
研
修
を
開
催
し
ま
す
。

■
受
講
資
格

・
ひ
と
り
親
家
庭
等
日
常
生
活
支

援
事
業
の
家
庭
生
活
支
援
員
と
し

て
登
録
し
、
子
育
て
支
援
に
従
事

で
き
る
方

・
左
記
５
日
間
の
講
習（
実
習
含

む
）を
す
べ
て
受
講
で
き
る
方

（
土
・
日
コ
ー
ス
実
施
の
場
合
、

振
替
可
）

■
研
修
日
お
よ
び
定
員

・
土
曜
日
コ
ー
ス（
30
名
）

平
成
29
年
１
月
21
日
、２
月
４
・

18
・
25
日

・
日
曜
日
コ
ー
ス（
30
名
）

平
成
29
年
１
月
22
・
29
日
、
２

月
５
・
19
日

※
各
コ
ー
ス
と
も
平
日
に
保
育
所

見
学
実
習
有（
３
時
間
）

■
研
修
場
所

　

と
ち
ぎ
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ

ー
（
宇
都
宮
市
野
沢
町
４

−

１
）

※
実
習
は
居
住
地
区
の
保
育
施
設

■
受
講
料　

無
料

■
託
児

　

無
料（
予
約
制
・
平
日
の
実
習

時
は
な
し
。
申
し
込
み
の
人
数
に

よ
っ
て
は
ひ
と
り
親
家
庭
優
先
）

■
応
募
締
切

　

12
月
20
日
㈫【
必
着
】

■
そ
の
他

　

参
加
申
込
状
況
に
よ
り「
土
曜

日
コ
ー
ス
」ま
た
は「
日
曜
日
コ
ー

ス
」の
１
コ
ー
ス
の
み
の
開
催
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

公
益
財
団
法
人
栃
木
県
ひ
と
り

親
家
庭
福
祉
連
合
会

　

栃
木
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自

立
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
2
8（
6
6
5
）7
8
0
1

・
7
8
0
6

　

0
2
8（
6
6
5
）7
8
0
2

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.tochiboren.jp/

相
　
談

司
法
書
士

無
料
法
律
相
談
会

■
相
談
内
容

　

不
動
産
登
記
関
係（
相
続
、
売

買
な
ど
）、
商
業
・
法
人
登
記
関

係
、
多
重
債
務
関
係
、
裁
判
手
続

き
関
係（
1
4
0
万
円
を
超
え
な

い
簡
易
裁
判
所
の
民
事
裁
判
手
続

き
）、
成
年
後
見
関
係

■
日
時　

12
月
14
日
㈬

　

午
前
10
時
～
正
午

■
会
場　

ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室

■
相
談
時
間　

１
相
談
者
あ
た
り

概
ね
30
分
間（
予
約
制
）

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
司
法
書
士
会
小
山
支
部

　

小
杉
孝
一
☎（
21
）6
3
1
2

行
政
書
士

無
料
専
門
相
談
会

■
相
談
内
容

　

相
続
や
遺
言
、
農
地
転
用
、
開

発
行
為
な
ど
役
所
に
提
出
す
る
書

類
や
手
続
に
関
す
る
こ
と
。
ま
た

成
年
後
見
、
離
婚
に
つ
い
て
の
相

談
な
ど
。

■
日
時　

12
月
22
日
㈭

　

午
前
10
時
～
正
午

■
会
場　

ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室

■
定
員　

４
名

　

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

■
相
談
時
間

　

１
相
談
者
あ
た
り
概
ね
30
分
間

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

行
政
書
士
会
小
山
支
部

　

生
田
目
安
夫
☎（
52
）2
3
5
0

就
　
職

市
職
員
を
追
加
募
集
し

ま
す
！

　

平
成
29
年
4
月
1
日
に
採
用
を

予
定
す
る
市
職
員
に
つ
い
て
、
次

の
と
お
り
募
集
い
た
し
ま
す
。

■
募
集
職
種
・
人
数

　

土
木
技
師　
　

１
名

　

建
築
技
師　
　

１
名

　

保
健
師　
　
　

１
名

■
募
集
期
間

　

12
月
１
日
㈭

　

～
平
成
29
年
１
月
10
日
㈫
必
着

■
試
験
日
時

　
（
1
次
）平
成
29
年
１
月
22
日
㈰

　
（
2
次
）平
成
29
年
２
月
10
日
㈮

■
場
所　

市
役
所　

2
階
会
議
室

■
内
容

　
（
1
次
）作
文
試
験
、
適
性
試
験

　
（
2
次
）面
接
試
験

■
受
験
資
格
・
応
募
方
法

　

総
務
人
事
課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
試
験
案
内
を

ご
確
認
い
た
だ
き
、
申
込
書
に
必

要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
郵
送
ま

た
は
直
接
提
出
願
い
ま
す
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
人
事
課

　

☎（
32
）8
8
8
8

臨
時
保
育
士
等
の
募
集

■
応
募
資
格

・
保
育
士
資
格
を
お
持
ち
の
方

・
保
健
師
資
格
を
お
持
ち
の
方

・
看
護
師（
准
看
護
師
）資
格
を
お

持
ち
の
方

■
募
集
人
員　
　

若
干
名

■
賃
金
等（
時
給
）

　

保
育
士

①
フ
ル
タ
イ
ム
：�

1
，2
0
0
円

②
短
時
間
勤
務
：�

1
，1
0
0
円

　

保
健
師
：�

1
，2
0
0
円

　

看
護
師（
准
看
護
師
）：

1
，1
0
0
円

　
（
通
勤
割
増
賃
金
・
時
間
外
勤

務
手
当
有
）社
会
保
険
加
入

■
勤
務
日
・
勤
務
時
間

　

月
曜
日
～
金
曜
日

午
前
7
時
～
午
後
7
時
の
う
ち

①
フ
ル
タ
イ
ム
：
7
時
間
45
分（
休

憩
時
間
60
分
）

②
短
時
間
勤
務
：
4
時
間
～

※
週
5
日
勤
務
・
日
・
祝
日
休
み

※
土
曜
勤
務
・
時
間
外
勤
務
有

■
勤
務
先　

市
立
保
育
園

■
応
募
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に

写
真
を
貼
付
し
提
出
し
て
く
だ
さ

い（
資
格
証
の
写
し
を
添
付
）。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
福
祉
課

　

☎（
32
）8
9
0
3
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イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募
　
　
集

相
　
　
談

就
　
　
職

平
成
29
年
度
下
野
市
社
会
教
育
指
導
員
募
集

　

平
成
29
年
度
に
市
内
の
公
民
館

等
で
、
社
会
教
育
指
導
員
と
し
て

市
民
の
学
習
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
が

で
き
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　
　

若
干
名

■
応
募
資
格

　

⑴
～
⑸
全
て
に
該
当
す
る
人

⑴
昭
和
27
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人

⑵
高
等
学
校
卒
業
以
上
の
学
歴
を

有
す
る
人

⑶
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
社
会
教
育
主
事
の
資
格
を
有
し
、

５
年
以
上
官
公
署
ま
た
は
社
会
教

育
関
係
団
体
に
お
い
て
社
会
教
育

に
関
係
の
あ
る
職
に
あ
っ
た
人

②
教
育
職
員
の
普
通
免
許
状
を
有

し
、
５
年
以
上
教
育
に
関
す
る
職

に
あ
っ
た
人
で
社
会
教
育
主
事
の

資
格
の
あ
る
人

③
そ
の
他
社
会
教
育
に
係
る
活
動

経
験
が
あ
り
①
、
②
に
掲
げ
る
者

に
相
当
す
る
経
験
が
あ
る
と
教
育

委
員
会
が
認
め
た
人

※
③
に
つ
い
て
は
生
涯
学
習
文
化

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⑷
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
事
務
処
理
が

で
き
る
人（
M
S　

W
o
r
d
・

E
x
c
e
l
ほ
か
）

⑸
普
通
自
動
車
免
許（
A
T
車
免

許
可
）を
有
す
る
人

■
勤
務
場
所　

石
橋
公
民
館
・
国

分
寺
公
民
館
・
南
河
内
公
民
館
・

南
河
内
東
公
民
館
・
生
涯
学
習
情

報
セ
ン
タ
ー

■
勤
務
時
間

　

原
則
と
し
て
月
13
日（
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
）

　

公
民
館
は
日
曜
日
・
月
曜
日
、

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
は
日
曜

日
・
水
曜
日
が
勤
務
を
要
し
な
い

日
と
な
り
ま
す
。

※
出
勤
日
は
、
行
事
・
職
場
内
の

シ
フ
ト
調
整
等
に
よ
り
決
定（
日

曜
日
、
夜
間
に
勤
務
す
る
場
合
あ

り
）

■
採
用
期
間　

平
成
29
年
４
月
１

日
～
平
成
30
年
３
月
31
日

※
た
だ
し
、
教
育
委
員
会
が
認
め

る
場
合
は
、
再
任
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。（
面
接
試
験
あ
り
）

■
報
酬

　

月
額
15
万
円（
交
通
費
を
含
む
）

※
有
給
休
暇
あ
り（
市
の
規
定
に

よ
る
）。
雇
用
保
険
加
入
。
厚
生

年
金
保
険
・
社
会
保
険
適
用
。

■
主
な
仕
事　

各
施
設
の
窓
口
業

務
。
各
種
講
座
等
の
企
画
・
運
営

等
。
サ
ー
ク
ル
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

等
自
主
活
動
団
体
の
活
動
支
援
。

■
試
験
日
時

　

平
成
29
年
１
月
30
日
㈪　

午
前

９
時（
予
定
）

■
試
験
内
容　

作
文
・
面
接
試
験

■
申
込
方
法

　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
必
要
書
類
を
添
え
て
、
受
付

期
間
中
に
生
涯
学
習
文
化
課
に
ご

提
出
く
だ
さ
い
。
な
お
、
受
付
期

間
外
・
郵
送
・
書
類
不
備
の
も
の

は
受
理
で
き
ま
せ
ん
。

■
募
集
期
間

　

12
月
１
日
㈭
～
平
成
29
年
１
月

13
日
㈮　

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時（
土
曜

日
・
日
曜
日
・
祝
日
お
よ
び
12
月

29
日
～
１
月
３
日
を
除
く
）

■
必
要
書
類

①
受
験
申
込
書

　

生
涯
学
習
文
化
課
・
公
民
館
・

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
窓
口
で

配
布
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

②
履
歴
書（
市
販
の
も
の
）写
真
貼

付■
合
否
発
表

　

平
成
29
年
２
月
下
旬
に
合
否
結

果
を
郵
送
い
た
し
ま
す
。

※
勤
務
先
は
３
月
下
旬
に
決
定

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
文
化
課

　

☎（
32
）8
9
1
9

求
職
者
と
シ
ニ
ア
の
た

め
の
巡
回
相
談
会
＆
巡

回
セ
ミ
ナ
ー

　

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
就

労
に
関
す
る
ご
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。ま
た
、生
涯
現
役
推
進
員
が
、

シ
ニ
ア
世
代
の
社
会
参
加
活
動
に

関
す
る
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　

巡
回
セ
ミ
ナ
ー
も
併
せ
て
開
催

し
ま
す
。

　

相
談
の
み
、
セ
ミ
ナ
ー
の
み
の

参
加
も
可
能
で
す
。
い
ず
れ
も
無

料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

巡
回
相
談
会
・
巡
回
セ
ミ
ナ
ー

は
予
約
制
で
す
。
開
催
日
の
前
日

（
土
日
祝
日
を
除
く
）ま
で
に
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

〇
巡
回
相
談
会

　
（
要
予
約
：
先
着
３
名
）

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

・
就
職
活
動
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に

関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス

・
適
職
適
性
診
断

・
履
歴
書
の
書
き
方
、
面
接
の
受

け
方
の
ア
ド
バ
イ
ス

〇
巡
回
セ
ミ
ナ
ー

　
（
要
予
約
：
先
着
15
名
）

テ
ー
マ

　

就
活
の
マ
ナ
ー
＆
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン 

〇
と
ち
ぎ
生
涯
現
役
シ
ニ
ア
応
援

セ
ン
タ
ー　

巡
回
相
談
会

　
（
要
予
約
：
先
着
３
名
）

・
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
に
関
す
る
ア

ド
バ
イ
ス

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
就
労
ま
で

様
々
な
社
会
参
加
活
動
に
関
す
る

ア
ド
バ
イ
ス

・
生
涯
学
習
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ

ス■
期
日

　

平
成
29
年
１
月
12
日
㈭

■
時
間

　

セ
ミ
ナ
ー

　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

　

相
談
会

　

午
後
１
時
～
４
時

■
場
所

　

市
役
所　

3
0
2
会
議
室

■
申
し
込
み
先

　

商
工
観
光
課

　

☎（
32
）8
9
0
7

■
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
労
働
政
策
課

　

☎
0
2
8（
6
2
3
）3
2
2
6
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「
家
電
量
販
店
で
買
い
物
を
し

た
際
に
、
特
典
が
付
く
か
ら
と
ポ

イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
作
る
よ
う
に
勧

め
ら
れ
、
断
り
切
れ
ず
に
申
し
込

ん
だ
。
後
日
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社

か
ら
電
話
が
あ
り
、
そ
の
時
に
ク

レ
ジ
ッ
ト
機
能
が
付
い
た
も
の
だ

と
わ
か
っ
た
」と
い
う
事
例
が
あ

り
ま
す
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
機
能
付
き
の
ポ
イ

ン
ト
カ
ー
ド
は
、
特
典
が
優
遇
さ

れ
る
反
面
、
年
会
費
が
発
生
し
た

り
、
決
済
機
能
が
あ
っ
た
り
す
る

た
め
保
管
等
に
注
意
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

勧
誘
を
さ
れ
た
場
合
は
、
詳
し

い
説
明
を
求
め
、
納
得
で
き
な
け

れ
ば
き
っ
ぱ
り
と
断
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

下
野
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
44
）4
8
8
3

市
役
所
２
階

■
相
談
日
時
　
月
～
金
曜
日

　
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
正
午
～
午
後
1
時
を
除
く
）

※�
来
所
で
の
相
談
の
場
合
は
、
事

前
に
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

※�

土
曜
日
の
電
話
相
談
は
栃
木
県

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

　
☎
0
2
8（
6
2
5
）2
2
2
7

知
っ
て
い
ま
す
か
？
こ
の
言
葉

「
デ
ー
ト
D
V
」

　

D
V（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ

イ
オ
レ
ン
ス
）は
、
主
に
結
婚
・

同
居
し
て
い
る
パ
ー
ト
ナ
ー
間

に
起
こ
る
暴
力
の
こ
と
で
す
。

“
デ
ー
ト
”D
V
は
恋
人
の
間
で

の
暴
力
や
相
手
の
行
動
を
強
制

す
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。

　

デ
ー
ト
D
V
は
、
特
に
恋
愛

経
験
の
少
な
い
10
代
、
20
代
に

多
く
、
加
害
者
も
被
害
者
も
そ

の
恋
愛
経
験
の
乏
し
さ
か
ら
そ

れ
が
D
V
で
あ
る
と
い
う
認
識

が
低
い
こ
と
も
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

わ
か
り
や
す
い
身
体
的
暴
力

だ
け
で
な
く
、
精
神
的
暴
力
な

ど
様
々
な
形
で
D
V
は
起
こ
り

ま
す
。
例
え
ば
、
メ
ー
ル
を
す

ぐ
に
返
信
し
な
い
こ
と
で
怒
る
、

仕
事
や
ア
ル
バ
イ
ト
を
辞
め
る

よ
う
に
強
制
す
る
等
で
す
。

D
V
は
男
性
か
ら
女
性
に
限
ら

ず
、
女
性
か
ら
男
性
へ
行
わ
れ

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

D
V
は
、
ど
ん
な
理
由
が
あ

っ
た
と
し
て
も
許
さ
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
人
ひ
と

り
が
そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
観
や
考

え
方
を
尊
重
し
な
が
ら
、
良
い

関
係
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
の
つ

も
り
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
の
申
し
込
み
に
!?

　

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
全
て
の
マ
ス

を
埋
め
た
後
、
色
が
つ
い
た
マ
ス

の
文
字
を
並
び
替
え
る
と
下
野
市

ゆ
か
り
の
ワ
ー
ド
に
な
り
ま
す
。

タ
テ
の
カ
ギ

1　

テ
ニ
ス
や
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

ゴ
ル
フ
の
シ
ョ
ッ
ト
の
一
つ
。
打

球
は
高
く
上
が
る
。

2　

昔
、
学
校
の
給
食
に
出
た
―

―
―
の
竜
田
揚
げ
。
世
界
で
最
も

大
き
い
動
物
。

3　

審
判
員
の
こ
と
。
競
技
に
よ

っ
て
は
レ
フ
ェ
リ
ー
や
ジ
ャ
ッ
ジ
。

5　

衣
服
や
紙
な
ど
を
た
た
ん
で

お
く
と
で
き
る
し
わ
。

9　

妻
の
父
親

11　

米
や
麦
、
大
豆
か
ら
作
ら
れ

て
い
る
食
品
。
地
域
特
有
の
も
の

が
作
ら
れ
て
お
り
、
色
も
味
も
違

う
。

ヨ
コ
の
カ
ギ

3　

下
野
市
で
も
稚
魚
の
生
産
が

行
わ
れ
て
い
る
魚
。
塩
焼
き
に
し

て
食
べ
る
と
お
い
し
く
、
道
の
駅

し
も
つ
け
で
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

4　

分
子
式
C4‌

H6
で
表
さ
れ
る
常

温
で
無
色
の
気
体
。
合
成
ゴ
ム
の

原
料
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

6　

脂
肪
が
少
な
く
柔
ら
か
い
白

身
だ
が
、
古
く
な
る
と
独
特
の
に

お
い
を
発
す
る
の
で
刺
身
な
ど
生

の
ま
ま
食
べ
る
こ
と
が
な
い
魚
。

7　

フ
ォ
カ
ッ
チ
ャ
の
よ
う
に
焼

き
上
げ
る
の
が
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス

で
す
が
、
中
華
ま
ん
の
よ
う
に
蒸

し
て
作
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

8　

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
作「
―

―
―
と
罰
」

9　

―
―
―
虫
。
人
畜
無
―
―
―
。

10　

斜
め
に
張
っ
た
網
を
袋
網
の

前
方
に
敷
き
、
魚
を
乗
り
上
げ
さ

せ
て
袋
網
に
集
め
と
る
仕
掛
け
。

12　
「
い
つ
も
大
変
お
―
―
―
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。」

　

答
え
は
43
ペ
ー
ジ

２枚の写真には違っている
ところが３つあります。
見つけてみてください。
（印刷の汚れは除く。）

※答えは43ページ

Shimotsuke
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し
も
つ
け
ミ
ニ
情
報

音
声
版
広
報（
デ
イ
ジ
ー
版C

D

及
び
テ
ー
プ
版
）が
無
償
で
ご
利
用
で
き
ま
す
。

こ
の
音
声
版
は
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
作
成
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー　

☎︎（
43
）１
２
３
６
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

まずは相談

男
女
共
同
参
画
社
会

▶

まちがいさがし

わかるかな？

1 3

4 5

6 7

8 9

10 11

12

2

しもつけ
クロスワード

よくてわりーね

けけ
ワ ド



12
December

神鳥谷（東） 小山（東） 県南４丁目

東城南５丁目

自動車
販売店

電気
量販店

ガソリン
スタンド

ハンバーガー店

スポーツ
用品店ラーメン

店

コンビニエンス
ストア

小山市
消防署

国道50号線

東
北
新
幹
線

国
道
４
号
線

↓
至
間
々
田

↑
至
小
金
井

原之内
公園

ゴルフ場

進入禁止

新小山市民病院

夜間休日急患診療所
休日急患歯科診療所

健康医療介護
総合支援センター

駐車場日 月 火 水 木 金 土
１ ２ 3

①⑤ ②⑥ ①③
4 5 6 7 8 ９ 10

②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④
11 12 13 14 15 16 17

③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤
18 19 20 21 22 23 24

④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥
25 26 27 28 29 30 31

①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤

番号・医療機関名・所在地
①小金井中央病院下野市小金井 2－4－3
　☎ 44－ 7000
②石橋総合病院　下野市石橋 628
　☎53－1134※休日・夜間は小児科対応不可。
③小山整形外科内科小山市雨ケ谷753
　☎31－1331
④杉村病院　小山市城山町2－7－18
　☎25－5533・5534
⑤光南病院　小山市乙女795－4
　☎45－7711
⑥野木病院　野木町友沼5320－2
　☎0280－57－1011

■夜間休日急患診療所
　☎０２８５－３９－８８８０
　【診療日時・診療科目】
　平日、土曜　19時～22時　内科・小児科
　日曜、祝日、振替、年末年始（12月31日～1月3日）
　　　　�10時～12時、13時～17時、18時～21時　

内科・小児科
　【所在地】小山市神鳥谷2251-7
　　　　　（小山市健康医療介護総合支援センター内）
　※�内科医等が小児科の診療を担当することがありますので、

事前に連絡をしてから来院してください。

■休日急患歯科診療所
　☎０２８５－３９－８８８１
　【診療日時】
　日曜、祝日、振替、年末年始（12月31日～1月3日）
　　　　10時～12時、13時～16時
　【所在地】小山市神鳥谷2251-7
　　　　　（小山市健康医療介護総合支援センター内）

救急告示医療機関当番（一次急患）
　カレンダー内番号が当番医
療機関となっています。事前
に電話で確認してください。
各医療機関では夜間、医師が
交代で当直制をとっており、
希望する治療が困難な場合も
あります。

とちぎ子ども救急電話相談　☎028－600－0099（携帯電話とプッシュ回線は、局番なしの☎＃8000）
【相談日時】　月〜土曜日：午後６時〜翌朝８時　日曜日・祝休日：24時間（午前８時〜翌朝８時）
【相談内容】　子どもの急な病気やけがに関する家庭での対処方法などを看護師がアドバイスします。慢性疾患や育児相談には応じられません。

一次救急医療機関情報

ふれあい館・ゆうゆう館・きらら館休館日

◉平日・日曜日　17：00 ～翌日9：00
◉土曜日・祝日の前日（ の部分）
　　　　　　　　17：00～翌日17：00

ふれあい館　☎47-1126
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

ゆうゆう館　☎43-1231
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

きらら館　☎52-3711
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

おもちゃの図書館

納税ごよみ

メール配信サービス下野インフォメーション

心配ごと相談シルバー人材センター

平美林清掃計画

ハンディをもつ子も、もたない子も、
一緒に遊ぶ場所です。
今月の開催はありません。

■問い合わせ先
　社会福祉協議会☎43−1236

■刃物研ぎ　午前９時～午後2時

13日㈫ 旧下水道庁舎（薬師寺1949）

20日㈫ 旧やすらぎ荘（小金井1189-1）

■入会説明会（要申し込み）
　午前10時～

21日㈬ 旧下水道庁舎（薬師寺1949）

■問い合わせ先
　シルバー人材センター☎47−1124

　人権、児童母子、行政など、日常生
活でのあらゆる相談に応じています。

国
分
寺
会
場

一般相談・総合相談
12月６日・13日・20日

（いずれも火曜日）
児童母子相談　12月27日㈫

会場：ゆうゆう館

石
橋
会
場

一般相談・総合相談
12月５日・12日・19日

（いずれも月曜日）
児童母子相談　12月26日㈪

会場：石橋公民館

南
河
内
会
場

一般相談・総合相談
12月２日・９日・16日

（いずれも金曜日）
法律相談 12月８日㈭

会場：ふれあい館

■時間　午後１時30分～ ３時30分
　�　　　　法律相談のみ要予約
　　　　　午後１時～ 4時30分
■問い合わせ先
　社会福祉協議会　☎43−1236

12
月

天平の丘 下野市勤労者協議会

花広場 陶芸クラブ

１
月

天平の丘 　　　　

花広場 図書館友の会

■問い合わせ先
　商工観光課☎32−8907

市県民税� 第４期
国民健康保険税� 第６期
介護保険料� 第６期
後期高齢者医療保険料� 第６期
■納期限　1月4日㈬
国民年金保険料� 11月分

簡単登録で気象情報（注
意報・警報）や地震情報、
行政情報、イベント情報な
どをメール配信します。
■問い合わせ先
総合政策課☎32−8886↑携帯電話用

ＱＲコード

（ ）

きらら館は
トレーニング室

■納期限�12月26日㈪

しもつけシティーガイド　観光スポットから生活に役立つ情報まで、下野の
情報がいっぱいの電子地図です。パソコンは市ホームページから、携帯電話
は右のＱＲコードからアクセスしてください。

し
も
つ
け
ミ
ニ
情
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け
や
き
ネ
ッ
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市
内
小
中
学
校
の
情
報
は
こ
ち
ら
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

h
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w
w
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h
o
o
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im
o
tsu
ke
.e
d
.jp
/in
d
e
x.h
tm

「
広
報
し
も
つ
け
」を
市
内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア（
一
部
）に
設
置
し
て

い
ま
す
。
順
次
、
設
置
店
を
拡
張
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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２ 下野市消防団通常点検

３ 下野市消防団募集

４ 年末年始のお知らせ

６ Shimotsuke-CityTopics　まちの話題

８ 平成28年度上半期の財政状況

10 しもつけブランド

11 理科研究展覧会審査結果

12 障がい者週間

14 民生委員・児童委員さん紹介

16 保健だより

19 地域包括支援センターだより

目次　Contents

1
9
5
7
年
12
月
11
日
に
百
円
玉
が
発
行
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
板
垣
退
助
が
描
か
れ

た
百
円
札
が
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

発
行
当
時
の
百
円
玉
は
銀
を
材
料
に
作
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
銀
の
値
段
が
高
騰
し
た
こ
と

か
ら
1
9
6
7
年
に
白
銅
（
銅
と
ニ
ッ
ケ
ル
の

合
金
）
の
百
円
玉
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

際
に
表
の
デ
ザ
イ
ン
も
変
更
さ
れ
、
稲
穂
か
ら

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
に
な
り
ま
し
た
。

表
の
デ
ザ
イ
ン
と
書
き
ま
し
た
が
、
現
在
の

硬
貨
に
は
法
律
上
で
は
表
裏
が
決
め
ら
れ
て
は

い
ま
せ
ん
。
明
治
時
代
に
は
法
律
で
硬
貨
の
表

裏
の
基
準
と
な
る
龍
紋
と
い
う
も
の
が
決
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、
条
例
が
変
わ
る
ご
と
に
表

裏
も
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
1
8
9
7
年
以

降
は
廃
止
さ
れ
た
龍
紋
に
代
わ
っ
て
菊
の
紋
章

が
あ
る
側
を
表
と
し
て
慣
習
的
に
区
別
し
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
は

菊
の
紋
章
も
使
わ
れ
な
く
な
り
、
そ
れ
ま
で
は

製
造
年
が
書
か
れ
て
い
る
方
を
裏
と
し
て
い
た

こ
と
か
ら
、
造
幣
局
で
も
製
造
年
が
書
か
れ
て

い
る
方
を
裏
と
し
て
扱
っ
て
い
ま
す
。

造
幣
局
が
発
行
す
る
硬
貨
の
枚
数
は
年
ご
と

に
違
う
た
め
、
発
行
数
が
少
な
い
と
状
態
に
よ

っ
て
は
額
面
以
上
の
価
値
に
な
り
ま
す
。
お
財

布
の
中
の
小
銭
は
、
も
し
か
し
た
ら
希
少
な
も

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

20 

23 国民年金だより

24 

25 新・下野市風土記

26 Let’sSPORTS

28 図書館LibraryInformation

29 読書人

30 しもサタ通信

31 くらしの情報（イベントカレンダー）

44 国際交流員マシアスのコラム

今月の何の日

12
月
11
日

百
円
玉
の
日

41Pのクロスワードの答え

1 3

4 5

6 7

8 9

10 11

12

2
ロ

ジ
ク

タ
ア ユ

ブ ンエ
タ ラ パ ン

ツ ミ イガ
クゴジ ミ

セ ワ
ア

フ ソ
答えは、アブミガワラ（あぶみ瓦）

今月
の
表紙

11月20日に、栃木県知事選挙が実
施されました。

前回7月に行われた選挙（参議院
議員選挙）から選挙権年齢が20歳か
ら18歳に引き下げられました。少子
高齢化が進むと若者の意見が政治に
反映しづらいことや、意識を高めて
若い世代に政治に関心を持ってもら
うため、市では自治医大内に2日間、
期日前投票所を開設しました。

Shimotsuke
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市ではホームページの新着情報や、災害発生時の避難場所などの
情報配信を行います。右のＱＲコードからアクセスできます。

下野市公式アカウント　@city_shimotsuke
下野市公式
ツイッター

ま
ち
が
い
さ
が
し
の
答
え

①
カ
ン
ピ
く
ん
の
目　

②
ペ
ッ
パ
ー
の
口　

③
バ
ッ
ク
ボ
ー
ド
上
部
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平
成
28年
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号
 ■
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木
県
下
野
市
笹
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■
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／
FAX:0285-32-8606 

■
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city.shim
otsuke.lg.jp

広報しもつけを設置協力いただけるコンビニエンスストアを募集しています。
ご協力いただける場合は総合政策課☎0285（32）8886情報広報グループまで
ご連絡ください。

PC・スマホ
市ホームページ

TAKE FREE

国際交流

国
際
交
流
員
マ
シ
ア
ス
の
コ
ラ
ム

●
聖
マ
ー
テ
ィ
ン
の
日

皆
さ
ん
、
先
月
の
コ
ラ
ム
の
内
容
を

覚
え
て
い
ま
す
か
？
ド
イ
ツ
に
は
、
11

月
11
日
に
子
供
た
ち
が
歌
を
歌
っ
て
お

菓
子
を
も
ら
っ
た
り
、
鎧
を
着
て
馬
に

乗
っ
た
人
た
ち
が
先
導
す
る
パ
レ
ー
ド

が
町
を
練
り
歩
く
お
祭
り
が
あ
る
こ
と

を
紹
介
し
ま
し
た
。

そ
の
日
は
マ
ー
テ
ィ
ン
と
い
う
人
の

命
日
に
ち
な
み
、
聖
マ
ー
テ
ィ
ン
の
日

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

マ
ー
テ
ィ
ン
に
は
、
次
の
よ
う
な
伝

説
が
あ
り
ま
す
。４
世
紀
、ロ
ー
マ
帝
国

の
兵
士
だ
っ
た
マ
ー
テ
ィ
ン
は
、
寒
い

雪
の
日
に
馬
に
乗
っ
て
移
動
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
道
ば
た
で
凍
え
て
い
た
貧
し

い
人
に
出
会
い
ま
し
た
。
か
わ
い
そ
う

に
思
っ
た
マ
ー
テ
ィ
ン
は
、
そ
の
人
に

近
づ
き
、
自
分
の
着
て
い
た
マ
ン
ト
を

半
分
に
切
っ
て
与
え
ま
し
た
。そ
の
夜
、

マ
ー
テ
ィ
ン
の
夢
の
中
に
、
半
分
の
マ

ン
ト
を
ま
と
っ
た
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト

が
現
れ
、
マ
ー
テ
ィ
ン
の
無
私
の
行
動

を
ほ
め
た
た
え
ま
し
た
。
そ
の
貧
し
い

人
は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
だ
っ
た
の

で
す
。

こ
の
伝
説
が
示
す
よ
う
に
、
心
優
し

い
マ
ー
テ
ィ
ン
は
、
生
涯
を
通
し
て
貧

し
い
人
の
た
め
に
尽
く
し
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
食
べ
物
や
ろ
う
そ
く
を
、

多
く
の
貧
し
い
人
に
分
け
与
え
ま
し
た
。

聖
マ
ー
テ
ィ
ン
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
特

に
ド
イ
ツ
で
有
名
な
聖
人
で
す
。
至
る

所
で
、
彼
が
描
か
れ
た
絵
や
ス
テ
ン
ド

グ
ラ
ス
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

パ
レ
ー
ド
を
先
導
す
る
鎧
を
着
て
馬

に
乗
っ
た
兵
士
は
、
聖
マ
ー
テ
ィ
ン
を

表
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
他

に
も
、
た
く
さ
ん
飾
ら
れ
る
提
灯
は
彼

が
貧
し
い
人
に
与
え
た
ろ
う
そ
く
、
子

供
た
ち
が
家
々
を
回
っ
て
歌
う
の
は
、

彼
が
食
べ
物
を
配
り
歩
い
た
こ
と
を
表

し
て
い
ま
す
。

人
へ
の
思
い
や
り
に
あ
ふ
れ
た
こ
の

キ
リ
ス
ト
教
の
お
祭
り
は
、
友
達
や
近

所
の
人
た
ち
と
心
の
光
や
温
か
さ
を
分

か
ち
合
え
る
お
祭
り
と
し
て
、
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、
多
く
の
人
に
愛

さ
れ
て
い
ま
す
。

マーティンがマントを与える様子

■人口と世帯（11 月 1日現在）
　　人口／60,098人（+25）、男性／29,820人（+4）、女性／30,278人（+21）、世帯数／23,220世帯（+14）
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国
際
交
流
員
イ
ベ
ン
ト

第
22
回「
マ
シ
ア
ス
の
町
遊
び
」

●
ド
イ
ツ
風

　
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

　

ク
リ
ス
マ
ス
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
き

ま
し
た
！
今
年
も
下
野
市
国
際
交
流
協

会
は
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催

し
ま
す
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
音
楽
の
演
奏
や
サ
ン
タ

ク
ロ
ー
ス
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
物
語
の

読
み
聞
か
せ
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
抽
選
会
を

行
う
ほ
か
、
ド
イ
ツ
の
料
理
を
用
意
す

る
予
定
で
す
。

　

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
と
一
緒
に
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
！
皆
さ
ん
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

■
日
時

　

12
月
10
日
㈯　

午
後
6
時
30
分
〜

　
（
2
時
間
程
度
）

　

午
後
６
時
受
付
開
始

■
場
所

　

グ
リ
ム
の
館　

多
目
的
ホ
ー
ル

■
定
員　

70
名

■
参
加
費

・
国
際
交
流
協
会
会
員 

1
，0
0
0
円

・
一
般 

2
，0
0
0
円

※
小
学
生
は
半
額
、
未
就
学
児
は
無
料
。

※
当
日
集
金
し
ま
す
。

■
申
込
期
間　

12
月
5
日
㈪
〜
8
日
㈭

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　
（
市
民
協
働
推
進
課
内
）

　

☎（
32
）８
８
８
７

国
際
交
流
員
マ
シ
ア
ス
さ
ん
に
よ
る

マ
マ
パ
パEnglish

サ
ロ
ン
開
催
！

　

英
語
を
勉
強
し
た
い
と
思
っ
て
い
て

も
、
育
児
中
の
方
は
英
会
話
教
室
に
通

っ
た
り
、
英
語
に
触
れ
る
機
会
を
つ
く

る
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
と
思
い
ま

す
。
そ
ん
な
方
の
た
め
に
、
子
ど
も
連

れ
の
方
で
も
気
軽
に
参
加
い
た
だ
け
る

英
会
話
サ
ロ
ン
を
開
催
し
ま
す
。

　

国
際
交
流
員
の
マ
シ
ア
ス
さ
ん
と
一

緒
に
、
遊
び
な
が
ら
気
軽
に
英
会
話
を

楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？ 

も
ち
ろ
ん
、

大
人
の
方
の
み
の
参
加
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

子
ど
も
好
き
の
方
や
外
国
人
の
方
も
大

歓
迎
で
す
！

■
日
時

　

①
平
成
29
年
1
月
13
日
㈮

　
　

午
前
10
時
〜
11
時

　

②
平
成
29
年
1
月
19
日
㈭

　
　

午
後
2
時
〜
3
時

■
場
所

　

薬
師
寺
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
講
師　

国
際
交
流
員

　

マ
シ
ア
ス
・
ブ
リ
ッ
タ
ス
ド
ー
フ

■
参
加
費　

無
料　

た
だ
し
参
加
者
は

国
際
交
流
協
会
に
入
会
し
て
い
た
だ
き

ま
す
（
年
会
費
1
，0
0
0
円
）。

■
定
員　

①
、
②
そ
れ
ぞ
れ
10
名

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　
（
市
民
協
働
推
進
課
内
）

　

☎（
32
）８
８
８
７


